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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















イラスト：猫猫 猫、ヤトアキラ、渋沢佳奈、蒼月、石田ヒロユキ、


いろは楓、佐々木あかね、四季童子、ツジヤスノリ
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あとがき













まえがき






　みなさんこんにちは、田中信二たなか・しんじです。

　既き刊かんをお読みの方、いつもありがとうございます。

　初めての方は初めまして。私わたしは本書の著ちよ者しやであり、ＴＲＰＧというゲームを題材にした冒ぼう険けん物語の語り手でもあります。

　ここでは本ほん格かく的てきに本書の内ない容ようを楽しむ前に、このゲームや物語についての基き礎そ知ち識しきを解かい説せつさせていただきます。




　本書はテーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイで、『アリアンロッド・サガ』のリプレイとしては四番目のシリーズ『デスマーチ』の第七巻かんです。

　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで行なう遊びです。プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒険へと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？

　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。

　本書で使用しているのは『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』というファンタジーを題だい材ざいにしたＴＲＰＧです。

　本書の舞ぶ台たいは〝アルディオン大陸〟。〝戦乱の大陸〟という別名を持つ土地です。女王ピアニィによる大陸の統一目前で生じた大異変により、よりいっそう不穏な情勢となっています。詳細は本ほん編ぺんおよび以降の記事を読んで、ご堪能ください。

　この第七巻は続く第八巻と同時発売となっています。これは、姉妹シリーズの『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』とのコラボレーション企画です。第七巻を田中信二が、第八巻を『ゲッタウェイ』の藤井忍ふじい・しのぶが主に執筆しています。




　前ぜん述じゆつのとおり『アリアンロッド・サガ』は『デスマーチ』以外にもいくつものシリーズが展てん開かいされています。それらのサガシリーズについて興きよう味みのある方は富ふ士じ見み書しよ房ぼうのウェブサイトなどでご確かく認にんください。

　次じ頁こうの「前ぜん巻かんのあらすじ」は『デスマーチ』六巻のエピソードを解説しています。また第十二話冒ぼう頭とうの「早わかり『アリアンロッド・サガ』」は他シリーズとの流れを含めて、本書の情勢に至るまでの経緯が解説されています。

　そのあたりの知識は大だい丈じよう夫ぶ、という方はそのまま本編に進んでもＯＫです。











前巻のあらすじ






　帝てい紀き八一五年。

　ピアニィが姿を消したフェリタニア合衆国は、新たな統一帝アルドワルダ、スリスを中心とした体制に移い行こうしていた。アキナは第一の騎士に、マルセルは合衆国軍師に就しゆう任にん、名実ともにエンジェルファイヤーはスリスを支える新たな合衆国の指導者として活動を開始していた。

　旧エストネル領を中心に跋ばつ扈こする妖よう魔ま対たい策さくのため。ピアニィが姿を消したあと、弱まった合衆国諸国の結びつきを強化するため。マルセルは、ノルウィッチで国こく際さい平へい和わ会かい議ぎを開く。　だが、その裏では、メルトランドの旧体制への回かい帰きを望む過か激げきな一いつ派ぱがスリスの暗殺をもくろむ。辛からくもその計画を防いだエンジェルファイヤーであったが、合衆国はさらなる危機にさらされる。

　南方の軍事国家ラングエンドが、神聖アンリ帝国、レイウォールアライアンスと語らって、合衆国への侵しん攻こうを開始したのだ。その裏うらには、秘密結社バルムンク・ノヴァの影があった。

　アキナは初めて軍隊を率ひきい、ラングエンド軍との決戦にいどむ。二重、三重に巡めぐらされた罠をくぐり抜け、勝利をつかみ取るエンジェルファイヤー。その結果、いまだフェリタニア合衆国の力は健けん在ざいであると、アキナたちは内外に示しめすことに成功するのであった。











早わかり『アリアンロッド・サガ』






●大崩壊後のアルディオン大陸

　帝紀八一四年に生じた大崩壊はアルディオン大陸に大きな変化をもたらした。

　審判の国エストネル王国の滅亡。エル・ウォーデンの死亡。統一帝ピアニィの失しっ踪そう。

　加えて、以前は大陸で観測できなかった妖魔たちも出没し、人々の生活に悪影響をもたらしている。

　これらの出来事が重なり、エストネル王国が保証してきた大陸の旧体制は終しゅう焉えんを迎えた。

　大陸に覇を唱えたフェリタニア合衆国は大きく勢力を減じた。合衆国参加国はそれぞれの国内事情により合衆国から距離を置きつつある。ピアニィの不在により、フェリタニア政権はその流れに歯止めをかけられない。その結果、現在の合衆国の実効支配地域はアヴェルシアと、イザベラの元からの領地であるノルウィッチ伯領まで狭まった。

　東西の大国、レイウォールとグラスウェルズもそれぞれ複数の勢力に分裂した。

　その一方、南方の軍事国家ラングエンドの勢いは増すばかり。その他にもいくつもの新勢力が出現し、大陸はこれまで以上に混こん沌とんとした状況が続いている。

　エストネル、そして王威の竜輝石の権威が通用しなくなった大陸で、各勢力は独自に新しい秩序を模索して活動している。今後、主導権を握る勢力がどこになるのかは、ようとして知れない。
















▼大崩壊以後に出現した主な新勢力

レイウォール中央政権：レイウォール王国の保守的勢力。行方不明の女王ステラの帰還を待っている。

レイウォールアライアンス：〝幸運軍師〟ミック・ヴィルナーが立ち上げた新勢力。周辺のレイウォール軍をまとめあげ、南方に大勢力を作り上げた。

バウエス公領：バウエス公リディルの領土。ベルフト王子の従妹リディルが統治する地域である。現状は静観を通している。

アガルタ公国：メルトランド王家の遺児ロッシュが興した国。メルトランドとグラスウェルズにまたがる、リド・エマルム地方に割拠している。

神聖アンリ帝国：グラスウェルズの王族アンリの帝国。アンリはグラスウェルズ戦役で死んだものと思われていたが、突如強力な軍隊を率いて、グラスウェルズ南方を占拠した。

クレスト諸島独立政権：クレスト諸島はグラスウェルズとレイウォールによる争奪戦が繰り広げられていた地であった。代表のメアリ・クレストらの長年の運動の結果、新たに独立を宣言するに至った。




●スリス暗殺計画とラングエンド軍侵攻

　帝紀八一五年四月。

　合衆国軍師マルセルの提てい唱しようにより、ノルウィッチで国際平和会議が開かい催さいされた。

　その最さ中なか、メルトランドの不満分子による、統とう一いつ帝ていスリス暗殺計画が実行に移される。

　計画を察さつ知ちしたエンジェルファイヤーこれを未み然ぜんに防ふせぐ事に成功。しかし、これに連れん動どうするようにラングエンド国を初めとした三カ国の軍が合衆国へ向けて進軍を開始する。

　合衆国侵攻軍の主力であるラングエンド国軍を、フェリタニア第一の騎士アキナ率ひきいる合衆国軍が撃げき破は。新生合衆国は最大の危機を回避することに成功した。

　この状況を鑑かんがみ、軍師マルセルは合衆国参加諸国の結びつきを強化する必要性を再認識し、合衆国大統領を選挙で選出するという政策に向けて動き出すこととなった。
















▼キーワード

統一帝スリス：元メルトランド王国女王の少女。ピアニィの失しつ踪そうを受け、合衆国の大統領と統一帝としてその志こころざしを引き継ぐ。

メルトランドの不満分子：メルトランドの旧体制への回帰を望む過か激げき派は。

ラングエンド：モード・レドリック評ひよう議ぎ長ちように率いられる、南方の軍事大国。領土拡大の野心をむき出しに、フェリタニア合衆国に敵対的な姿勢を見せる。




●バウエス公領と東方から来た少女

　大崩壊以降、レイウォールの北方に割かつ拠きよするバウエス公領。賢けん明めいな君主リディル・バウエスのもと大陸の騒そう乱らんから距離を置き、平へい穏おんな統治を続けているように見える。

　しかし、この地で静かながらも後のアルディオン大陸情勢に影響する事件が起きていた。




　なお、この一連の出来事については『ゲーマーズ・フィールド』16―４～５に亘わたって掲けい載さいされた『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』（たのあきら著）の中で描かれている。




　大崩壊以後、このリディルは傷を負ったとある〝貴人〟を保護していると噂される。

　この件に関する詳細を知る者は、領主であるリディルと、軍師グレイ・ウォーデンを始めとする数名の側そつ近きんのみであるという。彼女らはこの〝貴人〟の情報をもらさぬように他国との積極的な交流を控ひかえるなど、徹てつ底ていした防ぼう護ご体たい制せいを取っている。

　帝紀八一五年四月、国際平和会議終了後

　そんなバウエス公領にひとりの旅人が現われる。

　はるか東の大陸、エリンディルよりやって来た赤き衣を纏まとった美少女は、バウエス公領の客人として迎むかえられた。リディルたちは彼女がアルディオン大陸にやってきた目的の実現に協力し、彼女の信頼を得たようだ。その結果、手にしたエリンディル大陸の情勢にリディルは大いに刺し激げきを受けたらしい。

　その後、急速にバウエス公領は海軍力を増強していく。

　それはこの少女から得た東方の情報に基もとづいた決断のようだ。

　東方の大陸情勢を耳にしたリディルが、国内の戦乱ばかりでなく、大陸外の国家からの脅威に備えるべきだと考えたというのが、もっぱらの噂だ。

　中には、「エリンディル大陸からの魔族・妖魔の侵しん攻こうに対する、防ぼう衛えい策さくである」などという荒こう唐とう無む稽けいな話もある。




▼キーワード

リディル・バウエス：バウエス公領を治める少女。現在、レイウォール王おう位いけ継いし承よう権けんの最上位に位置する。グラスウェルズ王フィリップとの縁談が持ち上がっている。

グレイ・ウォーデン：リディルの側近で、彼女の軍師を務める老エルダナーン。その奇きき矯ような言動から〝メタ軍師〟のふたつ名を持つ。

エリンディル大陸：アルディオン大陸の東に存在する、異なる文化を持つ大陸。この大陸の人間は、はるかな過去から魔族や妖魔と戦い続けている。




●ビルベリ包囲戦

　帝紀八一五年七月。

　それまで辺境の田舎いなか町まちであったビルベリがにわかにホットゾーンと化した。

　原げん因いんは三つ。ひとつは行方不明となったピアニィに似にた少女がいたこと。ふたつ目はメルトランドの伝説の聖せい樹じゆ〝偉い大だいなるヒース〟の芽を宿した少女がいたこと。三つ目は大崩壊で行方不明となっていたグラスウェルズ王国の象徴である〝白い王威の竜輝石〟がゲッタウェイのリーダーヒルダの手にあったことだ。

　どれひとつ取っても国こく際さい情じよう勢せいを揺ゆるがす重大案あん件けんである。ことにグラスウェルズは王国の象徴である王威の竜輝石を取とり戻もどすために積極的に動き、ビルベリへと軍を差し向けた。

　一方、フェリタニアも対たい抗こうして派は兵へいし、両者はビルベリを挟はさんでにらみ合うこととなった。

　大崩壊以後最大の軍事大国となったグラスウェルズと、大陸の秩ちつ序じよを維持してきたフェリタニアの軍ぐん勢ぜいが戦えば、大陸全体を巻まき込こんだ大戦争になる……。

　その危き機きは意外な方法で逃のがれることができた。

　ビルベリの地下にある古代遺い跡せきが起動し、移い動どうを開始したのである。包囲していた二大国の軍勢を跳とび越こえ、ビルベリは爆ばく走そうを開始したのだった。
















▼キーワード

グラスウェルズ：かつてレイウォール王国と大陸の覇は権けんを争あらそった大国。通称白はく竜りゆう王おう国こく。大崩壊以後、国内の一部で反はん乱らんが起きたものの体制の維持には成功し、現在単たん独どくの勢力としては最有力となっている。国王はまだ一五歳のフィリップ・グラスウェルズ。

白い王威の竜輝石：白竜アインを信しん仰こうするグラスウェルズの象徴色、白色の王威の竜輝石。代々グラスウェルズ王国に伝えられてきたが、大崩壊以後在あり処かが不明となっていた。現在はビルベリの領主ヒルデガルド・ゴーダが所持していることが知られている。

偉大なるヒース：メルトランド王国で信仰されてきた聖樹の呼よび名な。帝紀八一二年のグラスウェルズによるメルトランド侵しん攻こうの際に枯かれたとされる。最近その芽を宿した少女が発見され、偉大なるヒースを信仰する者たちにとって重要な問題となっている。

チコ・Ｈ・ワトソニー：偉大なるヒースの芽を宿した少女。具体的に頭から芽が生えている。普ふ段だんへりくだっているが、きつい言葉をたびたび吐はくことから〝毒三下〟という通称で呼ばれている。ギルド〝ゲッタウェイ〟のメンバーのひとり。

リージュ・フェア・リース：ギルド〝ゲッタウェイ〟のメンバーのひとり。ピアニィによく似た少女。実はピアニィを元に作られた複ふく製せい体である。

ギデオン・ガバドン：ギルド〝ゲッタウェイ〟のメンバーのひとり。うがつが上がらない四よ十そ路じ男だったが、ビルベリの住人に愛され覚かく醒せいした？




●ピアニィの帰き還かん

　帝紀八一五年八月。突とつ如じよアルディオン大陸を正体不明の魔ま獣じゆうが襲おそった。

　当初ノルウィッチ近きん郊こうに降おり立たった魔獣は九体の「子」を産み、子はアルディオンの各地へと散っていった。

　エンジェルファイヤーをはじめとして、各地で迎げい撃げきに出た者たちの攻撃は魔獣に通用しなかった。このままではノルウィッチに甚じん大だいな被ひ害がいが及ぶ。

　誰だれもがそう思ったとき、突如として現あらわれたのが行方不明だったピアニィ一行だった。

　ピアニィ一行は二分で魔獣を倒すと、アキナに自らの退たい位いを告げ、去って行った。

　この事件はその顚てん末まつから〝ピアニィ三分間の帰還〟と呼ばれる。

　そしてこの事件が切きっ掛かけとなり、新しい事件が起こるのだが……この時点でそれを知るものはいなかった。




▼キーワード

魔獣：異い世せ界かいより飛来した怪かい物ぶつ。通常の攻撃は魔法も含ふくめて効こう果かがなく苦戦を強しいられた。突如帰還したピアニィ一行がこれを倒した。

ピアニィの退位：帰還したピアニィがアキナに託たくした伝言。だが、この出来事が切っ掛けとなり次の大きな事件へとつながっていくのだった。

































































ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆選せん択たく肢しはふたつ




「というわけで、ドランかギデオンか、選ぶことになるわけです」

「はにゃあ」




[image: ]




　それはさほど遠くない過か去こ。

　場所は、東京秋あき葉は原ばらにあるＴＲＰＧ製せい作さく会社Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室。

　その部屋にあるテーブルに二名の男女が向かい合って座すわっていた。




田中信二

　通つう称しようかわたな。本作『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』（以下、『デスマーチ』）シリーズの著ちよ者しやをつとめている。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以下、『無印』）シリーズの製作進行役でもある。




藤井忍ふじい・しのぶ

　女じよ性せいライター。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』のリディルなど、様々なリプレイのプレイヤーとしても知られる。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』（以下、『ゲッタウェイ』）シリーズの著者。

　ときおり「はにゃー」と鳴く生き物としても知られる。

　藤井忍公式サイト「時の研究所」　http://sin05.gonna.jp/




　このふたりがいったい何について話をしているのか。

「ドランかギデオンか」の選択とはどういうことか？

　話はさらに一五分ほどさかのぼる。

　まずはその時にはいた、もうひとりの人物の紹しよう介かいから始めよう。




菊きく池ちたけし

　通称きくたけ。ご存ぞんじ『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』（以下、ＡＲ２Ｅ）のゲームデザイナーである。これまで数々の名作リプレイを上じよう梓ししてきた。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズを立ち上げ、通称『無印』シリーズを執しつ筆ぴつ中。




かわたな：さて、菊池さん。

きくたけ：ほいさ！

かわたな：「アレ」、どうするつもりなんですか？

きくたけ：「アレ」とは？

かわたな：『無印』第九巻かんのラストですよ！

きくたけ：ああ、「アレ」のことか。

　時に帝てい紀き八一五年八月―――。

　新たなる決意をその胸むねに秘ひめ、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアは再ふたたび人々の前よりその姿すがたを消した。

　四人が赴おもむき、討うたんとするのは世界の裏うら側がわに潜ひそむ〝敵てき〟。

　だが、彼かれらはいまだ知ることはなかった。




　この先に四人を待ち受ける、闇やみを―――。


（『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑨　妖よう精せい郷きようのピルグリム』より引用）
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かわたな：どーすんですか!?　ピアニィどこかへ行っちゃったじゃないですか!?

きくたけ：そこを考えるのはお前の仕事だろ!!


かわたな：自分の仕事だから質しつ問もんしとるんじゃー！（←地じ団だん駄だを踏ふみながら）

藤井：えーと。とりあえず、状じよう況きようを整理しませんか？

かわたな：……藤井さんは落ち着いてるなあ。

藤井：自分の仕事ですから。……今回は『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』のコラボをすることについての打ち合わせですよね？




　そうなのだ。

　今回諸もろ々もろあって、『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』をコラボしてお送りすることになったのである。その「諸々」についてはこれから説明していこうと思う。

　なお、本書をお読みの方で『ゲッタウェイ』を未読の方はまとめコミック「二ページでわかる『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』」を読んでいただきたい。

　おおよその内容は把握できるかと思う。

























きくたけ：まずは、前回の『デスマーチ』でマルセルが「大だい統とう領りよう選挙をやろう！」と言い出したのが切きっ掛かけだよな。
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かわたな：そして、その次に出た『ゲッタウェイ』三巻で「大統領選挙で無む視しされる人々」の思いが爆ばく発はつしたわけですな。

きくたけ：まあ、ラストで都市丸ごと「ゲッタウェイ」しちゃった印象の方が強いけどな。

藤井：はにゃあ。




　そうなのだ。

『デスマーチ』六巻終しゆう了りよう時にはフェリタニア、グラスウェルズなどの国こつ境きようにあったビルベリは、いまやアルディオン大陸上を「ゲッタウェイ」する巨きよ大だいなゴーレムとなり、今日も元気に大地を駆かけ巡めぐっているのだ。




かわたな：そのネタで『アリアンロッド・サガ ファンブック Kind of Magic』（以後、『サガＫ』）のリプレイとボイスドラマは行きますからね（←この時点でリプレイは収録していたが、ボイスドラマは収録に至っていなかった）。

藤井：状じよう況きよう的てきに『ゲッタウェイ』三巻のラストとそんなに変わらないようにする工く夫ふうですよね。『サガＫ』のリプレイを飛とばして読んでも話がつながるように。

かわたな：そう。相変わらずビルベリは暴走中という（笑）。

きくたけ：そんな努力も『無印』九巻で吹ふっ飛んだわけか。

かわたな：そのとおりですよ！　まったくもう!!




　これで話がようやく最新の状況に追いついた。

『無印』九巻においてピアニィは「超★強いパワー」を手に入れた。その結果、ごく短時間「すべての生物を吸収する力」を押さえ込むことが可能となった。そのため第九巻ではアルディオン大陸に三分間のみの帰還を遂げた（その後、また合衆国から立ち去ってしまったが）。




きくたけ：それまでは人間ディスポーザー状じよう態たいだったんだから、体質改かい善ぜんの成果はあったんだけどね。

かわたな：問題なのはピアニィが後事をアキナたちに任まかせて去って行ってしまったことなんじゃあああ――っ!!

藤井：これまでは「ピアニィが帰ってくるまで頑がん張ばろう」だったのが、「ピアニィは帰ってこない、どうしよう？」になっちゃいましたからね。

きくたけ：いったいこの後どうなるんだろうね？

かわたな：他ひ人と事ごとのように言うなあああ――!!

きくたけ：でも、この展てん開かい自体は予定どおりなんだけどね？

藤井：予定どおり？　というと？

きくたけ：『アリアンロッド・サガ』シリーズも終しゆう盤ばんになって、そろそろリプレイ終了後のことも考えなくちゃいけない。

かわたな：なるほど。

きくたけ：その段だん階かいで、「大陸の問題は全部ピアニィが解かい決けつしてめでたしめでたし」だと面おも白しろくないじゃない？

藤井：まあ、確たしかに。

きくたけ：だから、ここで後事は他の人に託たくして、ピアニィには「物語を終わらせるための戦い」に専せん念ねんしてもらおう、と。そういうことなんだよ。

かわたな：格好良く言ってますが、「あとは任せた！」以上の意味はありませんからね！その考え!!

きくたけ：……まあそれは横に置いといて、コラボについて話を聞こうか。

かわたな：置いとかれた！

藤井：置いとかれました！

きくたけ：で、なんで今回『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』でコラボレーションをしようってことになったなわけ？

藤井：一番の理由は……面白そうだからなんですけどね（笑）。

かわたな：『無印』と『ブレイク』みたいにパーティーメンバーをシャッフルしたコラボレーションはやりたいねえ、と以前から藤井さんと話していたんですよ。

きくたけ：なるほど『無印』四巻かんみたいな感じなんだな。

かわたな：ＰＣ同士の対決もやりたかったんですが、あきらめました。

きくたけ：なんで？

かわたな：『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』の両方に菊池さんが出ているからです！

きくたけ：そうだった！




　菊池たけしは『デスマーチ』のドラン・ベレレンと『ゲッタウェイ』のギデオン・ガバドンのプレイヤーなのである。




かわたな：こうして改めてみてみると。菊池さんのＰＣは名前が酷ひどいですな。

きくたけ：ほっとけ！（笑）　まあ、そういうことなら後はかわたなと藤井さんで話し合ってくれ。プレイヤーのオレは立ち去るから。

　そう言うと、楽しそうにスキップしながら会議室を出て行く菊池たけし。

　こうして、打ち合わせは次のフェイズへと移うつるのであった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




かわたな：そういうわけでコラボのネタをふたりで考えなければならないわけですが……。

藤井：はにゃあ。

かわたな：いったい何をやればいいのやら……。

藤井：それについては「ピアニィの後の世界」を描くのがいいと思います。

かわたな：アフター・ピアニィの世界？

藤井：『ゲッタウェイ』のテーマのひとつが〝打だ倒とうピアニィ〟なわけですよ。

かわたな：そういえばそうでした。

藤井：とはいえ、ＰＣたちはピアニィの理想である「大陸に平和を」というのに反対しているわけじゃないわけです。むしろ、ピアニィ自身を縛しばっていた大陸のルールの方をなんとかしたいわけです。

かわたな：そりゃそうだ。『デスマーチ』のエンジェルファイヤーだってピアニィの理想はともかく手しゆ段だんを守りたいわけじゃないだろうし。

藤井：だからそういう話をやればいいと思うんですよ。

かわたな：えーと、具体的にはどういう……。

藤井：つまり、ピアニィがいなくなったことを逆さか手てに取ってですね……。




　藤井さんがアイデアを披ひ露ろうする。




かわたな：それは面白い！

藤井：どうもありがとうございます。

かわたな：さすがは、はらぐ……いやいや。

藤井：はにゃあ（いい笑顔）。

かわたな：えーと。次に決めるのは、ＰＣの組み合わせですね。二択たくしかありませんが？

藤井：二択？

かわたな：菊池さんのドランがメイジ、ギデオンがシーフですから、ドランの対としてチコ、ギデオンの対としてギィは決まりなわけです。で二対二でパーティーをシャッフルするなら。

藤井：「ヒルダ、リージュ、ドラン、ギィ」と「アキナ、マルセル、チコ、ギデオン」の組み合わせは決まりなんですね……。

かわたな：というわけで、ドランかギデオンか、選ぶことになるわけです。

藤井：なるほど……。




　ここでお互たがいがどんなシナリオをやりたいのかを再さい確かく認にんする私わたしと藤井さん。

　その結果……。




かわたな：では、私が先でドランということで。

藤井：なんか、シュールなセリフですねそれ。

かわたな：それにしても藤井さんは腹はら黒ぐろい。たのさんがなんと言うのか、八巻が楽しみです。

藤井：かわたなさんの仕し掛かけもなかなかだと思いますよ。大おお竹たけさんの反はん応のうが楽しみです。




　このような感じで、『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』のコラボレーション企き画かくについての相談は進んでいった。

　実じつ際さいにどのようなシナリオに仕上がったのかは、読み進めて確かく認にんしていただきたい。







◆Preplay 02◆いざ、共きよう闘とうの時




　いよいよ『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』のクロスオーバーセッションの収しゆう録ろく日びがやってきた。

　会場であるＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室に集まったプレイヤー四名を紹介しよう。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の代表取とり締しまり役やく。『トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation』のゲームデザイナーでもある。『アリアンロッド・サガ』シリーズでは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』（以下、『ブレイク』）シリーズを終了させた。『デスマーチ』シリーズでは盗とう賊ぞくギィ、『無印』シリーズでは、軍ぐん師しナヴァールのプレイヤーとして参加している。
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菊池たけし

　既すでに紹介済ずみなので、割かつ愛あい。




大竹みゆ

　フリーランスの女性声せい優ゆう。『無印』シリーズでは、前代統とう一いつ帝ピアニィのプレイヤーとして参加している。

　大竹みゆオフィシャルブログ　http://ameblo.jp/primlog/

　ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




渋沢佳奈しぶさわ・かな

　大おお阪さか在ざい住じゆうのイラストレーター兼けん漫まん画が家か。『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ』シリーズでは、藤堂凛々花とうどう・りりかのプレイヤーとして参加している。『ゲッタウェイ』ではＯＰコミック、作中四コマコミックなどを担たん当とうし、『ゲーマーズ・フィールド』誌しでは『ゲッタウェイ』四コマコミック『逃とう亡ぼう★しちゃうぞ』を連れん載さい中である。




ＧＭ：みなさん、おはようございます。今日は、『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』の共同戦線セッションを行ないます。

一同：よろしくお願いします！

渋沢：今日は、ギィと一いつ緒しよに戦えるんですよね。とても楽しみです！

大竹：私もワクワクしてます♪

きくたけ：そんなに楽しみ？　大竹さんは、俺おれや社長とは『無印』で一緒に卓たくを囲んでいるじゃないか（笑）。

鈴吹：渋沢さんと私だって、『カオスフレア』のリプレイで一緒に卓を囲んでいるから、初めてというわけじゃないでしょう？

渋沢：だって、ギィ、渋しぶくていいじゃないですか！（笑）

大竹：特にマム（オーレリー・カルマン）に弱いところも、意い外がい性せいがあって可愛かわいいですよ？

鈴吹：そ、そこがいいの!?（笑）

ＧＭ：さて、今回予告とハンドアウトを読み上げますよ～。

渋沢：はーい。




●今回予告とハンドアウト

▼今回予告

　帝紀八一五年八月――。

　大陸を騒がせた暴ぼう走そう事じ件けんが解決したばかりの移い動どう都市ビルベリで、ひとつの事件が起こる。

　ビルベリに滞たい在ざいしていた古代遺い跡せきの専せん門もん家かオズモッドＫ７が誘ゆう拐かいされてしまったのだ。




大竹：オズモッドＫ７先生が誘拐!?

渋沢：（考かんがえ込こんで）オズモッドＫ７殿どのは、古代の超ちよう技ぎ術じゆつで動くビルベリには欠かせない人物だからな。これは大問題だぞ……。

ＧＭ：続けますよ？




　その一方、合がつ衆しゆう国こくの首都ノルウィッチで、焰えん硝しよう石せき爆ばく弾だん盗とう難なん事件が発生する。

　この破は壊かい兵器の回かい収しゆう任にん務むに狩かり出されることになったのは、ギィとドランだった……。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

　第一二話「錯さく綜そうのバトルフィールド」

　竜りゆうの石は散り、新たな戦せん乱らんの時代へ―――。




鈴吹：焰硝石爆弾か!!

きくたけ：これはまた物ぶつ騒そうなネタだな（笑）。




　焰硝石爆弾は『ブレイク』で使用された際さい、山一個こをふっとばしたという破は壊かい力りよく満点の爆弾である。都市部で使用された場合の惨さん劇げきは想そう像ぞうにかたくない。




ＧＭ：ええ。大事件ゆえに、ドランやギィのような腕うで利ききが投入されたわけです。

鈴吹：エンジェルファイヤーは、ピアニィ陛へい下かから合衆国を託たくされているからな。

きくたけ：これは、目の色を変えて任務に取り組むところだな～。

渋沢：『無印』第九巻で、何があったんですか？

鈴吹：ああ、まだ（この収録日のタイミングでは）『無印』第九巻は発売されていないから、渋沢さんはわからないよね。実は……。




　エンジェルファイヤーは『無印』第九巻で、ピアニィたちと、ごくわずかな時間ながら再さい会かいを果たしている。その際さい、フェリタニア合衆国を守っていくよう、後事を託されていた。




きくたけ：――で、エンジェルファイヤーに合衆国を委ゆだねたピアニィたちは、より高次の戦いに臨のぞむ決意をしたんだよ。

渋沢：なるほど。ピアニィが去り、スリスが大統領の座ざを継つぎ、実じつ務むの面はアキナたち、エンジェルファイヤーが担当する。そういう体たい制せいが正式なものになったのか……。
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ＧＭ：大崩壊グレート・デイストラクシヨン以い降こう、世界はどんどん変わって行くわけで……。

渋沢：（考え込むように）そうですね……。ビルベリと合衆国のこれからを考えれば……。

大竹：時には合衆国と敵てき対たいするようなこともあるかもしれませんね♪

きくたけ：ちょ!?　物騒なことを楽しげに言わないでっ！（笑）

鈴吹：ピアニィのプレイヤーである大竹さんの台詞せりふと考えると、今の発言はメチャクチャ面おも白しろいんだけど？（笑）

大竹：今のあたしはリージュですから。ヒルダお姉様のお考えに従したがうだけです（笑）。

渋沢：〝ゲッタウェイ〟は元々何かと合衆国に追われていた立場、つい警けい戒かいしがちになるのは勘かん弁べんしてほしい。はっはっは。

鈴吹：まあ、こっちも色々しがらみがあるからな。いつも『ゲッタウェイ』第三巻のマルセルみたいに、仲良くできるとは限かぎらないしな。はっはっは。

一同：…………。




　この理由のない緊きん張ちよう感はなんなんだろう？




ＧＭ：……では、ハンドアウトを読み上げます。

一同：はーい。




▼ゲッタウェイ（渋沢佳奈・大竹みゆ）用ハンドアウト

コネクション：チコ＆ギデオン　　　関係：仲間

　ロッシュの招しよう待たいを受け、チコとギデオンはアガルタ公国の首都シャールズベリにしばらく滞在することになった。

　だが、タイミングの悪いことに、ふたりが不ふ在ざいの今、オズモッドＫ７が謎なぞの失しつ踪そうを遂とげる。彼がいないとアンバーやビルベリのメンテナンスに支し障しようが出るかも知れない。ふたりを確かく実じつに迎むかえに行くためにも、オズモッドＫ７を無事に救い出さねば。




大竹：今回のお話では、チコちゃんとギデオンおじさまは、ビルベリから離れてロッシュさんのアガルタ公国に行くんですね。




ロッシュ・アガルタ

　メルトランド王家の血を引く少年。つい最近、故こ郷きようのリド・エマルム地方をまとめ、アガルタ公国を立ち上げた。メルトランド人の信しん仰こうを集める偉い大だいなるヒース。その芽を宿すチコをさがして、ビルベリへお忍しのびで来らい訪ほうした。両者は『ゲッタウェイ』第三巻で邂かい逅こうし、再会を約して別れた。『ブレイク』シリーズのヒロイン、ナーシアの弟。




渋沢：ずっと厳しい状況がつづいてたから、たまにはふたりが羽を伸ばしてもいいだろう。

きくたけ：ふっ、ひとときの平へい穏おんってヤツだな。

大竹：って、早くもオズモッドＫ７先生が、誘拐されてるんですけど!?（笑）

きくたけ：ふむ。ま、よく考えたら〝ゲッタウェイ〟に平穏はないよな！（笑）

渋沢：くそ！　今日はギデオンじゃないからって、好き勝手に言ってくれる！（笑）　というか、アガルタ公国へ行く、チコ＆ギデオンのでこぼこコンビも心配すぎる！

大竹：チコちゃんとおじ様は仲良しだから、大だい丈じよう夫ぶですよ～（笑）。

渋沢：ならいいんだけど（笑）。




▼エンジェルファイヤー（鈴吹太郎・菊池たけし）用ハンドアウト

コネクション：アキナ＆マルセル　　　関係：仲間

　ノルウィッチに保ほ管かんされていた、焰硝石爆弾が盗ぬすまれた。

　ドランとギィにはその捜そう索さくと奪だつ回かいの任務が下された。

　アキナとマルセルは仕事が忙いそがしく、今回は同行できないという。




鈴吹：ふむ。マルセルは何で忙しいの？

ＧＭ：マルセルが忙しいのは、普段の事務に加えて、フェリタニア合衆国の大統領選挙の準じゆん備びがあるからです。

きくたけ：ああ。『デスマーチ』第六巻でそんな話をマルセルが提てい案あんしていたな……。

渋沢：じゃあ、アキナは？

ＧＭ：某ぼう所しよから情じよう勢せい不安の情じよう報ほうが入ってまして。焰硝石爆弾の件もあり、第一の騎き士しがノルウィッチを空けるわけにはいかない状況だ、ということです。

きくたけ：うーむ。情勢不安ねぇ。これはまた、きなくさくなってきたなぁ。平和が一番だというのに。

渋沢：〝デスマーチ〟で平和なシナリオというのも想像できませんね！

きくたけ：いや、まったく（笑）。




●キャラクターの成長報ほう告こく

ＧＭ：では、キャラクターの成長報告をお願いします。

一同：はーい。




▼ヒルデガルド・ゴーダ（17レベル）の場合

渋沢（以下、ヒルダ）：移動都市ビルベリの領りよう主しゆ、ヒルデガルド・ゴーダだ。とうとう、17レベルになったぞ。

ＧＭ：目覚ましい成長ですね。

ヒルダ：ああ。今回はリビルドＯＫだし思い切ったことをしてみた。今まではプリーチャーの《コネクトフォース》で強化するのがメインだったが、ナイトの《グランディア》＋《アグランダイズ》で強化する方向に転てん換かん。

ＧＭ：これまでのギルド内の盾たて役から、攻こう撃げき役にシフトする、とか？

ヒルダ：いや。《カバーリング》や《フォーチュンガード》など、相変わらず盾役を主に担当する方針だ。

きくたけ：（シートを見て）ヒルダは他にも、《アイアンクラッド》や《スティールクラッド》とか、ダメージ軽けい減げんスキル持ってるな。

ヒルダ：《ファイナルガード》もあるから《インバルネラブル》も実じつ質しつシナリオ中二回使用できる。

大竹：ヒルダお姉様は、ナイトのスキルが充じゆう実じつしましたね！

ギィ：まさに鉄壁ヒルダ城だな（笑）。

ＧＭ：なるほど。装そう備びはどうですか？

ヒルダ：『サガＫ』の装備から、左手装備がナイトシールド、頭部防ぼう具ぐがブラッドヘルム、胴どう部ぶ防具がガラントアーマー、補ほ助じよ防具がバトルバックラーになった。私は以上だ。

ＧＭ：わかりました。次はリージュですね。
















▼リージュ・フェア・リース（17レベル）の場合

大竹（以下、リージュ）：リージュです。あたしも、17レベルになりました！

ＧＭ：リージュもリビルドしましたね。

リージュ：はい。でも《デスターゲット》で狙ねらいを定めて、魔導銃キヤリバーを放つという基き本ほん的てきなスタイルは変わっていません。ダメージは３Ｄ＋76点くらいですし。

きくたけ：おい、アコライト枠わくなのに、まず攻撃について語るってのはどういうことなんだよ（笑）。

リージュ：あっ、もちろん、《ヒール》とか《プロテクション》とか、回かい復ふくスキルも持ってますよ？（笑）

ＧＭ：リージュは、称しよう号ごうクラスを取得したんですよね？

リージュ：はい、ハイランダーになりました！　《アブストラクター》、《アブストラクターマスタリー》、《ツインギミック》などで、魔導銃を一いつ生しよう懸けん命めい改良しました～♪

ヒルダ：今回から、リージュの銃は白兵攻撃ができるようになるんだな（笑）。

リージュ：はい！　射しや程ていが至し近きんなので、ヒルダお姉様と一緒に前に出て戦うつもりです♪

ＧＭ：装備はどうですか？

リージュ：胴部防具がホーリープレートに、補助防具がリンメルバックラーになりました。以上です♪
















▼ギィ（17レベル）の場合

鈴吹（以下、ギィ）：エンジェルファイヤーの中で唯ゆい一いつ肩かた書がきを持ってない平部員、盗賊のギィだ（一同笑）。

きくたけ：アキナは第一の騎士、マルセルは王国軍師、そして、ドランはフェリタニア軍の将しよう軍ぐんだからな……。

ギィ：正直言って、肩書きなんて堅かた苦くるしいだけだから、なくていいさ。

ヒルダ：でも、ギィはもともと出世したがってたんじゃ？

ギィ：実は拗すねてる……いやいや、名より実を取るスタイルってことさ（笑）。

ＧＭ：では、そういうことで（笑）。で、ギィはどんな成長をしましたか？

ギィ：シーン一回だけ自分の判はん定ていに＋１Ｄする《フィールドワーク》と、シナリオ一回だけダメージを軽減する《ディフェンストリック》を新しん規きに取得したぜ。それから、《デッドショット》のレベルを上げて、射しや撃げき攻撃のダメージを上げた。

ＧＭ：一いつ般ぱんスキルは何を取得しました？

ギィ：シナリオ一回だけ、情報収しゆう集しゆうの判定にボーナスがつく《トランプ》を取得。

ＧＭ：特別な事じ情じよう通つうの知り合いから助力を得るスキルですね。王蛇会出身のギィですから、様々なコネクションがありそうですね。

ギィ：そうかもな（笑）。装備に変へん更こうはない。以上だ。
















▼ドラン・ベレレン（17レベル）の場合

菊池（以下、ドラン）：フェリタニア軍の将軍、ドランナリ～！　ワタシも17レベルになったナリ。

ＧＭ：ではその成長ぶりを教えてください。

ドラン：ではスキルから。魔ま法ほう攻撃の命中判定でクリティカルしたらダメージを上じよう昇しようさせる《モータルマジック》のレベルを上げた。それから、シーンにＳＬ回だけ魔ま術じゆつ判定を＋２Ｄできる《エイミングフォージ》と、シーンにＳＬ回だけ魔術の効こう果かに＋５Ｄする《バリアントマジック》を新規取得したナリ。

ＧＭ：一般スキルは何を取得しました？

ドラン：《バルムンクノウリッジ》を取得。バルムンクに関かかわる知力判定に＋１Ｄナリ。

ギィ：ドランはバルムンクに改かい造ぞうされたという経けい歴れきの持ち主だからな。連中の情報に鼻が利くというのも頷うなずけるぜ。

ＧＭ：装備に変更はありますか？

ドラン：右手装備をヘキサロッド、左手をおしゃれの盾に変更。その盾の効果によって、真理の書も装備してるナリ。

ギィ：おしゃれの盾の効果……ああ、装そう身しん具ぐをひとつ余よ分ぶんにつけられるってヤツか。

ドラン：そうナリ。以上ナリよ。
















●ギルドサポート

ＧＭ：では、ギルドサポートの選定に移うつりましょう。

ヒルダ：ＧＭ。今回はどういうレギュレーションでいくんだ？

ＧＭ：この『デスマーチ』第七巻では、ふたつのギルドが併へい存ぞんする形でいきます。ドランとギィはエンジェルファイヤー、ヒルダとリージュはゲッタウェイと、それぞれ本来のギルドに所しよ属ぞくしていると扱あつかいます。各ＰＣは、自分が属ぞくするギルドのギルドサポートのみ使えます。

ヒルダ：……なるほど。クロスオーバーセッションだった『無印』第四巻と同じレギュレーションというわけだな。

ＧＭ：そういうことです。では、それぞれギルドサポートを選定してください。




▼エンジェルファイヤーの場合

ドラン：ギルドマスターのアキナがいないから、新規取得に関しては、保ほり留ゆうしておくナリ。

ギィ：新規取得したとしても、それを選せん択たくするとは限らないしな。というわけで、新規取得分は空白のままとしておくぜ！

ＧＭ：分かりました。では、持っていくギルドサポートの選定をどうぞ。

ギィ：現げん状じようでギルドサポートが19レベル分あるから、２レベル分外せばいいんだな。……それなら、ここは、《結束》だな。

ドラン：確かに。ワタシたちふたりが《結束》したところで、大した効果にならないナリ。

ギィ：ということで、《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》《目利き》《限げん界かい突とつ破ぱ》《高機動部隊》《偽ぎ装そう情報》《突とつ撃げき部隊》《再さい行こう動どう》《天てん啓けい》ナリね。

ＧＭ：今回はアキナが不在なので、おふたりのどちらかがギルドマスターを務めてください。

ギィ：ふっ……だが、オレとドランの間に《結束》はない！（笑）

ドラン：ふっ、そう言えばそうナリね（笑）。
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ヒルダ：仲良くしろよ！（笑）

ギィ＆ドラン：…………。

ギィ：（ポンと手を打ち）そうだ！　判定でクリティカル出したら、そいつがギルドマスターってことでどうだ？

ドラン：オモシロイ！　賛さん成せいナリ！

ギィ：じゃ、今回のエンジェルファイヤーは、クリティカルが出る度たびに、ギルドマスターが変わるってことで。

ＧＭ：なんだってぇ――っ!?（笑）　ま……楽しそうだし、良しとしましょう。

ドラン：というわけで、今回はギルドマスター交こう代たい制せいで！（笑顔）
















▼ゲッタウェイの場合

ヒルダ：ゲッタウェイは、ギルドレベルが10にアップしたな。

ＧＭ：ギルドマスターのヒルダがいますから、ヒルダ・リージュ組は新規にギルドサポートを取得できます。緑谷さん（チコのプレイヤー）にはあらかじめ希望を聞いたところ、ギルドマスターのヒルダの決定に従うそうです。

ヒルダ：責任重大だな……（しばし考え）《ＧＨ：ギルドキャッスル》を取るぞ。

リージュ：あたしたちのおうち（ビルベリの領主の館やかた）が、お城しろにランクアップですね♪

ヒルダ：じゃあ、いざという時のため、防ぼう御ぎよ力りよくを増ぞう強きようする改かい装そうを施ほどこしたということで（笑）。

ＧＭ：今回持っていくギルドサポートはどうしますか？

ヒルダ：基本的に、《蘇生》《祝福》《陣形》《限界突破》は持っていく方ほう針しん。

リージュ：《ＧＨ：テンプル》、便利でしたよね……。

ヒルダ：パッシブで回復できるアイテム、スキル、ギルドサポートの効果がＧＬ＋３点上昇だからな。けっこう便利だ。神かみ棚だなに野菜をお供そなえすると、なぜか栄養満点になるという。




『サガＫ』のリプレイ「爆ばく走そう★デッドリィ」参照である。




ＧＭ：では、《ＧＨ：ギルドキャッスル》を使用するスキルの選択をお願いします。指定したスキルのＳＬが＋１されます。

リージュ：分かりました。今回は防ぼう御ぎよを重じゆう視しして《プロテクション》を指定します。これで《プロテクション》の時に振ふれるダイスが＋１されます。

ヒルダ：私は、《アグランダイズ》にしようかな……。

ギィ：ダメージを上げるなら、《グランディア》でもいいんじゃないか？　ダメージロールに＋ＳＬ個だから、ダイスが１Ｄ増ふえるじゃないか。

ヒルダ：ダイスの目など当てにならん。《アグランダイズ》ならダメージがＳＬ×３点上昇するから、確実にダメージが増える（←超ちよう真ま顔がお）。




　ヒルデガルド・ゴーダ。自分のダイス目にいっさいの幻想を持たず、最さい適てき戦せん術じゆつを模索するひとりの女修しゆ羅らがここにいた。




ギィ：そ、そうか……（笑）。

ヒルダ：やはり《アグランダイズ》を選ぶことにしよう。

ＧＭ：では、ギルドサポートはどちらも決まりましたね。その他、買い物はありますか？

リージュ：ハイＭＰポーションを五個買い足しま～す。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、プリプレイを終了し、オープニングフェイズに移りましょう。




















ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆アガルタの領主




　帝紀八一五年八月。移動都市ビルベリの暴走事件が決着してから、しばらく。

　世間を騒さわがせた彷徨さまよう町ビルベリはアガルタ公国との国境近くの町に姿を見せていた。

　その偉い容よう初めて見る者も多く、その町周辺では歩く城じよう塞さいの噂でもちきりだった。




ＧＭ：オープニングフェイズ最初は、ゲッタウェイのシーンになります。なお、今回のオープニングフェイズは、自分が属ぞくしていないギルドのシーンに、登場することはできませんので注意してください。

ヒルダ：はい。

ＧＭ：時期は『サガＫ』の「爆走★デッドリィ」からしばらく後。移動都市ビルベリの暴走事件がなんとか落ち着いてきました。

リージュ：ビルベリの制せい御ぎよを、アンバーちゃんができるようになったんですよね？




アンバー

　古代遺跡ビルベリのアバター。ビルベリをコントロールするために生み出されたエクスマキナである。愛らしい少女の外見を持つ。特にリージュと仲が良い。
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ＧＭ：そうですね。以前とくらべてアンバーの意い志しでビルベリを動かせるようになってきました。とはいえ、まだアンバーの調子は安定しておらず、完全に思いのままというわけではありません。

リージュ：そうなんですか……。

ヒルダ：私たちには分からない不具合があるのかもしれない。

ＧＭ：そして、つい先日のことです。アンバーがふと調子を崩くずしたかと思うと、突とつ如じよビルベリは動きだし、アガルタ公国の国境近くの町の郊外で停止してしまいました。
















リージュ：アンバーちゃん、無理させてごめんね……。

ＧＭ：アンバーは別室の修理ポッドで現げん在ざい休養中です。

リージュ：なるほど。静かに寝ねかせてあげるんですね。分かりました。

ヒルダ：ビルベリが停止しているならば、商人を呼よんで、備び蓄ちく用の食糧や水などを補ほ給きゆうしておきたいな。

ＧＭ：分かりました。では、メルトランドの中でもビルベリに好意的な商人たちがここぞとばかりに売うり込こみに来ます。ビルベリの住人たちも、久ひさしぶりの交こう易えきを楽しんでいます。

リージュ：好意的？　逆に言うとそうでない方もいるわけですよね？

ＧＭ：ええ。ビルベリは相変わらずメルトランドの中でも政治的に微妙なポジションなんですよ。

ヒルダ：ああ。この町には聖なるヒースの芽を宿した少女チコがいて、グラスウェルズの王威の竜輝石がある、という状況は変わらなかったな。

リージュ：そして、前統一帝ピアニィさんそっくりのあたし……。

ドラン：加えてちょっと前には、町そのものがゴーレムを引き連れて、メルトランド領内を暴走していたナリ（笑）。

ギィ：こう言っちゃ何だが、警戒されても文句は言えないな。

ＧＭ：まあ、そういうことです。

ヒルダ：しくしくしく。

ＧＭ：もちろん、色んな意味でビルベリに好意的だったり、さほど偏見をもっていない人もいますから、こうやって商人と取引できるわけで。

リージュ：なるほど～。

ＧＭ：ああ……好意的と言えば、バウエストンのリディルさんから、ヒルダにご機嫌伺いの手紙が来てますよ？

ドラン：『メイビー』組がここで絡んできた!?




『メイビー』とは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』のことである。著者はマルセルのプレイヤーでもあるたのあきら。『ゲーマーズ・フィールド』16―４～５に渡って掲載されたものだ。レイウォール王国の北部を勢力圏とするバウエストン領の女君主リディルを中心としたギルド〝ドラゴンファイヤー〟の冒険を扱ったシリーズだ。
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ヒルダ：手紙？

ＧＭ：ええ、内容としては儀礼的なもので、そちらで何か変わったことはないか？　というような質問もありますが、基本的には社交辞令が中心ですね。

ドラン：ふ～む？

ヒルダ：まあ、リディル様にはご縁もあるし、バウエストン領ぐらいはビルベリに好意的でいてくれるのは嬉しい。では、領主としての書類仕事でも片かた付づけようか……。

ＧＭ：と、そんな時。……チコとギデオンがヒルダの執しつ務む室しつへやって来ます。ギデオンが「ヒルダ、リージュ、客を連れてきたぞ～」とドアを開けます。

ヒルダ：……客？　まあいい、ギデオンに、分かった。お通ししてくれ、と答えよう。

ＧＭ：チコに手を引かれて、紫むらさきの瞳ひとみが印象的な少年、アガルタ公国のロッシュ・アガルタ公こう爵しやくがやって来ます。
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ヒルダ：ロッシュ、久しぶりだな。すまない、お前の領りよう地ちを脅おびやかしに来たわけではないんだ。

ＧＭ：ロッシュは穏おだやかに笑って「気にしすぎですよ、ヒルダさん。ビルベリがアガルタ公国に攻め込むつもりがないのは分かっています。今日は別の用事です」と答えます。

ヒルダ：別の用事？

ＧＭ：「ええ。皆みなさんがせっかく我が国の近くに来ているのですから、チコにアガルタ公国を見て欲ほしい、と思いまして」

ヒルダ：そういえば、チコはアガルタ公国に遊びに行くと約束していたな……。チコ本人の意志はどうなんだろう？

ＧＭ：「オイラはアガルタ公国へ行きたいっす！」と、チコは目を輝かがやかせて宣言します。実は緑谷さんに希望を確認済みで、今回その方針にそってチコをＮＰＣとして動かしています。

ヒルダ：なるほど……。では……（優やさしい声で）チコが行きたいなら、行ってくるといい。

ＧＭ：「ありがとうっす！」とチコは大喜びです。

ヒルダ：何事も経けい験けんだ。……あ、ＧＭ。私たちはチコに同行できるのか？

ＧＭ：それなんですが。現状だと領主のヒルダは、ビルベリを離はなれることはできません。

ヒルダ：そうだろうな。領主として、不調のビルベリを放置して出かけるわけにもいくまい。ハンドアウトからしても、チコとは別行動になるとはわかっていたしな。

ＧＭ：そして、それはリージュも同様です。

リージュ：そうなんですか？

ＧＭ：休養中のアンバーの面倒をみるようにオズモッドＫ７先生から、リージュは言いつかっていまして。

リージュ：なるほど、わかりました。休養中のアンバーちゃんとお留る守す番ばんをします。それにお姉様のお手伝いもあるし。

ドラン：（突とつ然ぜんギデオンになって）「ふっ、というわけだ。チコ、気き兼がねなくいってこい！」

ヒルダ：お前も一緒に行くの！　チコひとりだと心細いから、護ご衛えいとしてついていけ。

ドラン：（ギデオンになって）「え～！　仕事やだなぁ……」

ヒルダ：ハンドアウトに「チコとギデオンはシャールズベリに行く」って書いてあるんだ。流れを読めっ！（笑）

ドラン：（ギデオンになって）「へ～いへい」

リージュ：……大だい丈じよう夫ぶでしょうか？

ヒルダ：チコは大丈夫だろうが、ギデオンが粗そ相そうしそうで心配だな（笑）。

ドラン：（ギデオンになって）「ひでぇなぁ。グレちゃおうかなぁ～」
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ヒルダ：子こどもかっ!?（笑）

ＧＭ：「チコさんとギデオンさんの安全は、僕ぼくがしっかりと守らせていただきます」

ヒルダ：ふむ。ロッシュの言葉なら信頼できるだろう。

リージュ：あ、そうだ。おじ様に、クッキーかなにか、手て渡わたしておきます。
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ＧＭ：クッキー？

リージュ：一いち応おう、他の国へ招まねかれるわけですから、手て土産みやげを持たせないと……。

ヒルダ：たしかに、リージュの言うとおりだな。

ＧＭ：では、リージュは焼やき菓が子し詰つめ合あわせをギデオンに持たせました。

ヒルダ：それから、伝心の人形と、転送石を渡わたしておこう。連れん絡らくが取れなかったり、帰き還かん方法がなくなったりすると困こまるだろう。

リージュ：おじ様が悪ふざけをしたらすぐ連絡くださいね。と、チコちゃんに渡しておきましょう（一同笑）。

ドラン：（ギデオンになって）「悪ふざけってなんだよ!?　失礼な！」（笑）

ヒルダ：……騒さわがしくて申もうし訳わけない、とロッシュに言おう。

ＧＭ：「いえ。賑にぎやかなのは好きですよ」と、朗ほがらかに笑い、ロッシュはチコとギデオンを連れて、アガルタ公国へと戻もどっていきます。
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　こうして、チコとギデオンはアガルタ公国見物へと旅立ったのである。

　そして執務室に残されたのは、ヒルダとリージュのふたり……。




ヒルダ：やれやれ……ひと騒ぎだったな。

リージュ：そうですね……。

ヒルダ：…………。

リージュ：…………。

ヒルダ：……いざいなくなると、少し寂さびしいな（笑）。

リージュ：そうですね～。

ＧＭ：と、そんな感じで、チコたちを見送って数日後、事件が起きます。




　ここ数日の間、静かに巨体を大地に委ねていた移動都市ビルベリ。

　ふいに、巨きよ竜りゆうの咆ほう吼こうのような重い金きん属ぞく音おんを上げ、その脚きやく部ぶをあらぬ方角へ踏ふみ出だしたのであった。




ヒルダ・リージュ：えっ!?


ＧＭ：ビルベリは、メルトランド領りようの中心に向かってゆっくりと移動していきます。

リージュ：そうだ、別室で休んでいるアンバーちゃんを見に行きたいです！　ビルベリの異変の影響が出てるかもしれないし……。

ヒルダ：そうだな。アンバーのことは心配だし、様子を見に別室に行こう。ＧＭ、それでいいだろうか？

ＧＭ：ＯＫです。ふたりがアンバーが休んでいる部屋に行った状態でシーンを継続します。

ヒルダ：了解だ。……そのうえで、もし彼かの女じよに異い常じようがあっても、私たちでは対たい処しよできないだろう。ここはオズモッドＫ７殿どのが必要だろう。

リージュ：そ、そうですね！

ヒルダ：ハンドアウトからすると、既に手て遅おくれかもしれないが！（笑）

リージュ：ああ、オズモッドＫ７先生、誘拐されるんでしたっけ。
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ヒルダ：そんなことは露つゆ知らぬ私ヒルダは、オズモッドＫ７殿を呼よぶことにするぞ。

ＧＭ：ではここで、レイチェルの部下がふたり、ヒルダのもとにやってきます。「「ヒルダ様、リージュ様、お呼よびでしょうか？」」
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ヒルダ：レイチェルの部下？

ＧＭ：はい。ドゥアンの有角族セラトスと、ヴァーナの猫族アウリクのコンビで、名前をそれぞれ、ビルとベリィと言います。読者投とう稿こうＮＰＣです。




ビル

（18歳さい／男／ドゥアン（有角族）／投とう稿こう者しや：千ち葉ば県けん　やちまティさん）

　最近ビルベリの守しゆ備び隊たいに入隊した若わか者もの。屈くつ強きような肉体を活いかした戦せん闘とう術は手て練だれの戦士も圧あつ倒とうするほどだ。真ま面じ目めかつ思考が短たん絡らく的てきでケンカっ早い性せい格かくで判はん断だんミスも多い。そこを相あい棒ぼうのベリィにつっこまれて、よく口こう論ろんしている。
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ベリィ

（17歳／女／ヴァーナ（猫族）／投稿者：千葉県　やちまティさん）

　最近ビルベリの守備隊に入隊した少女。身が軽く、鋭するどい感覚の持ち主で、隠おん密みつ行動を得意とする。どうやら、以前シーフとしての修しゆ業ぎようをしていたらしい。頭の回転が速く舌したが回るので、しばしばビルをからかっている。
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ギィ：合わせてビルベリかよ！（笑）

ヒルダ：なるほど。レイチェルの部下で、色々と手伝いをしてくれるわけか。

リージュ：じゃあ、オズモッドＫ７先生をアンバーちゃんが休んでいる部屋に呼んできてくれませんか？

ＧＭ：ビルが「おやすい御ご用ようだ」と答えて、ふたりで屋や敷しきを出て行きます。しかしほどなくして……とても困こまった顔でヒルダたちのもとにやってきます。

ヒルダ：どうした？

ＧＭ：ビルは「折角のお役目、果たせずに申もうし訳わけない」と頭を下げます。

ヒルダ：いったい何があった？

ＧＭ：ビルが「オズモッドＫ７博士がいらっしゃる屋敷へ向かったのですが、不在だったのだ。近所の住人は、昨日から姿を見ないというばかりで」と報告をします。

リージュ：オズモッドＫ７先生は、どこか違ちがう遺跡に行ってしまわれたのでしょうか？

ヒルダ：いや、私たちに声を掛かけずに町を出るとは思えないが……。

ＧＭ：すると、口をとがらせてベリィが言います。「ビル、もっと肝かん心じんなことを言いなさいよ！　ヒルダ様、オズモッドＫ７先生の屋敷には、書きかけの書類が散さん乱らんし、室内が荒あらされた形けい跡せきがありました。わたしは先生は誘拐された可か能のう性せいが高いと感じます」

ヒルダ：うむ。そう考えるのが妥だ当とうだろうな。

リージュ：困こまりましたね。アンバーちゃんや遺跡の様子を見てもらいたいのですが、こうなるとオズモッドＫ７先生のことも心配です。

ヒルダ：（シリアスに）ビルベリがまた暴走し、アンバーが不調。そんな状況で頼たよりになるオズモッドＫ７殿が誘拐……か。早さつ速そくＧＭがデスマーチ的な事件をしかけてきたな！

リージュ：気をつけましょう、ヒルダお姉様！




　ふふふ。おふたりはまだ真のデスマーチを知らない。




ヒルダ：ここは私たちでオズモッドＫ７殿を探さがすことにしよう。しかし、うちのギルドで【感知】が高いのはチコとギデオン。人探しに向いたふたりが、丁度出で払はらっているな。

リージュ：おじ様っ？　肝心な時にいらっしゃいませんね（一同笑）。
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ヒルダ：ビルとベリィにも手伝ってもらおう。……頼たのめるか？

ＧＭ：いつの間にか口喧げん嘩かを繰くり広ひろげていたビルとベリィはヒルダの声に直立不動の姿し勢せいになり、「はっ、喜んで！」「がんばります！」と頷うなずきます。

ヒルダ：喧けん嘩かするほど仲が良いふたりなんだな。まあ、よろしく頼む（笑）。

ＧＭ：では、ヒルダとリージュがオズモッドＫ７の捜そう査さを開始決断するところで、シーンを終了します。







◆Opening 02◆アベルからの依い頼らい




　フェリタニア合衆国心しん臓ぞう部ぶ、ノルウィッチ城じよう。

　その会議室に、エンジェルファイヤーは呼よび出だされていた。

　招しよう集しゆうをかけたのは青年貴き族ぞくのアベル・クリード。いつもは険けわしい表ひよう情じようが目立つアベルだが、今日はこころなしかしおらしい表情に見える……。




ＧＭ：今度は、エンジェルファイヤーのオープニングシーンになります。シーンプレイヤーはドランです。ギィも同時に登場してください。

ギィ：はいよ。

ＧＭ：ヒルダたちのオープニングからさらに数日遡った頃のことです。舞ぶ台たいはフェリタニア合衆国首都ノルウィッチ。ノルウィッチ城じよう内ないの会議室です。

ドラン：じゃあ、ワタシがコーヒーを淹いれるナリ。エスプレッソマシンモード起動！
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ギィ：んじゃ、オレも一いつ杯ぱいもらうかな。

ドラン：どうぞナリ～。熱々ナリよ！

リージュ：何だかんだいって、やっぱりおふたりは仲良しなんですね～（笑）。

ＧＭ：ええと……ふたりがコーヒーを楽しんでいると、アキナとマルセル、そして、アベルがやってきます。円えん卓たくにみんなで座すわり、会議が始まります。




アベル・クリード

　メルトランドの王族クリード家に連なる若き貴族。有能な政治家で、メルトランドの伝統を重んじる傾向がある。合衆国ができて以来、重要な任務を任せられているエンジェルファイヤーを煙けむたがっている節が見られる。
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ドラン：了解ナリ。

ＧＭ：アベルが口火を切ります。「よく来てくれた諸しよ君くん。忙しい中、集まってもらってすまないな」

ギィ：……おや、なんか今日は、アベルの物もの腰ごしが低姿勢だな。

ドラン：もうちょっと、こう、嫌いやみな上司っぽい人だと思っていたナリが……。

ＧＭ：「早速、今回招集をかけた事じ情じようを説明させてもらおう」

ギィ：オレはやる気がなさそうに「へいへい。じゃ、聞かせてもらおうじゃねぇか」と言っておく。アベルとはウマが合いそうにないからな。

ＧＭ：では、アベルは気まずそうに説明をします。「七月の暴走事件にあたって、ビルベリを破壊するため、私が焰硝石爆弾の使用を提案したわけだが……」




　アベルの言によれば。

　そもそも焰硝石爆弾は合衆国の戦力増強を目指して入手した。そして、ビルベリの暴走事件という緊きん急きゆう事じ態たいを受けて、アベルはその使用を決けつ断だんした。しかし、エンジェルファイヤーの活かつ躍やくにより、使用の機会を逸した。そのまま焰硝石爆弾は再び武ぶ器き庫こに格かく納のうされたはずだったのだが。




ドラン：……だったのだが？

ＧＭ：「三発用意されていた焰硝石爆弾のうち、一発の所しよ在ざいが不明になってしまったのだ。申し訳ない」
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ギィ＆ドラン：なんだってぇ――っ!!


ヒルダ：これがエンジェルファイヤーのお約束か！（笑）

ギィ：ま、そういうことだ（笑）。……それにしても、焰硝石爆弾が所在不明だと？　と嫌いやそうに呟こう。

ドラン：管理責せき任にん者しやは？　あれの威力は都市を丸々吹っ飛ばしておつりが来るほどナリよ！

ＧＭ：「城の武器庫管理役は、既に暇ひまを出した」どうやら早々に責せき任にんを取らせたようです。

ギィ：アベルっていけすかないヤツだなぁと思うが、口には出さないでおこう。

ＧＭ：ギィの心には気づかない様子で、アベルは言葉を続けます。「犯はん人にんは今のところ不明。私が怪あやしいと睨にらんでいるのは、戦国メルトランドの一部の君主や、メルトランドを旧きゆう体たい制せいに戻もどそうとする過か激げき派はだ。ヤツらは手段を選ばない」

ドラン：この間も、旧体制に戻そうとする過激派のテロがあったばかりナリね。




『デスマーチ』第六巻で、メルトランドを旧体制に回帰させることを求める過激派の貴族、アンナたちによるスリス暗殺計画が発生していた。
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ＧＭ：「そういう者たちに焰硝石爆弾を悪用されては困る。特に、今はフェリタニア合衆国の新たな指し導どう者しやを決める選挙を控ひかえている。この時期に不ふ祥しよう事じが発覚したら……」

ドラン：フェリタニア合衆国の威い信しんは失しつ墜ついするナリね。

ギィ：フェリタニア合衆国はおしまいか？

ＧＭ：それはその後の展開しだいですが、苦しい立場になるでしょうね。新指導者を決める選挙が中止に追おい込こまれれば、合衆国の先行きを不安視しされるでしょう。

ギィ：つまり、オレらに秘ひ密みつ裏りにカタをつけろってことか。

ＧＭ：そうです。マルセルが「私たちエンジェルファイヤー総そう出でで対処したいところだが……そういうわけにもいかないな」と心苦しそうに言います。

ドラン：プリプレイの話だとマルセルは選挙の準備があり、アキナは第一の騎士として、首都を空けられない、ってことナリな。

ＧＭ：「特に私は、何事もないように選挙の準備をしなくてはならない。ここで準備の手を止めれば、余計な疑うたがいをかけられるだろう」

ギィ：こっちから言い出したのに、準備が進まなきゃ、他の国が不ふ審しんに思うだろうな。

ドラン：まぁまかせておくナリ。【感知】や【知力】が高い我われ々われは捜査に向いてるし。

ギィ：情報収集はそこそこ得意なふたりだからな。

ＧＭ：マルセルが溜め息をつきつつ「大陸初の選挙準備は難なん航こう、妖よう魔ま対たい策さくも不十分、その上、焰硝石爆弾は所在不明……。これで、ビルベリが再さい度ど暴走でもしたら目も当てられん。まあまさか……そんなことはあるまいがな」と呟つぶやきます。

ヒルダ：うっ！　さっきのシーンで超暴走してるし！（笑）

リージュ：これが裏うら目めなんですね！（笑）

ＧＭ：「ビルベリと言えば、ヒースの芽を宿したという少女は、今はあの町にはいないようだな……」とアベルはぼそりと呟きます。

ドラン：む、チコのことナリか？　アベル殿、あの町に何か気になることでも？

ＧＭ：「いや具体的になにかあるわけではない」とアベルは歯切れ悪く答えます。

ギィ：へぇ、ビルベリねぇ……（←考え込む様子）。

ＧＭ：そして、アキナは申し訳なさそうに言います。「ごめんなさい。大変な任務なのに、手伝えなくて」

ドラン：なぁに！　この大だい将しよう軍ぐんドラン・ベレレンがちゃっちゃと解決してくるナリ！　アキナたちは、大船に乗ったつもりで待っていればいいナリ！

ヒルダ：いつの間にか「大」将軍になってる（笑）。

ギィ：オレはマルセルの方を見て、ともかく、俺とドランで、所在不明の焰硝石爆弾をどうにかするしかないんだな？　と確かく認にんする。

ＧＭ：マルセルは硬い表情で「ああ」と頷きます。

ドラン：しかし、何にも手がかりがないと探しようがないナリが。

ＧＭ：事件の詳しよう細さいを聞き出したり、痕こん跡せきを調べたりなど、情報を集めるのはミドルフェイズになります。ここはあくまで、会議のシーンなので。

ドラン：了解。ただ、ワタシとギィの間には、《結束》というものがないナリよ（一同笑）。

ギィ：いやぁ、なんかこう……ウマが合わないというか……（笑）。

ヒルダ：エンジェルファイヤー、実はチームワークが悪かった!?（笑）

ＧＭ：すると、アキナが「もう、ふたりとも！　仲良く事件に対処してくださいね」とたしなめます。

ギィ：ギルドマスターのお言葉なら、従うまでさ。

ドラン：そうナリね。

ギィ：じゃあ、オレはガタッと席を立ち上がる。色々と気にいらねぇことはあるが……と、チラリとアベルを見る。
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ＧＭ：アベルはギィの視し線せんを真まっ直すぐに受け止めますよ。

ギィ：ふいっと視線を逸そらす。まぁ、やれるだけのことは、やってみるさ。行こうぜ、ドラン。

ＧＭ：アベルはニヤリと笑ってふたりを送り出します。「今回は本当にすまない。だが高名なエンジェルファイヤーなら、この事件も見事に解決してくれるのだろう？」

ギィ：無視する。マルセルを見て、「ノルウィッチのことは頼たのんだぞ」とアイコンタクトを飛ばしてから、退たい室しつする。

ＧＭ：では、任務を受けたふたりがノルウィッチ城を出発し、シーンを終了します。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆消えたエクスマキナ




　エクスマキナの学者・オズモッドＫ７のもとを訪たずねたヒルダたち。

　彼かの女じよたちがオズモッドＫ７の工こう房ぼうで見たものは、散さん乱らんする書類や乱らん暴ぼうに倒たおされた機材の数々。明らかな狼ろう藉ぜきの痕こん跡せきを目まの当たりにして、ふたりは、教きよう授じゆの捜そう索さくを開始した。

　オズモッドＫ７は、果たしてどこに連れ去られたのか？




ＧＭ：ミドルフェイズに移うつります。このシーンでは、オズモッドＫ７の捜索を行なうことになります。シーンプレイヤーはリージュ、ヒルダも登場してください。

リージュ：はーい。

ヒルダ：我われ々われがオズモッドＫ７殿どのの家を訪ねたあたりだろうか？

ＧＭ：はい、そこから始めましょう。時じ刻こくは午後四時ごろ、そろそろ夕方になろうか、という時間です。

リージュ：こんにちは～、オズモッドＫ７先生～。いらっしゃいますか～？　こんこん。

ＧＭ：リージュがドアをノックしても中から返事はありません。

リージュ：やっぱり戻もどって来てはいないようですね。

ヒルダ：ベリィの報ほう告こくを聞くに、誘ゆう拐かいされた可か能のう性せいが高いそうだからな。早速屋内を調べて、手がかりを探さがそう。ドアノブをつかんでみるぞ。

ＧＭ：鍵かぎはかかっていません。ノブを回せば、簡かん単たんに開きます。

ヒルダ：きぃ～っ（←ドアを開けた）。失礼する。オズモッドＫ７殿どのは、いるか？

ＧＭ：返事はなく、古ぼけた館やかたの中に入っても、誰だれもいません。入ってすぐのところに食堂があります。そのテーブルの上には、使いかけのバッテリー。……食事が食べかけのまま放置されている、というイメージです。

ギィ：あいつ、充じゆう電でん式しきなのか（笑）。

ＧＭ：今そういうことになりました（笑）。

ドラン：まあ、エクスマキナには色々な型があって、食事も様々ナリよ（笑）。

リージュ：お姉様、これ、何でしょう？

ヒルダ：それはエクスマキナの食事用バッテリーだ（笑）。それにしても、何だかマリー・セレスト号を思い出すな。

リージュ：バッテリーを全部使わないで出かけるなんて、よっぽど急いでいたんですね。

ヒルダ：ＧＭ、争った形けい跡せきはあるか？

ＧＭ：判はん定ていなしで分かります。屋内のいたるところに、それは見て取れますね。




　オズモッドＫ７の館の内部は酷ひどい有様だった。

　リビングにあった観葉植物が派は手でにひっくり返り、カーテンは破やぶけ、窓まどのガラスにはひび割われが走っていた。

　特に酷いのが地下にあった彼かれの工房で、図面は散らばり、機材が倒たおれているなど、ここで激はげしい争いがあった様子が容よう易いに推すい測そくできた。




ヒルダ：これは……。
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リージュ：お姉様、隣となりの人に聞きき込こみをしてみましょう！

ヒルダ：ああ、そうだな。お隣さんに、「いつ頃ごろいなくなったのか」「様子が変だったりしたか」と質しつ問もんをしてみよう。

ギィ：（隣りん人じんになって）「ああ、オズモッドＫ７さんね。俺おれが見たときは、確たしかバッテリーを買いに行ってたよ」（笑）

ＧＭ：それが一昨日おとといの話ですね（笑）。

ヒルダ：なるほど。昨日の話とかはないか？

ＧＭ：「昨日は朝から晩ばんまで出かけていたからなぁ。すまないが、見てないんだ」

リージュ：もしかしたら、昨日からいないのかもしれませんね。

ヒルダ：「どうもありがとう」と言ってから、その場を離はなれよう。

リージュ：お姉様、どうしましょう？

ヒルダ：もしかしたら、町の人たちが目撃しているかもしれない。「オズモッドＫ７殿を見なかったか」と訊きいて回ってみよう。

ＧＭ：それでは、ここで【精せい神しん】か【幸運】の判定を行なってください。成功すると、オズモッドＫ７に関する情じよう報ほうが手に入ります。商店街などを歩きながら、町の人たちと交流しつつ情報を収しゆう集しゆうする、というイメージです。

ヒルダ：質問ですが、《オピニオン》は使えますか？　交こう渉しようしたりしながらうまく聞き出す、という演えん出しゆつならできそうかな、と思ったんですが……。

ギィ：おっ、うまいこと考えるなぁ。

ＧＭ：本来なら交渉や説得で使うんですけど、今回は使えることにしましょう。

ヒルダ：ありがたい！　それなら【精神】が３Ｄで振ふれる。

ＧＭ：では、【精神】か【幸運】のどちらかで判定をどうぞ。難なん易い度どは14です。

ヒルダ：もちろん【精神】だ。《オピニオン》の効こう果かで＋１Ｄする。（ダイスを振る）よし、19で成功だ。

リージュ：あたしも【精神】で判定しますね。（ダイスを振る）18で成功です♪

ＧＭ：おお、どちらもお高いですね。

ギィ：さすが『ゲッタウェイ』チームだな。【精神】だから、きっと人当たりよく聞きこみをするんだろう。




　ヒルダとリージュが聞き込みをすると、自然と人の輪が形作られた。

　集まった住人たちは口々に「いったいどうしたんですか？」「困こまったことがおありなら、遠えん慮りよなく言ってください」とふたりに話しかけていく……。




ギィ：（住民になって）「どうかされたんですか、ヒルダさん？」

ドラン：（住民になって）「そうそう、これ、うちで採とれた野菜ですよ」といつの間にかシャリオン二世あたりもやってきたり（笑）。

ヒルダ：あ、うん、ありがとう。って、ゴンベイ・シャリオン二世はこんなところにいたのか！（笑）　野菜とかそういうものは、全部屋や敷しきに運んでおいてくれ。




ゴンベイ・シャリオン二世

　エストネルの元地方領主。美味しい野菜を栽さい培ばいし、王に献けん上じようした初代ゴンベイ・シャリオン一世の功こう績せきにより、領主となった一族。『ゲッタウェイ』第三巻に登場。




[image: ]




ヒルダ：ところで、オズモッドＫ７殿がいなくなってしまったんだ。

リージュ：どなたか、ご存じの方はいませんか～？

ＧＭ：と訊いて回ると、どんぐり眼まなこの少年が「旧きゆう市し街がいのオパール通りで見た」と話してくれます。少し離はなれた場所に、かつて富ふ裕ゆう層そうが住んでいた旧市街があります。当時の名な残ごりで、大きい屋敷が立たち並ならんでいますが、そのほとんどが廃はい屋おくです。彼はそこを遊び場にしていたようですね。

リージュ：あらら、危あぶないですね～。

ＧＭ：子こどもは好こう奇き心しん旺おう盛せいですからね。ともあれ少年は「オパール通りで遊んでたら、知らない男たちと一いつ緒しよに、オズモッドＫ７先生が歩いてたんだ」と言います。

ヒルダ：旧市街か。ありがとう、助かったよ。

リージュ：しばらく、市民の皆さんは近づかないほうがよさそうですね。

ヒルダ：そうだな。この機会にみんなに言っておこう。「いいか？　旧市街は危ないから、これからは安全なところで遊ぶようにな」

ＧＭ：男の子は「うん、分かった！」と頷いてから、他の子どもたちにも大いばりで言います。「いいか、ヒルダさんの言いつけだぞ！　みんな、旧市街には行っちゃいけないんだぞ！」子どもたちも「はーい！」と素す直なおに言うことを聞いています。

リージュ：これで安心ですね。

ＧＭ：と、そんな会話をしていると、いつの間にかリボンをつけた女の子が、リージュの足元にやってきていて、服の裾すそをくいくいっと引ひっ張ぱっています。

リージュ：しゃがんで、目線を合わせて聞きます。「どうかしたんですか～？」

ＧＭ：「あのね、リージュお姉ちゃんこれあげる！」と町の片隅で咲いていた花を集めて作った花飾りをくれます。

リージュ：わぁ、ありがとうございます～。
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ＧＭ：と、その子の母親らしき人が慌ててやってきます。「申もうし訳わけありません、娘むすめが失礼なことを」と買い物かごを抱かかえたまま頭を下げます。

リージュ：いえ、とっても素敵なプレゼントですよ♪

ＧＭ：「もったいないお言葉です。先日の町が包囲されたおり、おふたりがいらっしゃらなかったら、この町はどうなっていたことか……本当にありがとうございます」

リージュ：あのときは、怖こわい思いをさせてすみませんでした。

ヒルダ：それに今も町の制せい御ぎよが不安定で、皆も不安だろうな。

ＧＭ：「とんでもありません！　ジェラルド伯はくが悪政をしいた時も、町の暴ぼう走そう事件のときも、みなさんが町のためにどれだけ尽じん力りよくしてくれたことか。みんな知っていますわ」
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ヒルダ：そう言ってくれて嬉うれしい。至いたらぬ領りよう主しゆだが、この町のために全力を尽つくそう。

リージュ：困ったことがあったら、いつでも言ってくださいね～。

ＧＭ：「ヒルダ様、リージュ様……本当に、ありがとうございます」と母親が頭を下げると、周囲で話を聞いていた人たちが笑え顔がおで頷うなずきます。いつの間にか後ろにいたビルも「さすがだ、ヒルダ様」と感かん涙るいしています（笑）。

ギィ：すっかり、〝ゲッタウェイ〟はビルベリの市民に慕したわれているんだな。

ドラン：ふっ。それはギデオンという人じん格かく者しやのおかげナリ。




　そうだったろうか？




ヒルダ：お、おほん。私わたしたちこそ、みんなに支ささえられているのだから、改めてみんなに礼をいってもらわなくていいさ。と市民たちに答えよう。

ＧＭ：「おお、やはりヒルダ様はすばらしい領主様だ！」とビルは感動します（笑）。

ヒルダ：だから……（笑）。ともあれ、旧市街へ行こうか。

リージュ：分かりました、お姉様！　行きましょう！　あっ！（←石につまずいたらしい）

ヒルダ：慌てて支ささえよう（笑）。大だい丈じよう夫ぶか？

リージュ：大丈夫です。でも、お姉様のお洋服が汚よごれてしまって……あっ、お怪け我がまで！《ヒール》しなくちゃ！

ヒルダ：そこまでしなくても大丈夫だって！（笑）

ＧＭ：……（〝ゲッタウェイ〟って変わったギルドだなぁ）。では、住民に見送られて、ヒルダとリージュは旧市街へと急ぐ……といったところで、このシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆焰えん硝しよう石せき爆ばく弾だんの行方ゆくえ




　ノルウィッチの武ぶ器き庫こから持ち出された焰硝石爆弾。たったひとつで、町ひとつを軽く吹ふき飛とばす危き険けんな兵器だ。

　爆弾を回かい収しゆうするべく、ギィとドランは調ちよう査さに乗り出した。




ＧＭ：では次のシーンです。シーンプレイヤーはギィ。

ギィ：おっと、その前にひとつやることがあるぜ。先にそっちをやらせてくれ。

ＧＭ：は、どうぞ。

ギィ：なぁ、ドラン。まず、ギルドマスターがどっちか、決めなけりゃあならねえな。

ドラン：なるほど。本来なら、大だい将しよう軍ぐんであるこのワタシがなるところナリが……普ふ段だん何も役やく職しよくがついていないギィに譲ゆずっていいと思わなくもないナリ。

ギィ：ずいぶん上から目線じゃねぇか？（笑）
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ヒルダ：落ち着いて！　ふたりとも大人げないから!?（笑）

ドラン：ともかく、言い争っていても仕方がないナリ。ここは一発、ダイスで決めるナリ。

ギィ：おう、上等だ！（ダイスを握にぎりしめる）




　そして、両者がダイスを振ふり合い、ややあってふたつの六面体が卓たく上じようで静止した。




ドラン：フッ、ワタシは10ナリよ。

ギィ：うおっ……４!?　やべぇ、完敗だ……（一同笑）。

ドラン：後ろから肩かたをたたいてやるナリ。うんうん、ギィ、お前もよくやったナリよ。

ギィ：へっ……どうせオレはエンジェルファイヤー一番の小物なのさ……（一同笑）。




　というわけで、無事に（？）臨りん時じのギルドマスターが決定した。




ＧＭ：ではシーンを進めます。焰硝石爆弾の調査で難易度14で【幸運】判定をしてください。

ギィ：よっしゃ、早くもリベンジのチャンス！

ドラン：な、ナリっ!?





　情報収集が得意なギィは《ストリートワイズ》《トランプ》《フィールドワーク》を使用。６Ｄ判定を行ない、見事にクリティカル！　一方のドランは――。




ドラン：負けるかナリィ――っ!!　（ダイスを振る）ワタシは……９！

ヒルダ：政せい権けん交代、はやっ!?（笑）

ギィ：ふっ、どうやら真のギルドマスターはオレだったようだな（笑）。

ドラン：くっ！（笑）　ところで、この判定の成功で得られる情報は何ナリか？

ＧＭ：ノルウィッチを出る際さいに行った事前調査で、焰硝石爆弾を盗ぬすんだと思われる怪あやしげな一いち団だんの存在をおふたりは摑んでいました。その件に関する詳しい情報をお伝えできます。

ギィ：それじゃ、《トランプ》の演出で、マムから情報を訊きいたことにしようか。




　マム（オーレリー・カルマン）はギィの師匠で犯罪結社〝王おう蛇じや会かい〟の女おんな首しゆ領りようである。




ドラン：では、ワタシも同行するナリ。

ＧＭ：了解しました。それでは、その怪しげな一団を追って、何日もギィたちは戦国メルトランド領内を捜索しました。そしてとある町の酒場にやってきました。裏うら通どおりにありますが、中々繁はん盛じようした酒場です。どうやら、ここで有益な情報が手に入りそうだ……という状況。

ギィ：さて、酒場に入って親おや父じに「情報を買いたい」と切り出そうか。

ＧＭ：というと、ギィの正面のがたいのいい親父ではなく……。

ギィ：ではなく？

ＧＭ：ギィのすぐ隣から「おやおや、奇き遇ぐうだねえ？」という声が聞こえます。

ギィ：もうお約束だな（笑）。心の中で「いるのかよ！」と突つっ込こみつつ、顔は平然として、さすがマムだ、手が長いねぇ。と言っておくぜ。

ＧＭ：「ふふっ、たまたまさ」オーレリーは意味ありげに笑います。

ドラン：相変わらず、神出鬼き没ぼつナリ。

ＧＭ：そして、彼女はふたりをボックス席に案内します。周囲の騒さわぎも気にならない一段だん高いところにあり、革かわ張ばりの椅い子すもなにやら座すわり心ごこ地ちがイイ感じです。

ギィ：さて、オーダーを済ませてマムに言おう。マム、今日はオレの友達を紹介するぜ。

ドラン：初めまして。ドラン・ベレレンと申すものナリ。

ＧＭ：「ああ、噂うわさは聞いているよ。ノルウィッチの大将軍さんだってねぇ」

ドラン：そう、そして今は、エンジェルファイヤー最大の小物ナリ……（笑）。




　大きいのか小さいのか、どっちなんだ？




ヒルダ：そ、それはもういいのよ……（笑）。

ドラン：ギィにはいつも世話になっている大親友ナリよ。

ＧＭ：「ほう。ギィと仲良くやってくれてるのかい？」

ドラン：そう見えて、実は上辺だけの付き合いナリ（笑）。




　だから、どっちなんだ？




ＧＭ：「へぇ？　ギィ、アンタの友達は面おも白しろいねぇ」と、マムは愉ゆ快かいそうに笑います。

ギィ：おう、こいつぁ本当に面白ぇぜ？　芸げい達だつ者しやだし。

ドラン：とりあえず無ぶ難なんに給湯モードになって、紅こう茶ちやを淹れるナリ。ぽち、こぽぽぽー（←お茶を入れている）。

ＧＭ：マムは目を丸くします。「こりゃあ便利なエクスマキナだ。高く売れそうだねえ」
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ドラン：今、この場から超ちよう逃にげたいナリ!!（笑）
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ギィ：売らねぇから逃げるなって（笑）。

ＧＭ：そしてマムは、にやりと笑って、「で、本題に入ろうじゃないか？」と言います。

ギィ：さすがはマム、話が早い。実はノルウィッチの地下にすごくやばいものがあって……。

ドラン：ま、待つナリ！　それは国の機き密みつじゃない!?

ギィ：だが、ここで情報を出だし渋しぶったら、情報は手に入らないぜ？

ドラン：一理あるか……。しかたない、今はギィがギルドマスターだから黙だまるナリ（笑）。

ヒルダ：さっきの政権交代が、こんなところで……（笑）。

ＧＭ：「で？　そのヤバいブツが、どうしたんだい？」

ギィ：何でも、怪あやしいやつらがブツをもって逃げたらしい。オレたちはそれを取り返したい。

ＧＭ：先ほどの判定に成功しているので、マムは「心当たりがいくつかあるね」と答えます。

ギィ：……マム、そのブツは本当に危険だ。町の一個こがなくなっても、おかしくない。万が一にでも爆ばく発はつすれば、とんでもねぇ被ひ害がいが出るだろう。

ＧＭ：「ふむ。……その話を聞いて思い出したよ。この間、街道をアガルタ公国の方へ進むある馬車の一行がいたのさ。そいつらは神経質なほど荷物を厳げん重じゆうに警けい戒かいしてたそうだ」

ギィ：……怪あやしいな。で、そいつらは今どこに？

ＧＭ：「さあね。ただこんな情報がある。連中は、王蛇会と縁のある情じよう報ほう屋やに駆かけ込こんだのさ。そこで〝ビルベリにどう潜もぐり込こめばいいのか〟を訊いたらしいよ」

ドラン：なんでビルベリに？

ＧＭ：マムは再びにやりと笑います。「さてねぇ？　そういや、あの歩く町に、あんたらと深い縁えんがあるんだろ？」

ギィ：まあな。とにかくだ。妙みような荷を持ったやつらがビルベリに向かったことは確たしかだ。おそらく、もう潜せん入にゆうしているだろうな。王蛇会から情報を得たようだし……」

ドラン：ならビルベリに乗り込むまで。さて……マム殿。情報代はおいくらナリか？

ギィ：今回の礼はもうしたぜ、マム。大将軍様を紹介したろう。フェリタニアの大将軍とコネができたってことで、あんたはそこからずいぶんと儲もうけを生み出せるはずだ。

ＧＭ：「ああ、もちろんさ。可愛かわいい息むす子こが、あたしのためにこんなにいい話を持ってきてくれたんだ、聞かないわけにはいかないだろう？」

ドラン：なぜだろう、薄うすら寒い気分になってきたナリ（笑）。

リージュ：マムさんって、不思議と迫力ありますよね～（笑）。

ＧＭ：これで「ビルベリに焰硝石爆弾が持もち込こまれたらしい」という情報を入手しました。

ギィ：よし、追いかけようぜ！

ＧＭ：……その数日後。おふたりは、移動するビルベリの近くでその巨体を見上げています。

ギィ＆ドラン：はやっ!?

ＧＭ：特にイベントがなければ、今日はさくさく進めますんで（笑）。

ドラン：ふむ。しかし、賊の連中がビルベリのどこに隠かくれているかまでは分からないナリ。

ギィ：とにかく、侵入しちまおう。まずはビルベリの中に入らねぇと、どうにもならない。ドランにつかまって空を飛べば、移動中のビルベリにも乗り込めるだろ！

ドラン：どんだけワタシを便利に使うのか！　ええいっ！　エンジェルファイヤー最大の小物になった不運を呪のろうナリぃ～！（笑）




　だから、どっちなんだってば（笑）。




ドラン：では、《マジックブラスト》と《フライト》をかけて夜空に舞まい上あがるナリ。
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ＧＭ：こうして、ドランにつかまったギィが、悠ゆう然ぜんと歩くビルベリへと空から侵入する……といったところで、次のシーンへと移りましょう。







◆Middle 03◆宵よい闇やみの鉢はち合あわせ




　既すでに日も落ち、廃屋立たち並ならぶビルベリの旧きゆう市し街がい地ちは、静せい寂じやくと闇やみに包まれている。

　そこでは連れ去られた教授を探して、あるいはビルベリに運はこび込こまれた焰硝石爆弾を探して、ふたつのチームが同じ場所に足を踏ふみ入いれようとしてた。




ＧＭ：というわけで、次のシーン。シーンプレイヤーはドランです。先ほどのシーンから少し時が経たち、ビルベリに侵入したところからスタートします。

ギィ：どうやら、無事に入れたようだな。

ＧＭ：ええ、先ほど情報を得ているので、ビルベリには問題なく入れますよ。

ギィ：さて、行動を開始するか。

ＧＭ：アジトを捜索すると、経験豊富なおふたりのこと、あっさりと場所を特定できます。

ドラン：早いナリ！

ＧＭ：今回はさくさく勧めたくて……。それにシナリオはこの後が本番ですから（ニヤリ）。

ギィ：そうかい（笑）。じゃあ、その特定したアジトに向かおう。

ＧＭ：了解。問題のアジトは、どうやら旧市街のオパール通りという、人ひと気けがない地ち域いきにあります。明かりなどもついておらず、しんと静まり返っています。

一同：…………。

ヒルダ：……オパール通りかっ!!（笑）

ドラン：これは、合流も近そうナリ（笑）。

ギィ：かもな……。ともあれ、家の中に気配がないかどうか探さぐってみる。

ＧＭ：では、【感知】で判定してください。難易度は12です。

ドラン：サーモグラフ起動！（ダイスを振る）12ナリ。政権交代ならず……（笑）。

ＧＭ：成功ですね。アジトの中及および周辺にも、人気がまったくないことが分かります。

ギィ：んじゃ、するっと潜入しようか。念のため、足音は殺して歩く。

ＧＭ：了解。しばらく歩いていくと、埃ほこりだらけの廊ろう下かに、真新しい足あし跡あとをみつけます。

ドラン：どうやらアタリかな。その足跡が続く先を調べたいナリ。

ＧＭ：足跡は台所に続いています。埃などの具合から、台所を調べると、奥に頑がん丈じようそうな保ほ管かん庫こがあることが分かります。

ドラン：ピピピピッ！　保管庫を発見ナリ！
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ギィ：なるほどね（ニヤリ）。とりあえず保管庫を調べてみようぜ。
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ＧＭ：と、ギィが言ったところで、シーンは切らないまま、ヒルダ・リージュ組へと視し点てんが変わります。ヒルダとリージュは自動登場です。

ヒルダ＆リージュ：了解です！




　一方のヒルダとリージュは、町での聞き込みの情報を基に旧市街へとやってきていた。

　既に辺りは暗いが、もたもたしていられる状じよう況きようではない。

　ふたりは強行軍で調査を続行する――。




ＧＭ：さて、ヒルダとリージュは、オズモッドＫ７の目もく撃げき情報を基に、旧市街のオパール通りにきました。既に日は落ちています。

ヒルダ：さすがに暗くなってしまったな。
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リージュ：お姉様、怖いです～。ぎゅーっ。
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ヒルダ：こらこらリージュ、もうちょっと離はなれて歩きなさい（笑）。

ドラン：……何か、明らかにワタシたちと雰ふん囲い気きが全然違うナリ。

ギィ：こっちはスパイアクション風だったのに……（笑）。

ＧＭ：通りを調査した結果、ふたりはアジトと思しき家の前に立っています。扉には特に鍵も掛かっていないようです。

ヒルダ：開いているのならばちょうどいい、早さつ速そくお邪じや魔まさせてもらおうか。我々はシーフでもなんでもないので、そのまま開けて入るぞ！（一同笑）

ＧＭ：いっそ潔いさぎよすぎる！（笑）

ドラン：ハッ！　誰か来たナリ！　気配を察知して、台所で鍋なべのフリをしているナリ。

ギィ：オレもとりあえず物もの陰かげに隠れよう。

ＧＭ：了解。……一方ヒルダとリージュのふたりは台所らしき部屋にやってきます。

ドラン：（ぼそりと）む、この部屋に入って来たナリ……。

ＧＭ：その台所には、何やら大きな鍋が鎮座しています（笑）。

リージュ：……あら？

ヒルダ：これはどう考えても……（笑）。まあ、ヒルダは今、気づいてないからな。（ワザとらしく）どうした、リージュ？　何か見つけたのか？

リージュ：お姉様、最新のコーヒーメーカーです！（笑）

ドラン：違うナリッ!?　と心の中で叫ぶ。




　調理器具と思ってもらえただけ、マシというものである。




ヒルダ：こ、コーヒーメーカー？（笑）何だか、妙に見覚えのある形のような……。

リージュ：でも、炊すい飯はんジャーみたいな形もしてますね！　ここ開きそうですし！

ドラン：ギィ～……パカッ（←蓋ふたを開けたらしい）。

リージュ：か、可愛いっ!!　お姉様、これ、持って帰りたいです～！

ドラン：そ、それは困るナリッ!?　と内心焦る。

ギィ：自じ業ごう自じ得とくだろっ!?（笑）　くそ、オレひとりでもシリアスにいくぞ（笑）。ＧＭ、やってきたふたりの不意をついて背はい後ごを取りたいが、できるか？

ＧＭ：では、ギィはヒルダたちに気づかれないか、ヒルダたちはギィに気づくかどうか、【感知】で対決してみましょう。

ギィ：ここは《フィールドワーク》を使うぜ。そりゃ！（ダイスを振る）よし、22だ！

ヒルダ：【感知】は駄だ目めなんだよなぁ……（ダイスを振る）10でギィの達たつ成せい値ちには届かず。

リージュ：（ダイスを振る）あたしも12でダメです～。

ＧＭ：ギィの勝利ですね。では、ちょっとヒルダとリージュが部屋の外を向いたスキに……。

ギィ：矢を二本つがえた状じよう態たいで、音もなくふたりの背後に立つ。（低い声で）……武器に手をかけず、両手を上げてゆっくりこっちを向け。妙な動きをしたら、すぐに矢がお前らの背せ中なかに突つき刺ささる。いいな、武器に触さわらず、ゆっくりこっちを向くんだ。
















ドラン：そしてワタシは、ふたりがこちらを向こうとした瞬間、〝ギンッ！〟と目を発光させるナリ。

ヒルダ：怖いよっ！（笑）




　夜中に突とつ然ぜん、目を光らせる謎なぞの鍋。ちょっとしたホラーである。




ヒルダ：賊か！　と内心で呟く。

リージュ：お姉様、どうしましょう……銃じゆう、抜ぬいていいですか……？（そわそわ）

ヒルダ：駄目っ！（笑）どうやら、かなりの手て練だれのようだ。ここはいったん、向こうに従したがおう。両手を上げて、ゆっくり振ふり向むく。

リージュ：分かりました……あたしも両手を上げて、ゆっくり振り向きます。

ヒルダ：『ゲッタウェイ』第三巻かんで一回互たがいの顔を見ているな。憶おぼえているかは微び妙みようだが。

ＧＭ：はい、マルセルを迎むかえに来た時に会ってますね。ギィとドランを見たのはわずかな時間だけでした。……相手を憶えているか【知力】で判定をしてください。難易度は15です。

ギィ：【知力】は低いんだよなぁ。（ダイスを振る）うわ、ぜんぜん駄目。達成値９だぜ。

リージュ：（ダイスを振る）わわっ、３！　あたしは６しか出ませんでした～。

ヒルダ：（ダイスを振る）おっ、珍めずらしくいいぞ。私は15だ。

ドラン：（ダイスを振る）ふっふっふ、クリティカル！　政権がここで交代するナリ～。

ＧＭ：では、ドランはヒルダがビルベリの領主であることを思い出し、ヒルダは眼がん前ぜんの鍋が、フェリタニアのドラン将軍であることを思い出します。

ギィ：政権交代じゃあしかたない。へっへっへ、ギルドマスターの旦那！　こいつらどうしやす？（笑）

ヒルダ：いきなり三下っぽくなったぞ（笑）。

ドラン：ほっほっほ。ギィさんや、まずは武ぶ装そう解かい除じよナリ。

ＧＭ：（ドランも上から目線だ……）背後で弓を構かまえてる隻せき眼がんの男は、ヒルダたちが最初鍋だと勘かん違ちがいしたエクスマキナ、ドランに指し示じを仰あおいでいます。

ヒルダ：失礼、もしかしなくても、エンジェルファイヤーのドラン将軍では？

ギィ：なんだ、お前はドランのことを知ってるのか。ドランは、有名人なんだな（笑）。

ドラン：ギィ、忘わすれたナリか？　この人はビルベリ領主のヒルデガルド・ゴーダ殿ナリ。

ギィ：へ？　マジでか、気づかなかったぜ～！（笑）

ドラン：そうナリよ。おいしょ、とおー！（←コンロから飛とび降おりたらしい）

リージュ：お姉様っ！　じゃ、ジャーが動きましたよ!?

ヒルダ：リージュ。これはジャーじゃなくて……（笑）。

ドラン：フ、ワタシはドラン将軍ナリ。

リージュ：わっ、しゃべりました！（目を輝かがやかせて）お姉様！　これ、やっぱり持って帰りたいです～！
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ヒルダ：他国のものを勝手に持っていっちゃ駄目！（笑）

ドラン：む、ビルベリがワタシを引ひき抜ぬきか!?　大だい胆たんなお嬢さんだ。……これも有ゆう能のうな将軍のつらいところナリ（笑）。

リージュ：素敵なジャーなのに残念です～。




　もうなにがなにやら。




リージュ：エンジェルファイヤー……あっ！　マルセルさんのお友達の人たちなんですね！

ギィ：ま、そのとおり。そちらさんの身元もしっかりしているようだな……。だがまあ、こちらは警戒は解かないぜ。

リージュ：え？

ヒルダ：警戒するのは、こちらも同様だ。こんな夜よ更ふけにビルベリに忍しのび込こんでくるとはな……。その目的はいったいなんだ？

ドラン：おおう！　思いっきり警戒されているナリ。

ＧＭ：しかたないでしょう。合衆国はビルベリの町を軍で包囲したこともありますから。

ヒルダ：ついこの間のことだな。

ギィ：だいたい、人知れず町中に忍び込んだ合衆国の将軍を発見したら、警戒するのが普通だぜ？　向こうの立場に立てばな……。

ドラン：言われて見れば、なるほどナリ。マルセルが以前協力関係を築きずいたとはいえ、状況を考えれば、無条件で信用してもらえるはずもなし……。

ヒルダ：……そういうことだな。
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ギィ：とはいえ、こっちも事じ情じようがあってな。あんたらに拘こう束そくされる展開は願いさげだ……。
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一同：…………。




　お互たがいの正体がわかったことで、より高まってしまった緊きん張ちよう。

　成り行きとはいえ、ひとたびは敵てき対たいした者同士がわかり合うのは、かくも難むずかしいのか……。




リージュ：でも……。

ギィ：お嬢じようちゃん、何か言いたいことでも？

リージュ：でも、あたしたちも困こまります。誘拐されたオズモッドＫ７先生や、不調のアンバーちゃんを助けなきゃ！ここで、簡単に武装解除なんかされたくないんです！

ヒルダ：（慌あわてて）お、落ち着くんだ、リージュ！

ギィ：…………。

ドラン：（少し考えて）ならば…………。オズモッドＫ７？　ＧＭ、それが誰か分かるか判定していいナリか？

ＧＭ：オズモッドＫ７はそれなりに有名人ですね……。難易度12の知力判定をお願いします。

ドラン：（ダイスを振る）それは余よ裕ゆうで成功ナリ！

ＧＭ：オズモッドＫ７はイルシール大学の博士で古代遺跡に造ぞう詣けいが深い人物とわかります。

ドラン：（大きく頷うなずく）うむ。ギィ、ヒルダ殿。我々は協力できるのではないナリか？

ヒルダ：む？

ギィ：ほう。

ドラン：ヒルダ殿、詳細は秘密だが、この町にある危険物が運び込まれたナリ。

ヒルダ：本当か!?　これは領主としては聞きき捨ずてならないな。

ギィ：なるほどねぇ。で、このタイミングで、古代遺跡の専せん門もん家かか誘拐された……と。

リージュ：……古代遺跡と危険物。

ヒルダ：これは、〝バ〟のつく組織の臭においを感じるな。

ギィ：（ニヤリと笑って）奇遇だなぁ。オレも同じことを思っていた。

ヒルダ：ドラン殿、ギィ殿。ここはかの忌いまわしい組織と戦うために一時休戦し、共同戦線を張はるということでどうだろう？　もしそれを受け入れてくれたら……。この町でのおふたりの行動の自由を保ほし障しようしよう。

ドラン：……ふむ。この町で賊を追おい詰つめたいワタシたちには、願ってもない申し出ナリ。

ギィ：だが……念のため訊きこう。あんたたちはなんでこんなところに来たんだ？

リージュ：今のあたしたちは、ただ誘拐された仲間を探索して行動しているだけです～。

ギィ：人ひと探さがしねぇ？　にしたって領主様自身で、こんなところうろついてていいのか？

ヒルダ：ワタシは元々の領主の代理のようなもので、威い厳げんなどないようなものだ。爵しやく位いも継ついでいないしな。だから自分自身で陣じん頭とうに立つことで人々を引っ張っている。

ギィ：へぇ？　父親のオスウィンは伯はく爵しやくで王国軍師だったのに、娘はただの領主様かい？

ヒルダ：領主としてこの町を治めるのに、爵位や肩書きが何か関係があるのか？




「何を不思議なことを」とでも言いたげなヒルダを、ギィはまじまじと見つめる。
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　ややあって、首を振りながら話を続けるのであった。




ギィ：……いや、悪かった。実力で領主を務つとめているのだから、爵位なんか関係ないな。ドラン、オレはビルベリ領主様の話にのっていいと思う。

ドラン：なら、決まりナリな。

ヒルダ：ありがたい。では、早さつ速そく伺うかがいたい。この領りよう内ないで何が起きている？　私には知る権けん利りがあり、対たい応おうする義ぎ務むがある。話してほしい。

ドラン：れは確かにそのとおりナリ。では……遠まわしな言い方をするナリよ。実は、我わが国くにの武器庫から盗ぬすまれた焰硝石爆弾が、この町に持ち込まれたナリ……。

ヒルダ：えん・しょう・せき・ばく・だん…だ……と？

一同：…………。

ギィ：ぜんっぜんっ遠回しじゃあねぇぇぇぇ――っ!!（一同爆笑）
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　くわわわーん。

　ギィがドランの後頭部に入れたツッコミの音が、軽かろやかに響ひびいた。




[image: ]




ドラン：だ、大将軍の頭を殴なぐるなんて！　ひどいナリ！（笑）

ＧＭ：そのうえ今のドランは、ギルドマスターですよ？（笑）

ドラン：そうだったナリ！（笑）　ワタシがリーダーなんだから、ワタシの指示に従したがうナリ。

ギィ：はいはい、わかりましたよ！（笑）　ま、プレイヤー的には話が早くなるから、悪くないって思ってるんだけどね（笑）。

ドラン：もちろんプレイヤー的にはそういう意図ですよ？　話が早いし。ドラン的にはうっかりしてたナリ～ってとこだけど（笑）。

ギィ：というか、さっきまでお前の方が機密にこだわってくせに！（笑）

ドラン：細かいことは気にするなナリ。

ギィ：…………。

リージュ：ところでお姉様、焰硝石爆弾って、この間の……。

ヒルダ：そうだったな。先月の事じ件けんの折、合衆国が暴走するビルベリを爆ばく破はするために使おうとした、あの爆弾が持ち込まれたというのか!?

ギィ：やれやれ、バレた以上仕方ない。腹を割って話そうか。

ヒルダ：（真剣な表ひよう情じようで）そう願いたい。確か聞いた話では焰硝石爆弾の威いり力りよくは……。

ドラン：……驚異的ナリ。もしも万が一のことがあって爆発でもしようものなら、この町もろとも周辺まで巻まき込こんで、けっこうな範はん囲いが吹っ飛ばされるナリ！

ヒルダ：そんな情報を公おおやけにされたら。町がパニックになる。やっかいな爆弾だな。

ドラン：そういうこともあって、表おもて沙ざ汰たにできないナリ。

ギィ：（面おも白しろそうに）なら、情報を表沙汰にするかどうかは、あんたたちが決めていいぜ？

ドラン：何だとーっ!?　いやいやいや、焰硝石爆弾がビルベリにあるってバレたら大おお騒さわぎだって！　大陸を暴走する大規模破壊兵器を積んだ都市とか、悪あく夢むそのものナリ！

ギィ：ははは、困こまるのはそもそも焰硝石爆弾を合衆国に持ち込んだアベルたちだろう。オレには関係ないね。それにな、オレはあの野や郎ろうが気に食わねぇんだ。

ドラン：い、今はワタシがリーダーナリっ！（笑）　勝手なことを言われては困るナリ～！

ヒルダ：まあ……こちらも公表すると、色々と困る。だから、公にするつもりはない。

ドラン：ああよかった、よかったナリ。

ヒルダ：（少し考えて）そうだな……。ギィ、ドラン。先ほども言ったとおり、この領内で活動するならば、できる限かぎり便べん宜ぎを図はかろう。その代わり、調査には私たちも嚙かませてもらうぞ。

ドラン：もちろんナリ！　協力してくれると言うならば、拒こばむ理由はまったくないナリ！

ギィ：いやぁ、話の分かる領主でよかったぜ！　ま、よろしく頼たのむわ。

ヒルダ：ああ、こちらこそ。

ドラン：で、誘拐されたオズモッドＫ７さんがどうしたナリ？

リージュ：はい。実は……。




　ここでヒルダとリージュはオズモッドＫ７と彼の誘拐事件について説明した。




ドラン：ふむふむ、オズモッドＫ７は古代遺跡及び錬金術のオーソリティで、ビルベリのコントロールシステムのメンテナンスや、エクスマキナの医療行為もできる多芸な学者ナリね。

ギィ：ところで、やつら、遺跡の専門家と爆弾をそろえて何するつもりなんだ？

ヒルダ：やはり、つながるようで微妙につながっていないな。目的が見えてこない。

ドラン：ん？　待つナリ、オズモッドＫ７は「この町のコントロールシステムのメンテナンスをしている」という人物ナリね？

ヒルダ：そうだが？

ドラン：ビルベリの内部構こう造ぞうを知っているのならば、捕つかまえる意味もあるナリ。爆弾をどこに設せつ置ちするかもそうナリが、自分たちの潜伏場所もキープできるナリ。

ヒルダ：……これは（考え込んで）。焰硝石爆弾を盗んだ連中の目的は、爆弾だけでも、ビルベリだけでもなく……。

リージュ：……その両方ってことでしょうか？

ギィ：ありそうな話だぜ。

ドラン：この町に爆弾を仕し掛かけて、どっかの国に突とつ撃げきする、ということもできるナリな。

リージュ：イヤな予感がとってもしますね？（笑）

ヒルダ：むう。……（恐る恐るといった感じで）ＧＭ、ちなみにビルベリが焰硝石爆弾をもったまま、どこかの国の都市にでも突っ込んだとしよう。

ＧＭ：……はい。

ヒルダ：そこで爆発でもしたら、どうなるかな？

ＧＭ：その場合間違い無く、ビルベリはその都市もろとも消しよう滅めつします。
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一同：ですよねぇ――っ!!


リージュ：……やっぱり。

ギィ：これだけのでかさだ、ビルベリが突っ込んできただけでも国をあげてのパニックになるだろうな。

ヒルダ：それに爆弾を積んで突撃させるわけだから、偉い騒ぎになるだろうな。バルムンク・ノヴァあたりなら、その陰でさらなる陰謀を進行させても何の不思議もない。

ＧＭ：…………。

ギィ：はっ、そうだ。このシーンの冒ぼう頭とうで見つけた保管庫を調べよう！

ヒルダ：保管庫？　……もしかしてそこに爆弾が!?

ギィ：さあな、開けてみないことには分からねぇ。

ＧＭ：なお、見ただけで判はん明めいしますが、鍵はかかっていません。

ギィ：何っ！　開けてみる！




　だが、ぽっかりと空いたその保管庫の中はもぬけの殻からだった。




ＧＭ：――爆弾をここに保管していたのだろうと推察できますが、現物はありません。

ドラン：遅おそかったナリか！

ギィ：実行に移うつそうと思って持っていったか、オズモッドＫ７から必要な情報を手に入れたか……少なくとも、移動を決めるほど決定的な情報を入手した、ってことだな。

ドラン：もしその推測が正しいすると……。

リージュ：オズモッドＫ７先生が危ない!?

ギィ：待て、必要な情報を吐かせたというのなら、用よう済ずみになったオズモッドＫ７はここで殺されているはずだ。だが、ここに死体はねぇ。

ヒルダ：やはり、オズモッドＫ７殿が案内のために誘拐された可能性が高いな。ともかく、いったん館やかたに戻もどろう。

ギィ：そうだな。んじゃ、邪魔させてもらうぜ。

ＧＭ：では、四人が領主の館へ向かったところで、シーンを閉とじましょう。







◆Middle 04◆爆弾と教授は今いずこ？




　一時的に協力することとなったエンジェルファイヤーとゲッタウェイ。

　今後の方ほう針しんを決めるべく、賊たちのアジトをあとにし、ビルベリの領主の館へと帰き還かんする。

　焰硝石爆弾は、そしてオズモッドＫ７は、いったいどこに行ったのだろうか？




ＧＭ：次のシーンは、ビルベリの領主の館からですね。シーンプレイヤーはリージュにしましょう。他のＰＣも全員登場となります。

ギィ：どーもどーも、お邪魔するぜー（笑）。

ドラン：はっ！　ワタシお忍びだから、腹はらの〝将軍〟の文字は隠かくしたいナリ！

リージュ：じゃあ、前まえ掛かけをつけてあげましょう～（笑）。

ヒルダ：金きん太た郎ろうみたいになっている（笑）。

ドラン：でもワタシ、有名人だから顔バレしちゃうナリね。髭ひげで隠しておくナリ。
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　その愉快な変装では、逆ぎやくに人目を引くだけである。




ＧＭ：「あ……怪しすぎる……！」と、衛えい兵へいは少々警戒しています。

ギィ：そんな怪しいもんじゃねぇよ。ご領主のお友達だ。

ドラン：そうナリ～。

ヒルダ：（衛兵に向かって）ああ、気にしなくていい（笑）。本当に知り合いなんだ。

ＧＭ：「はっ、これは申し訳ありませんでした！」

ヒルダ：さて、一応人ひと払ばらいをしてから、執しつ務む室にふたりを招まねきいれよう。

リージュ：あたし、お茶淹いれますね～♪

ドラン：ありがとうナリ～。席について、お茶をありがたくいただこう。




　最近ヒルダの手伝いに励んでいたリージュが、手慣れた様子でお茶を用意する。

　穏やかな香りにヒルダの応接室が満たされていく。

　一息ついた四人は早速話し合いを開始した――。




ギィ：ずずっと、お茶をすすりながら聞こう。ところで、アンバーとやらは大だい丈じよう夫ぶなのか？

ＧＭ：先ほどの衛兵から、別室にいるアンバーも含ふくめて「異常なし」との報告をヒルダは受けています。

ヒルダ：ああ、とりあえずは大丈夫らしい。

ギィ：ふむ……どこに潜ひそんでいやがる。他に隠かくれられそうな場所はあるのか？

リージュ：一いつ般ぱん市街地にいたら、もっと目撃情報が出ている気がします。あとは旧市街地のオパール通り以外の箇所か、地下の遺跡部ぐらいでしょうか……？

ギィ：地下の遺跡部か……。

ドラン：ちなみに、運び込まれた日時とかタイミングは分かっているナリ？

ＧＭ：少なくとも、昨日オズモッドＫ７と一緒にいるところを目撃されていますので、ギィとドランがビルベリに入ったよりも二、三日ほど前だと考えられます。

ドラン：そのあと、ビルベリの町は動いてるナリ？　それとも止まっていたナリ？

ＧＭ：ずっと動きっぱなしです。

ヒルダ：なら、賊が逃げた可能性は低いかな。

ＧＭ：ビルベリの市街ブロックは脚きやく部ぶも含めて相当な高さがありますので、《フライト》や《テレポート》、または特とく殊しゆなアイテムなしで脱だつ出しゆつするのは、非常に困こん難なんですね。

ドラン：確かに出て行ったという可能性は考えづらいナリ。ただ、何らかの脱出方法を用意してても不思議はないから、急ぐにこしたことはないナリ。

ヒルダ：そうだな。そこで考えるべきはオズモッドＫ７殿を連中が連れ去ったということだ。

ギィ：ほう。

ヒルダ：オズモッドＫ７殿を利用するつもりならば、彼の研究対象である遺跡と関連を考えないわけにはいかない。

リージュ：もともと先生は、遺跡の研究にビルベリに来たんですし。

ヒルダ：私は連中はオズモッドＫ７先生とともに遺跡の中にいる可能性が高いと思う。城しろの中以外にも、入り口があるらしいしな。

ギィ：どれだけでけぇんだ！（笑）

ヒルダ：実のところ、この町は遺跡の上に乗っているようなものだからな（笑）。

ＧＭ：中は破は損そんが激はげしかったりする場所もあるので、必ずしもふたつの入り口の間を行き来はできませんが。

ドラン：……ふーむ。

ギィ：どうした？　ドラン。

ドラン：『サガＫ』の話では、バルムンク・ノヴァの謎の装そう置ちでビルベリが誘ゆう導どうされていたナリ。今回の真しん犯はん人にんがバルムンク・ノヴァかどうかはわからないが、「ビルベリのコントロールを奪うばい、焰硝石爆弾を乗せてどこかにぶつける」という作戦のバリエーションじゃないかと思ったナリ。

ＧＭ：……（お、さすがに鋭するどいなぁ）。

ヒルダ：いずれにせよ、それが事実だったら危険だ。ＧＭ、おそらく敵てきがコントロールを奪うばおうとするなら、ビルベリの中央制せい御ぎよ室しつに向かうと考えていいだろうか？




　中央制御室は、移動都市ビルベリの地下区画に存在する部屋だ。ビルベリの航行を制御する部屋で、この町のアバターであるアンバーによってのみ制御が可能だ。『サガＫ』でのビルベリ暴走事件の際、ヒルダたちは厳重な警備システムに守られたダンジョンを突破し、この部屋に到達している。




ＧＭ：確かく証しようはありませんが、蓋がい然ぜん性せいは高いでしょう。

ヒルダ：ふむ。まずは急いで中央制御室に向かおう。

ギィ：だな。敵がいたら、きっちり目的を吐かせてやろうぜ。

ＧＭ：では、四人は地下に広がる遺跡にある、ビルベリの中央制御室へと向かう……といったところで、シーンを終了します。







◆Middle 05◆破はき局よくへの導どう火か線せん




　アルディオンの大地をビルベリは轟ごう々ごうと進む。

　その内部に破壊をまき散らす災さい厄やくを宿したまま――。

　町の人々はその事実を知らず、穏おだやかな眠ねむりの中にいた。

　ただ、ヒルダたち四人のみが悲ひ劇げきを食い止めるべく、戦いに臨のぞもうとしていた。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはドラン。皆みなさんは領りよう主しゆの館の地下にある通路までやって来ました。

ヒルダ：地ち下か牢ろうへ続く通路だな。

リージュ：その途と中ちゆうに、制せい御ぎよ室しつへの入り口があるんですよね～。

ＧＭ：はい。現げん在ざいは入り口の扉とびらに鍵かぎをかけて間ま違ちがって入らないようにしていたんですが、高温のバーナーで焼き切られたように扉に穴あなが空いています。

ヒルダ：うわー、わかりやすいわー！

ギィ：足あし跡あととかあったりしない？

ＧＭ：はい、あります。さらに、何か重い物を引きずったかのような跡もあります。

ドラン：ろ、露ろ骨こつナリ！

ギィ：しかし、どうやって侵しん入にゆうしたんだ？　この入り口は領主の館の地下室から通じているんだろ？

ヒルダ：そうだな。そんな引きずって運ぶような物を持っていたのなら、侵入に気がつかないはずがない。

ＧＭ：その疑問に対する回答はすぐ判明します。皆さんが足跡をたどると、領主の地下室の壁かべの一部が扉と同じように焼き切られ、別の地下道と繫つながる侵入口が作られていることに気づきます。

リージュ：知られていなかった別の地下道を、強ごう引いんに繫げて侵入してきたんですね～。

ドラン：なんて力ちから業わざな連中ナリ。

ヒルダ：そっちの穴はあとで対たい処しよするとして、中央制御室へ急ごう。

リージュ：またあのダンジョンを突とつ破ぱしなきゃいけないんでしょうか……。

ＧＭ：いえ、中央制御室への道はアンバーによってすでに無害化されているので何ごともなく目的地へ行くことができます。

ドラン：それは助かった！

ＧＭ：というわけで、皆さんは中央制御室へやって来ました。内部は大きな部屋を仕切りによって複ふく数すうの小部屋に分けているのですが、それらの部屋の中央あたりに……




　黒光りする金属で覆われた構造物があった。

　ヒルダたちの眼前にあるそれは、どうやら焰えん硝しよう石せき爆ばく弾だんであるらしい。

　そこから響く低く重い震しん動どう音おん……。爆弾は既すでに作動し始めていることが窺うかがえた。




リージュ：もう設せつ置ちされてる！

ＧＭ：「ファファファファ――」と奇妙な笑い声が響きます。

ドラン：姿を隠すとは卑怯ナリ！　正々堂々と姿を見せるナリ。

ＧＭ：すると。ざっと中央制御室の影の部分から突如炎が舞い上がります――。




　そして、その燃えさかる炎の中から、しゃれた口ひげを蓄えた伊達男が、部下を引き連れて姿を現わしたのであった……。




ドラン：むぅ。炎の中から現われるとは奇きっ怪かいなヤツナリ!?

リージュ：（真剣な表情で）炎魔法の使い手なのでしょうか？

ギィ：さてな。だが、ただの大だい道どう芸げい人にんじゃあ、なさそうだ。

ヒルダ：そして味方というわけでもないだろう。……貴き様さま、何者だ！

ＧＭ：「俺おれはダビド・クリッツェン。〝火かき棒ポーカー〟のふたつ名を持つバルムンク・ノヴァのメンバーだ」なおダビドは読者投とう稿こうキャラです。

ドラン：やはり、バルムンク・ノヴァナリか!!

ＧＭ：「ファッファッファッ！　察しがいいな。そのとおり。そして俺の任務はこの町を盛大な炎でつつんでやることだぜ」




ダビド・クリッツェン

（？歳／男／ヒューリン　投とう稿こう者しや：東京都　アリヨシ・ヨシヒコさん）

　バルムンク・ノヴァのエージェントのひとり。コードネームは火かき棒ポーカー。圧あつ倒とう的てきな火力と配下の〝コークス部隊〟を駆く使しし、敵てきを殲せん滅めつする特とく殊しゆ工作員である。炎と爆発を用いた特殊な攻撃を得意とし、この世のすべてを燃やし尽くしたいという破壊願望を公言してはばからない人物だ。




[image: ]




ドラン：で、炎につつむってのはその焰硝石爆弾でナリか？

ＧＭ：「ああ。もう少しいい場所で燃もやす手はずだったが。バレた以上とっとと起爆するだけさ。俺はでかい花火があげられりゃあ、それで満足なんでな！　ファファファファ、ファイヤ――っ!!」

一同：…………。

ヒルダ：もしかして、「ファファファ」って笑ってたのは、火の能力者だからファイヤーにひっかけてのこと？

ＧＭ：ふっ、いかにも。……何か問題が？

ドラン：相変わらずベタなキャラ立てナリ！（笑）

ギィ：まったくだ（笑）。でも、いいのか？　焰硝石爆弾が爆ばく発はつしたら、お前も死ぬぜ？

ＧＭ：「ファッファッファッ！　心配ご無用！　何があろうと、この爆弾は爆発させる。〝火かき棒ポーカー〟の名にかけてな」

ドラン：本当はどこで爆発させるつもりだったか、聞きたいとこナリが……。

ヒルダ：懐かい柔じゆうは無理そうだな。

リージュ：戦うしかなさそうですね♪




　キラリと目を輝かせるリージュのプレイヤー、大竹さん。
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ドラン：……この子、嬉うれしそうナリね。性せい格かくまでピアニィ様みたいナリよ（笑）。

ＧＭ：「ファッファッファッ！　シンプルでけっこうだ。だが、やるなら早くしたほうがいいぜ。もうコイツには火が入ってる。あと数分で、ドカンだ」

ヒルダ：親切にどうも。それじゃ、行くぞ！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では戦せん闘とうです。敵は〝火かき棒ポーカー〟のダビド・クリッツェンと、彼かれの部下であるバルムンク・ノヴァ・コークスというモブエネミーが二グループとなります（コマを配置する）。

リージュ：コークス？

ＧＭ：石炭を乾かん留りゆう（蒸むし焼やき）させた燃ねん料りようのことですね。石炭よりも高温が出るので、製せい鉄てつする時に使われたりします。

ドラン：なるほど……すると、今回は火関係で攻せめてくる敵ナリね。

ＧＭ：配置はＰＣが一エンゲージ。５メートル先にバルムンク・ノヴァ・コークス二グループが一エンゲージ、15メートル先にダビドと焰硝石爆弾。この焰硝石爆弾は作動しており、それを止めるためのＦＳ判はん定ていを行なうことができます。内ない容ようはこちら。
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名めい称しよう：焰硝石爆弾を止めろ！

制せい限げん人数：なし

終しゆう了りよう条じよう件けん：３ラウンド経けい過か

支し援えん判定：【知力】【感知】

判定：トラップ探たん知ち

難なん易い度ど：15

完かん了りよう値ち：６




ギィ：完了値が６か、ずいぶん簡かん単たんな気がするが……。

ＧＭ：なお、このトラップ探知の判定は、《ファインドトラップ》を持っていないキャラクターが失敗すると、即そく座ざにＦＳ判定に失敗となるのでお気をつけください。

リージュ：ええー!?

ドラン：通つう常じようのトラップ探知と同じナリね……。

ヒルダ：そうすると、最初はギィに頼たのむしかないな。

ギィ：おう、任まかせておけ。

ＧＭ：また、進行判定は焰硝石爆弾とエンゲージしていないと行なえないのでご注意を。勝利条件はＦＳ判定の成功、およびダビドの撃げき破はとなります。

ヒルダ：ＦＳ判定に失敗したら？

ＧＭ：焰硝石爆弾が爆発し、この場にいる全キャラクターが死し亡ぼう、ビルベリの町も吹ふっ飛とんでシナリオ終了です。

リージュ：そ、それは困ります～！

ドラン：これは、なんとしてもＦＳ判定を成功させないとならんナリ！

ＧＭ：では、よろしいでしょうか？　戦闘を開始します!!




●第一ラウンド

行動値

ダビド　　　　　　　　　　　　　　　　24

ギィ　　　　　　　　　　　　　　　　　20

バルムンク・ノヴァ・コークスＡ、Ｂ　　16

リージュ　　　　　　　　　　　　　　　15

ドラン　　　　　　　　　　　　　　　　14

ヒルダ　　　　　　　　　　　　　　　　２
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ＧＭ：まずはセットアッププロセス、ダビドから。《クイッククリエイト》で《ウェポンクリエイト》を使用。懐ふところから石炭を取り出し、それを材料に刀身が赤熱している二本の短たん剣けんを作り出します。

リージュ：あ、熱そうですね～。

ドラン：む、二本ナリか？

ＧＭ：はい、オリジナルスキルの《ダブルクリエイト》の効こう果かです。さらに《コークスクリエイト》の効果でこの短剣のダメージは〈火〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージになります。

ヒルダ：問題ない。貫かん通つうダメージじゃなければ、全部受け止められる！

ＧＭ：バルムンク・ノヴァ・コークスは【行動値】16なので、次はギィ。

ギィ：……なあヒルダ、ここはお互たがい《陣じん形けい》使わないか？

ヒルダ：同感だ。時間もないから少しでも距きよ離りをつめたい。なるべく私わたしの《カバーリング》で味方を守れるような位置取りを考えて、そうしよう。




　結果、エンジェルファイヤーのギィ、ゲッタウェイのリージュがそれぞれのタイミングで《陣形》を使用することになった。なお、行動値の関係上、ギィとリージュの間にバルムンク・ノヴァ・コークスが挟まるが、彼らはセットアッププロセスでは何もせず。

　これにより、全員がバルムンク・ノヴァ・コークスにエンゲージした。




ＧＭ：おお！　さすが修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけた者同士。瞬しゆん時じに意思疎そ通つうして早くもコンビネーションを用いた戦せん術じゆつを繰くり出だしてきた！

リージュ：そして、さらにあたしはこのセットアッププロセスで《インペレイティブ》《シャインストライク》《ホーリーアタック》に《ホーリーウェポン》《グレイスフォース》です。（ダイスを振ふる）発動しました。

ＧＭ：中々の気合いの入りぶりですね。数々の武器強化スキルが重なった結果、リージュの錬金銃キヤリパーに宿った魔力の粒りゆう子しが輝きを発します。

ドラン：ほほう。この娘、かなりの使い手と見た。で、ワタシは何もないナリ。

ヒルダ：最後は私。《グランディア》と《アグランダイズ》を宣せん言げん。これで命中に＋１Ｄ、ダメージに５Ｄ＋９だ。私のティフェレトの槍が鋭するどい光を放つ。

ＧＭ：では、メインプロセスです。まずはダビドから。ムーブアクションは《グレネードマテリアル》《バーストグレネード》。マイナーアクションで《ダイレクトグレネード》。メジャーアクションで《インセンディアリー》。

ヒルダ：《インセンディアリー》はオリジナルスキルか？

ＧＭ：はい。焼しよう夷い弾だんと呼よばれる火か災さいを起こす爆弾による攻撃です。生み出したハンドグレネードを装備しない状態で、投射する攻こう撃げきとして扱あつかいます。対象は範はん囲い（選せん択たく）なので、ＰＣ全員です。

ドラン：《バーストグレネード》ってことは防ぼう御ぎよ無む視しナリね。

ＧＭ：そうなります。では３Ｄ＋15の命中でいきます。かっ！（ダイスを振る）　……クリティカル!!

リージュ：いやー!?

ギィ：いきなりかよ!?　さすが、かわたなというところか……。

ドラン：《ニゲイト》使ったら達成値は？

ＧＭ：達成値31になります。

ギィ：これは、《ニゲイト》もらった上で《インターフィアレンス》か？

ドラン：それがいいナリ、一発目は止める。《ニゲイト》。

ギィ：で、《インターフィアレンス》。31は余よ裕ゆうで出せる数値だ。動きがトロすぎてあくびが出るぜ！　（ダイスを振る）44。
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ＧＭ：ぬう、ではダビドは、石炭を取り出して投げつけようとしました――。




　だが、その直前ギィの矢が、ダビドが握る石炭に直撃。それをはじき飛ばしてしまう。

　はじかれた石炭は近くの壁に激げき突とつ。ぼうっと激はげしく燃もえ上がったかと思うと、あっという間に石炭は近くの壁をむなしく焼き尽くす。




ヒルダ：ギィはいい腕うでをしているな、助かったよ。それはそうと、あの石炭はスゴイ威力だな。

ＧＭ：で、次はギィです。

ギィ：オレは待機。雑ざ魚こが片かた付づくまで待ってるぜ。

ＧＭ：じゃあ、次はコークスの番ですが……。

ギィ：（リージュに向かって）割わり込こんで撃うっちゃったほうがよくない？

リージュ：そうですよね。沈しずめられないかもしれないけど、やるだけやってみます。イニシアチブプロセスで《カリキュレイト》を使用し、行動したいと思います～。

ＧＭ：対抗手段がないのでリージュの行動です。

リージュ：ムーブアクションで《ハイスピード》《ソウルブレイド》で【ＭＰ】５点消費。マイナーアクション《デスターゲット》、メジャーアクションは《ファニング》でエネミー全員を攻撃です。判定の直前に《ギガンティックブロウ》を使い……（ダイスを振る）37！

ＧＭ：（ダイスを振る）だめ、全員命中です。「み、見えない!?」と、リージュの目にもとまらぬ射撃に敵はまったく対応できません。

リージュ：ダメージロール直前に《パニッシャー》を使用します。（ダイスを振る）[image: 154]点物理ダメージ！

ギィ：（しみじみと）それはオレがくらったら死んでるな。

ＧＭ：コークスたちは【ＨＰ】を半分以上吹ふき飛とばされました。ですがまだ健在。そして、ダビドはまだまだ余裕。「ファッファッファッ！　その程てい度どで倒たおれるわけにはいかねえな！」

リージュ：ああ、ごめんなさい。倒しきれませんでした……。

ドラン：それはしょうがないナリよ。あとはワタシに任まかせるナリ！

ＧＭ：では、今度こそコークスの番。まずはＡから。ムーブ、マイナーアクションはなし。メジャーアクションはオリジナルスキルの《コークスナイフ》で攻撃。黒い刀身のコークス製せいナイフを掲げ、先ほど攻撃してきたリージュに襲おそいかかります！

リージュ：こっちに来ましたぁ～。

ＧＭ：「さっきの攻撃のお礼だ！」（ダイスを振る）クリティカル――――ッ！

ヒルダ：たーなーかーさーん!?　クリティカルとかやめてくださいよ!!

ＧＭ：そう言われましても（笑）。




　このリージュへの攻撃は重装甲のヒルダが身を挺ていして庇かばう。さすがのその防御力で、96点の物理ダメージを完全に防ぎきった。……かに見えたのだが。




ＧＭ：か、硬かたい……。このナイフではヒルダの装甲を貫けない！　ダメージなし。しかし、弾かれたナイフの刀身が粉々に砕くだけ、その破は片へんがヒルダにまとわりつく！

ヒルダ：ほう？　何が起きたの？

ＧＭ：ダメージに関係なく、コークスポイントという特殊なポイントをヒルダに１点付ふ与よします。レコードシートに記録しておいてください。

ドラン：何そのポイント？

ＧＭ：その答えは……クリンナッププロセスに。

ヒルダ：ぶ、不気味だなぁ……。
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　続くコークスＢもリージュを狙い、コークスナイフで同様の攻撃を繰り出す。ヒルダが《カバーリング》をし、ダメージは通らないものの……。




ヒルダ：これでコークスポイントが２点。いったいこれは、なんなの～!?

ＧＭ：次はドランの行動です。

ドラン：フッ、傷ついたコークスどもはワタシの疾風の魔法で一掃ナリ！




　エネミー全員。対象にした魔法は、クリティカルで回避したダビドは逃したものの、バルムンク・ノヴァ・コークスをすべて捉える。そして疾風に切り裂かれたバルムンク・ノヴァ・コークスたちは文字どおり一掃されてしまった。




ＧＭ：コークスたちはさすがに耐たえられず、いずれも戦闘不ふ能のうです。

ヒルダ：次は私か。ムーブアクションで移動しダビドとエンゲージ。マイナーアクションは《ヘビーアタック》、メジャーアクションは《バッシュ》でダビドを殴なぐります。（ダイスを振る）31。

ＧＭ：回避――っ！（ダイスを振る）……だが失敗！

ヒルダ：（ダイスを振る）……ダメージは[image: 126]点の物理。槍やりを大きく振ふりかぶって、遠心力を使ってなぎ払はらいます。

ＧＭ：ヒルダに槍を叩たたきつけられて、思わず膝ひざをつくけどすぐに立ち上がります。「ファファファファファッ！　なかなかいい一いち撃げきだぜ。だが、まだまだ！」

ギィ：次はオレだな。ムーブアクションで爆弾とダビドにエンゲージ。マイナーアクションはなしで、メジャーアクションで進行判定。

ＧＭ：まずは難易度15のトラップ探知ですね。

ギィ：クリティカルしろ！　（ダイスを振る）……しなかった。達成値21で差分は＋６。

ＧＭ：それだと進行値が４点上じよう昇しよう。進行値２でイベント発生。爆弾の内部構こう造ぞうを把は握あくし、どうやって止めればいいかが判はん明めいした。次からは難易度25のトラップ解かい除じよになります。

ヒルダ：トラップ探知が終わって、次はトラップ解除か。分かりやすいな（笑）。

ＧＭ：それと、この判定、達成値が難易度以下だと、即座にＦＳ判定失敗で焰硝石爆弾が爆発しますからお気をつけて。

ドラン：えげつないナリねー。

ギィ：ま、この程度は想定の範はん囲い内ないだ。で、オレは行動終了。

ＧＭ：全員が行動済ずみですね。ここでダビドが《二回行動》を使用。ダビドが行動します。ムーブ、マイナーアクションはなし。メジャーアクションにオリジナルスキル《爆弾活かつ性せい化か》。

ドラン：爆弾活性化ぁ？　どんな効果ナリ？

ＧＭ：ダビドが進行判定を行ない、その結果上昇する進行値分だけ、ＰＣ側が獲かく得とくした進行値を減へらします。なお、進行判定に失敗した場合は何も起きません。




　金属の外郭で覆われた焰硝石爆弾。ダビドはその硬いはずの金属の殻に、手をヌルリとめり込こませる。そして手を突っ込んだまま、内部構造に干かん渉しようする錬れん金きん術じゆつを使用する。その効果は覿てき面めん、爆弾から響いていた重低音は高まり、より剣けん呑のんな状態へと移行したように見えた。




ドラン：くっ、なんと奇き天て烈れつな能力ナリか!?

ギィ：お前に人の事が言えるか……って、冗談言ってる場合じゃねぇ!!

ＧＭ：こちらのトラップ解除は４Ｄ＋13。（ダイスを振る）かなり出目がよかった。達成値31。差分が＋６なので、進行値を４下げて０へ。なお、進行値は下がりましたが、進行判定は難易度25のトラップ解除のままとなります。

リージュ：ああ、ギィさんが進めた進行値が０に……。

ギィ：こりゃ……きついな。

ヒルダ：ダビドが居いる限かぎり、制限時間内にＦＳ判定を成功させるのは難むずかしいか……。

ドラン：だいたい爆弾が爆発したら、お前も死ぬナリ。それでいいのか!?

ＧＭ：「ふっ、俺は炎と爆発のダメージはいっさい被らない特異体質でな……」

リージュ：あ、だから登場した時、炎の中から平然と現われたんですね。

ＧＭ：そういうこと（笑）。さて、これで全員行動済なのでクリンナッププロセス。ダビドが《コークスイグニッション》というオリジナルエネミースキルを使用します。




　ダビドが両手に持った短剣を打ち鳴らした。

　次の瞬しゆん間かん、ヒルダにまとわりついていたコークスの破片が一気に燃もえ上あがる！




ヒルダ：何!?

ＧＭ：「対象：場面（選択）」「射しや程てい：視し界かい」。対象に付与されているコークスポイント１点につき、20点のＨＰロスをプレゼントー！

ヒルダ：私は２点もらってるから40点か。あっつあっつ！　鎧よろいの中が蒸むれる。
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ドラン：蒸れるどころじゃない。鎧が溶とけるナリよ!!

ギィ：ＧＭめ。これは硬かたくて普通の攻撃が効かないヒルダ対策だな！

ＧＭ：ふっふっふ。

リージュ：このコークスポイントは累るい積せきするんですか？

ＧＭ：いえ、《コークスイグニッション》の効果を受けた後、０に戻もどります。

ヒルダ：累積しないだけマシか……。

ドラン：色々な意味で、長引くと不利ナリ！

ＧＭ：というところで、このラウンドは終了。




●第二ラウンド

行動値

ダビド　　　　24

ギィ　　　　　20

リージュ　　　15

ドラン　　　　14

ヒルダ　　　　２
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ＧＭ：では第二ラウンド。セットアッププロセスでダビドはもうやることなし。

ギィ：オレもない。

リージュ：あたしは《シャインストライク》。

ドラン：ワタシはなし。

ヒルダ：私もない。

ＧＭ：じゃあ、ダビドのメインプロセス。ムーブアクションなし。マイナーアクションで《コークスパウダー》。懐から石炭を取り出すと、それが粉々に砕けてダビドの周囲に舞まう。このメインプロセスで武ぶ器き攻撃が命中した場合、攻撃の対象にコークスポイントを１点付与。

ヒルダ：またかー！

ＧＭ：で、メジャーアクションは《ゲイルスラッシュ》。

ギィ：さすがにここで《インタラプト》は使えないな。何もしない。

ＧＭ：では一回目の《ワイドアタック》に《レイザーストーム》を使用。もう一個こ、石炭を取り出し、それを短剣で切って大だい爆ばく発はつを起こす！　攻撃の対象を場面（選択）に変更する。命中判定は４Ｄ＋18。（ダイスを振る）達成値は30。




　さすがにこの攻撃は誰だれも避けられず、全員命中。




ヒルダ：さて、誰をかばうか……。

リージュ：次も《ワイドアタック》でお姉様とギィさんが攻撃されますから……。

ギィ：ダメージ見てみないと分からないが、一撃は耐たえられると思う。

ヒルダ：……うーん、それじゃ今回は《カバーリング》と《カバームーブ》でドランをかばおう。ギィが二撃目に耐えられないようなら、行動放ほう棄きでカバーする。

ギィ：すまんが、頼む。

ヒルダ：ふっ、これでも防御ならちょっと自信があるんだ。




　そして放たれるダビドの嵐のよう炎の攻撃。これをヒルダは宣言どおり、一発目の攻撃でドランを、続く二撃目でギィを庇いふたりを守りきる。
















ギィ：うおー、女の子にかばわれたぜ。アキナにだってあんまりかばわれてねえのに。

ヒルダ：あなたしか爆弾を解除できないんだ！　素す直なおにかばわれてくれ。

ギィ：分かってる。でも、なんか据すわりが悪いぜ（笑）。

リージュ：さすがお姉様～♪

ドラン：ナイトはほんと堅い。ゼパ様を思い出すわ。

ＧＭ：では次は行動値20のギィ。

ギィ：……よし、進行判定をしよう。

ヒルダ：成功しても、また下げられるぞ？

ギィ：そこはちょいと考えがある。まずは《フィールドワーク》を使用して、クリティカルに賭かける！　（ダイスを振る）ちっ、しなかった。33だから進行値４上昇か。

ＧＭ：ふむ。まだ焰硝石爆弾は保っているようですね。なら、次は……。

ギィ：（セリフを遮さえぎり）ちょっと待った。

ＧＭ：え!?

ギィ：このイニシアチブプロセスで《アデンダム》を使うぜっ！




　焰硝石爆弾の解除を図っても、ダビドが活性化してしまえば、もとの木もく阿あ弥みである。

　なら、《アデンダム》で二回連続で動き、一気にケリを付ける。

　ギィが乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負をかけた瞬間であった……。




ドラン：ここでシナリオ一回の《アデンダム》はもったいない気がするが、仕方ないナリね。

ギィ：ぶっちゃけ、次の攻撃に耐えられそうにないからな（←さっきのダビドの攻撃の一撃目のダメージが尾を引いている）。

リージュ：そこは運もありますし、どうしようもないですね……。

ギィ：だな。では進行判定をするぞ。（ダイスを振る）……って！　ここでクリティカルかよっ!?（一同笑）

ヒルダ：さすが、マルセルの仲間。見事に裏うら目めだ（笑）。

ドラン：しなくてもいい時にクリティカルして、ほしい時にクリティカルしない（笑）。

ギィ：くそー、最初に出れば一発で終わってたのに！　《アデンダム》必要なかったのに――っ!!　（ダイスを振る）４上昇で進行値８。ＦＳ判定成功だ！

ＧＭ：では、見事にギィは焰硝石爆弾を止めることができました（笑）。




　鈍にぶい作さ動どう音おんを発していた焰硝石爆弾はついに作動をとめた。

　あとは、ダビドを倒たおすのみ、であったが……。




ドラン：さて、ダビド。爆弾は止まったナリよ。まだやるナリか？

ＧＭ：ダビドは軽く舌した打うちしたあと、「テメエらを倒したあと、また起動すればいいだけだ」と言います。最初に言ったとおり、ダビドを倒すまで戦闘は終わりませんよ。

リージュ：それじゃ、次はあたし。ムーブアクションでダビドさんにエンゲージ、マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーアクションで《ホーリーヒット》。一回目の命中判定の前に最後の《ギガンティックブロウ》。（ダイスを振る）34。回避判定マイナス１Ｄです。

ＧＭ：それは厳きびしい。（ダイスを振る）17で回避失敗。

リージュ：（ダイスを振る）[image: 112]点の物理ダメージです！　続けて二撃目っ!!　（ダイスを振る）36　!!

ＧＭ：それは無理ぃ!!（ダイスを振る）回避判定は12なので命中。

リージュ：（ダイスを振る）[image: 104]点！　ダビドさんにひっついて、踊おどるように何度もキャリバーを叩たたきつけます！
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ヒルダ：おお、初めて見るリージュの攻撃だ！

リージュ：おじ様の技わざを参考にしてみました～♪

ドラン：使ってるスキルは全然別物だけどな（笑）。

ＧＭ：これでダメージの累積が[image: 300]点超こえたか……。ちょっとキツくなってきた。

ドラン：さて、こっちの攻撃はまだ続くナリよ。《ランニングセット》から《クラッシュバリア》と《ブーストマジック》で《エアリアルスラッシュ》。判定前に真理の書を使用。命中判定は７Ｄ振ふりますよ。

ギィ：ずいぶんダイスを振るんだな。

ドラン：これだけあればクリティカルするナリよ～。（ダイスを振る）…………。

リージュ：（出目を見て）クリティカル、でませんねぇ。

ドラン：う、うるさいナリ（笑）。達成値35ナリ！

ＧＭ：まあ、それでもクリティカルのみだ。（ダイスを振る）ダメですね。命中です。

ドラン：（ダイスを振る）93の直抜ぬけ。

ＧＭ：んー、まだまだです。ドランが放った風の刃やいばに深々と切きり裂さかれますが、一いつ瞬しゆん、苦く悶もんの表ひよう情じようを浮うかべたくらいで、倒れる様子はありません。

ドラン：しぶといナリよっ！

ＧＭ：「へっ、こっちも引けない状じよう況きようでね。まだまだ倒れるワケにゃいかねえ！」と短剣を構かまえ直すダビド。で、全員行動済になったのでダビドが《二回行動》を使用。

リージュ：ならイニシアチブで《クイックヒール》です。一番危あぶないのはギィさんですよね。

ギィ：オレはいい。立っていてもやることがねえ。壁役のヒルダの回かい復ふくが優先だ。

リージュ：……わかりました。それじゃお姉様に。（ダイスを振る）74点回復です！

ヒルダ：ありがとう、ギィ。あなたの分まで戦おう。

リージュ：あとで必ず回復しますから、待っててください！

ギィ：……こう温かい言葉をかけてもらえるのはなんか新しん鮮せん。

ドラン：別にワタシたちも冷たく扱あつかってるワケじゃないナリよ？（笑）

ギィ：わかってるって。ま、エンジェルファイヤーの場合、オレが倒れるところまでが戦術なんだよね～（笑）。

ＧＭ：さて、次はダビドの行動。さっきと同じく《コークスパウダー》のあと、メジャーアクションは《ワイドアタック》。対象はヒルダ、リージュ、ギィですね。（ダイスを振る）命中判定の達成値は30。

ギィ：クリティカルすれば生きてられる！（ダイスを振る）ま、出ないよね。失敗。

リージュ：（ダイスを振る）あたしも命中。

ヒルダ：私は振るまでもなく命中。で、誰だれを《カバーリング》するかですが……。

ギィ：ここはオレがリージュを《カバーリング》する。どうせ、この攻撃でオレは倒れる。

ヒルダ：すまんが頼む。

ＧＭ：ぎらりと笑うダビド。「喰らえ、ファイヤー――ッ!!」ダメージ行きます！　（ダイスを振る）[image: 126]点の〈火〉属性の魔法ダメージ。

リージュ：届とどかないとは思うけど、気持ち的には絶ぜつ対たいかける。《プロテクション》と《ワイドプロテクション》。（ダイスを振る）20点軽減です。

ギィ：それでもやっぱりダメだ。オレは戦闘不能。
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リージュ：ギィさん、ごめんなさい！

ヒルダ：私は《アイアンクラッド》と《スティールクラッド》を。（ダイスを振る）38点軽減。これで20点抜けだ。

ＧＭ：これでダビドは終了。クリンナッププロセスで《コークスイグニッション》。

ヒルダ：私は３点だから60点ロス。残り【ＨＰ】55点。

リージュ：あたしは１点だから20点ロスです。残り26点ですね。

ドラン：けっこう、追おい込こまれてるナリね……。

ギィ：オレも倒れてるしな。

ヒルダ：次までは耐えられると思うが、その次は危き険けんだな。

一同：…………。

ＧＭ：では第三ラウンドへ！




●第三ラウンド

行動値

ダビド　　　　24

ギィ　　　　　20（戦闘不能）

リージュ　　　15

ドラン　　　　14

ヒルダ　　　　２
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ＧＭ：ではセットアッププロセスです。もうリージュだけでしょうね？

リージュ：そうですね。あたしの《シャインストライク》で終わりです。

ＧＭ：じゃあ、早速ダビドのメインプロセス。定番の《コークスパウダー》《ワイドアタック》でヒルダとリージュを攻撃です。「お前たちもそこの男のようにくたばりなっ！」

ヒルダ：ファーンブル♪　ファーンブル♪

ＧＭ：はっはっはっ、さすがにそれはない。（ダイスを振る）ほら、クリティカル！

ヒルダ：な……なんという出目!?

ドラン：ほんとよくクリティカルだすナリねえ。

リージュ：ダメージによっては倒れるかも。（ダイスを振る）回避失敗です。

ヒルダ：１Ｄしか振ふれない私は何もできん。リージュを《カバーリング》します。




　ダビドの猛攻から身みを挺ていしてリージュを庇うヒルダ。さすがに消耗も激しかったが、リージュの《プロテクション》もあり、辛うじて――。




ヒルダ：――立ってる！　【ＨＰ】９点残ったぞ！

リージュ：これでお姉様まで倒れたら、リージュの心にトラウマが残るところでした……。

ＧＭ：「ファファファファッ！　あと一歩だぜ」続いてリージュのメインプロセスです。

リージュ：では……。




　リージュの宣言はヒルダへの《ヒール》。

　これにより、ヒルダは66点の【ＨＰ】を回復した。




ＧＭ：しくしくしく。せっかく残り【ＨＰ】が９まで来てたのにぃ――っ!!

ドラン：じゃあ、次はワタシのメインプロセスナリね。《ランニングセット》《クラッシュバリア》、《ブーストマジック》の《エアリアルスラッシュ》。判定前に宝ほう石せきを使用。エメラルドをバリボリ食べるナリ。

ヒルダ：あの体のどこに口があるんだ？（笑）

ギィ：気にしたら負けだぜ（笑）。

リージュ：ドランさん、がんばってくださいね～！

ドラン：おお、なぜかピアニィ様に応援されているような気分に……。（ダイスを振る）クリティカル～！　リージュ殿、どうもありがとうナリ！
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ＧＭ：ここでクリティカルかっ!!　厳しい……。（ダイスを振る）クリティカルは出ない！

ドラン：（ダイスを振る）[image: 147]点の【魔法防御力】無視ナリ！




　ドランの放った風の刃やいばが、ダビドに向かって放たれた。

　ダビドの意い識しきの隙すきを突つく、急所狙ねらいの一撃。

　回避の暇いとまさえ与えず、風の刃は敵手の身体からだを切きり裂さき、その意識を刈かり取とった。




ＧＭ：ドランの魔ま術じゆつを受けて、ダビドは戦闘不能。「ファッファッファッ……燃え尽きた……ぜ」と呟つぶやいて、膝から崩れ落ちていきます。

ドラン：よし、倒した！　まったく燃えるのは自分だけにしてほしいナリ～。

ＧＭ：では、ここで戦闘を終了しましょう。

リージュ：終わりましたよ～。ギィさん起きて～。

ギィ：戦闘が終わったんで、戦闘不能から回復するぜ。焦こげ焦げの状じよう態たいで、むくり、おはよう～。死ぬかと思ったぜ。

リージュ：そうだ、シーン終わる前に回復だけしておいていいですか？

ＧＭ：それはどうぞ。




　ＧＭの許きよ可かを受けて、各自のポーションやリージュの《ヒール》で回復を図はかる一同。

　消しよう耗もうが激はげしかったようで、持っていたポーション類の大半がここで消えました。

　なお、ギィは《バーサタイル》で《アデンダム》を回復している。




ドラン：けっこう使っちゃったナリねえ。

ヒルダ：あとが怖こわいが……まあ、なんとかなるだろう。

ＧＭ：とまあ人ひと心ごこ地ちついたところでこのシーンは終了しましょう。







◆Middle 06◆心のうちにあるもの




　激闘は終わり、ビルベリは焰硝石爆弾による危機を免まぬがれた。

　だが、残された謎は多い。

　　果たして、バルムンク・ノヴァの真は狙いは何なのか……。




ＧＭ：では、次のシーンです。前のシーンの直後、みなさんの活躍により焰硝石爆弾は起き爆ばくせず、無事に回かい収しゆうできました。

ヒルダ：了りよう解かいした。

ＧＭ：さて、場所は変わって、ビルベリ領主の館です。シーンプレイヤーは……ヒルダにしましょう。みんなで一息入れているところだと思ってください。

ギィ：ふー。とりあえず、爆弾は回収できたが……こいつをどうする？

ヒルダ：……正直な話をすると、こんな危ないものを領りよう内ないに置いておきたくはないんだ。

ドラン：我われ々われが回収して持って帰った場合はどうなるナリ？

ＧＭ：合がつ衆しゆう国こくに持ち帰れば、任にん務むは完了となります。ただ、ギィとドランだけで持ち帰るには大きすぎますね。今回はヒルダに人手を出してもらって、ここまで運んできました。

ギィ：無理か。それなら、マルセルにメッセンジャーを送って、フェリタニアから回収用の人間を寄よこしてもらう。（ヒルダに向かって）交こう渉しようだの何だのは、マルセルとしてくれ。オレたちはそういうのは不得意だからな。

ヒルダ：了解した。マルセル殿の人柄は知っている。話し合いはできるだろう。

ギィ：ま、その段取りがつくまでは、城しろに置いてもらうしかないな。

リージュ：そういえば、オズモッドＫ７先生は、無事だったんでしょうか？

ドラン：すっかり忘わすれていたナリ（笑）。

ＧＭ：はい。ダビドたちのもとから、無事に救出できました。そんなオズモッドＫ７はホッとした様子でこの部屋に顔を見せます。「いやはや、えらい目にあったぞ」

リージュ：よかった～。

ヒルダ：ご無事なようで何よりです。

ドラン：初めましてナリ、錬金術の結けつ晶しよう、ドランナリ。

ＧＭ：「ほほう！　このフォルム、なかなかに珍めずらしいものですな！」

リージュ：む～、あたしには、ただの炊すい飯はんジャーにしか見えないんですが……。

ドラン：失礼な！　ただの炊飯ジャーじゃないナリ！　カレーも煮に込こめるナリ！
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　よく分からないこだわりがあるようだ。




リージュ：お姉様～、やっぱりドランさんがほしいです～！
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ドラン：モテる男はつらいナリ（笑）。

ギィ：調子に乗りやがって（笑）。ところでＧＭ、ちょっとヒルダたちと話をしたいんだが。

ＧＭ：どうぞ。もとより、そのつもりでしたから。

ギィ：ってことで、ヒルダたちと情報交換をしてもいいか、ドラン隊長？

ドラン：ギルドマスターとして承認するナリ（←直前の判定で、クリティカルしている）。

ヒルダ：可か変へん型ギルドマスター、大変だなぁ（笑）。さて、私も落ち着いて話したいと思っていた。派は手でなもてなしはできないが、ゆっくりしていってくれ。




　というわけで、一同はビルベリの領主の館の応接室でくつろぎながら、お互いについて語り会う時を持つことになった。




ドラン：で、早速だがヒルダ殿。焰硝石爆弾の件は、くれぐれもご内ない密みつに、ナリ。

ヒルダ：それだけ大事件ということか。

ギィ：そうそう。で、こっちは「内密にしてほしい」ってお願いする立場なんでな。

ヒルダ：……まあ、焰硝石爆弾に関しては、マルセル殿と話せばいいのだろう？

ドラン：そうそう、堅かたい話はみんなあの男に押おし付つければいいナリ。

ヒルダ：苦労してるんだな、マルセル殿……（笑）。

リージュ：本当ですねぇ～（笑）。……ところで、先さきほど戦ったバルムンク・ノヴァに関して、何かご存じですか？　あたしたちも何回か戦ったことがあるんですが、正体がわからなくて。

ギィ：じゃあ、こちらの知っていることを答えようか。




　ドランとギィがバルムンク・ノヴァについて語った内容は以下のとおり。

・バルムンク・ノヴァは謎のテロリストグループである。

・その目的は、現状分かっている範囲では、この大陸に戦争を起こすこと。

・レイウォール王国の王子ヒューバードが指導者で、バルムンク・ノヴァ一六魔将など強力な幹部がつきしたがっている。




ヒルダ：なるほど……では、バルムンク・ノヴァの指導者の名前を聞いて、私は表情をこわばらせる。……ヒューバード、だって？
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リージュ：ですね。あたしも驚きます。え？　ヒューバードお兄様がバルムンク・ノヴァ？

ギィ：お兄様？　知り合いなのか？

リージュ：あたしのお兄様ですよ。

ドラン：お、おにいさまぁ!?　と、ドランは驚く。プレイヤーは知ってるが（笑）。

ギィ：これ、けっこう重要なやりとりだぞ？　真剣な表情になって聞こう。お嬢じようちゃんは、〝ただ単にピアニィ陛へい下かに似にているだけ〟じゃないのか？

リージュ：あたしがわかるのはヒューバードお兄様から「お前は私の妹だ」と言われていたことだけです。あたしとピアニィさんの関係については詳しいことはわかりません。
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ギィ：で、リージュ。あんたはバルムンク・ノヴァについてどう思ってるんだ？　あいつらは、そのヒューバードが組織した連中だぜ。

リージュ：今まで会ったバルムンク・ノヴァはとても悪いことをしていました。だからあたしは、そんなバルムンク・ノヴァと戦ってきました。

ギィ：……へぇ（←にやりと笑う）。

リージュ：（凛りんとした声で）これからも、相手が悪いことをしている、と思ったらあたしは戦います。

ヒルダ：たとえ相手がヒューバード殿下でも、か？

リージュ：はい。あたしは大好きな人たちのいるこの町を、守るために戦っていますから。

ヒルダ：ふふ、そうやって自分で考えて結けつ論ろんを出すお前が、私は好きだよ。

リージュ：（にっこり笑って）ありがとうございます、お姉様。

ギィ：仲間を守りたいか……。ちょっとわかるぜ。

ドラン：おや、ギィ。熱でもあるナリか？




　珍しく神妙な表情になって言うギィ。




ギィ：茶化すなよドラン。実は、オレが今でもエンジェルファイアーなのは……この大陸から戦争をなくすのが目的さ。

ヒルダ：…………。失礼ながら、ちょっと意外だったな。

ＧＭ：ギィは、一見斜しやに構えて見えますからね。

ドラン：ん？　……ギィは出世が目的じゃなかったナリか？

ギィ：ははは、そんなこと言ってた時もあったな（笑）。でも、出世とか今はどうでもいい。実はな、ピアニィ陛下が言っていたことは、本当にいい話だと思うんだ。……だから、今でもそれを実じつ現げんしたいと思っている。

ヒルダ：そうなのか……。
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ギィ：おう。アキナやマルセルもたぶん、一緒だ。だからあいつらとつるんでる。

ドラン：無む論ろん、ワタシもナリ。将軍としての立場から言って、フェリタニアは「大陸から戦争をなくす」という理想のために戦っていると思っていただきたいナリ。

ヒルダ：……思いは、みんな一緒なのだな。

ギィ：で、オレは領主の部屋の窓まどからテラスに出る。

ヒルダ：どうした？

ＧＭ：そのテラスの向こうには、小さいながらも美しい町並みが拡がっています。

ギィ：なあ、ヒルダさんよ。この町は、いい町だな。

ヒルダ：（うれしそうに）……ありがとう。

ギィ：オレはこんな性格だから、ベルクシーレみたいなでかい都市のほうが好みなんだ。でも、それを抜ぬきにしても、この町は本当にいい町だ。みんな元気で、活気に満ちている。

ヒルダ：……そういってもらえると、とても嬉しい。自じ慢まんの町だよ。ここを守れたのは、あなたたちのおかげだよ。

リージュ：（ぺこりと）本当にありがとうございます！

ギィ：よせよ。馬ば鹿かな貴き族ぞくが作ったくだらねえもんを、オレたちは止めにきただけだ。こっちは最さい低てい限げんの責せき任にんを果たしただけ。むしろ迷めい惑わくをかけちまってすまねぇ。
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ヒルダ：「なるほど、そういう人ひと柄がらなのか」と心の中で思っておこう。

リージュ：ヒルダお姉様の表情を読んで、おふたりとも素敵な方ですよね。と言います。

ドラン：では、ワタシは「いやぁ、礼を言われるほどでもないナリ～」と言って、ぽっと頰ほおを染そめるナリ（笑）。

ヒルダ：金属の肌が紅くなった!?　どうやってるんだ!?

ドラン：錬金術の神しん秘ぴナリ。




　神秘にもほどがある。




ギィ：そうだ、あんたらも気をつけたほうがいい。ヒューバードの部下には一六魔将という手練れがいてな……などと、連中の細かい情報を渡しておこう。

ヒルダ：では、ありがたくその情報を受け取ろう。今回の件からしても、連中がまたビルベリを狙ってくる可能性は否定できない。

ドラン：おお、ギィが信頼関係を築いているナリ。

ギィ：コネクションは大事だからな。

ＧＭ：さて、そんな感じで、和なごやかな時間が過ぎているところに、急な報せが届きます。

ヒルダ：急な報せ？




　ドンドンドン！　扉が乱暴に叩かれる――。

　そして、返事を待たず扉が開き、ふたりの男女の兵士が入ってきた。




ＧＭ：「会談中、失礼!!」「一大事です！」と、慌てた声は、ビルとベリィですね。

ヒルダ：どうした、何があった？

ＧＭ：「それが……」と、言いよどむビル。

ヒルダ：いいから、報告しろ！　情報が伝わらなくては話にならん。

ＧＭ：「は、このたび、外部の魔法による通信を傍受した結果判明したことですが……」




　――統とう一いつ帝ていピアニィが、合衆国に帰き還かんしました！




一同：……は？

ＧＭ：ピアニィが帰還したそうです。
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一同：……なんだってぇ――っ!?


ギィ：うそだろ!?

ドラン：そんなっ!?　ピアニィ陛下はワタシたちに後事を託して、異世界の戦いに赴いたはずナリ!?

ヒルダ：いったい、何が起きているんだ？

ギィ：こりゃ、ＧＭが仕掛けてきたな……。

ＧＭ：ふっふっふ。――では、この衝撃の事実が明らかになったところで、次のシーンに移うつりましょう（笑）。




　ごくわずかな期間で大陸を制せい覇はし、そして大崩壊とともに姿を消した伝説の少女。

　彼女は何のために姿を現わしたのか？

　時代は、今大きく動こうとしていた――。







◆Middle 07◆〝統一帝〟ピアニィ、帰還




　合衆国にひとたびは別れを告げたはずの大陸の覇者ピアニィ。

　その再さい臨りんは、多くの人に驚きを与えた。

　そしてそれは、アルディオン大陸に吹き荒れる、新たな嵐の予よ兆ちようでもあった――。




ＧＭ：さて、次はマスターシーンです。先ほどのシーンよりもしばらく前の出来事です。場所はフェリタニア、ノルウィッチ城じようの前まえ。ピアニィが軍ぐん勢ぜいを前に演えん説ぜつするシーンとなります。

ヒルダ：（大竹さんの方をちらっちらっと見ながら）去ったはずのピアニィが、姿を現わしたと思ったら、軍勢の前で演説!?

リージュ：ほう、ほう！　よかろう、見てやろうじゃないか！

一同：リージュの性格が別物になってる！（笑）

ドラン：目がギラついてるナリ（笑）。

ギィ：大竹さん、完全にプレイヤー視点になってますよ？（笑）

リージュ：はっ！　つ……つい（笑）。

ＧＭ：さて、壇だん上じように上ったピアニィが、朗ろう々ろうと響ひびく声で、こう語ります。




「フェリタニアの勇者のみなさん！　世界平和のための戦いが始まります！」




ヒルダ：世界平和のための戦い……だと？

ギィ：（肩をすくめて）戦いには大たい義ぎがいるもんさ……。

リージュ：…………お。

ドラン：ん？　どうしたナリ？

リージュ：お前は誰だあぁ――っ!!（←地の底から響くような低い声で）

ヒルダ：大竹さん！　今の誰!?（一同爆笑）

ドラン：もはやリージュでもなければ、ピアニィでもなくなってきているナリ！（笑）

リージュ：だって、このピアニィ絶対偽者ですよぉ～！

ドラン：そりゃまあ、今、ピアニィはこんなに長い時間、人前には出れないし（←『無印』の著者）。

ＧＭ：やきもきする大竹さんをよそに、ピアニィはノリノリで演説を続けますよ～。




「あたしの平和的な言葉に耳を貸かさなかった国家への誅ちゆう罰ばつ戦争を開始します!!」




一同：誅・罰・戦・争っ!!

ドラン：こ……これは、ひどいナリ（笑）。

リージュ：（可愛かわいい声で）逆さからうものは、皆みな殺ごろしですっ♪（一同笑）

ＧＭ：（当たり前だが、さすが本物の演技！）……そう、そんな感じです（笑）。そしてますます勢いにのって演説は続くのです。




「手始めに粉ふん砕さいするのは…………メルトランドを侵略したアガルタ公国！」




一同：…………。

ＧＭ：……あ、これ、アガルタ公国への宣戦布告ですから。
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一同：なんだってぇ――――――――っ!?

ヒルダ：あああああ……っ、アガルタにはチコが行っているんだぞ！

リージュ：一応おじ様もいますわ、お姉様！

ドラン：（ぼそり）一応ってなんかひっかかるナリ。

ＧＭ：この演説に先だって、彼女は世界各国に、合衆国に従うよう布告を出したようです。そしてアガルタ公国はそれを拒絶し、合衆国は武力による制せい裁さいを宣言したわけです。

ヒルダ：（シリアスな感じで）くっ、さっきの敵を倒して終わりってことはないと思っていたが。こんなイベントを叩きつけられるとは……。

ギィ：……とは？

ヒルダ：面白くなってきたじゃないか！（笑）

ＧＭ：はっはっは。「この戦いは平和のために避けられぬ道なのです！」と、彼女は涙なみだながらに演説します。

ドラン：なんてことナリ……。

ＧＭ：統一帝に鼓こ舞ぶされた兵士たちは熱ねつ狂きようし、広場は歓かん声せいに包まれています。「フェリタニアに栄光あれ！」「ジークピアニィ！」とか、そんな感じですね。

リージュ：みっ、みんな落ち着いてっ！　だまされてるのよーっ!?（←ピアニィのプレイヤー）
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ヒルダ：リージュこそ落ち着いてっ！　ここはマスターシーンなのよ!?（笑）

ＧＭ：「このたびの戦争で、みなさんを率ひきいてくれるのが……あたしがこれまで不ふ在ざいの間、この国を守ってくれていた、アキナ・ブルックス総そう司し令れい官かん！　そして、軍ぐん師しマルセル・ベルトランです！」手を差さし伸のべるピアニィのそばには、赤毛の少女騎き士しと、青いローブ姿の青年が控ひかえています。

ドラン：アキナァァァァァ！　なにやってるナリ――っ!!


ヒルダ：こ、これは……。アキナとマルセルがアガルタ公国を攻めるだと？

ＧＭ：さて。紹しよう介かいされたアキナは、無言のままピアニィの隣へ立ちます。

ギィ：ちなみに、アキナの表情は？

ＧＭ：感かん情じようを押し殺している様子が窺うかがえます。アキナは努めて冷静な声で、兵士たちに「あたしがみなさんを率います。よろしくお願いします」と簡かん潔けつに挨あい拶さつします。

ヒルダ：何か事情がありそうだな……。偽者に従わざるをえないような……。

リージュ：ううっ、アキナちゃん！　アキナちゃん!!　アキナちゃあああ――ん!!

ＧＭ：演説を終え、壇上を降おりたピアニィはアキナに密着せんばかりに近づきます。そして、彼女の豊かな赤毛を軽く弄びながら、周囲に聞こえぬよう、ピアニィは囁ささやきます。




「わたくしたちの理想は、神や悪あく魔まの干かん渉しようを受けない、選ばれし人々による世界を創そう造ぞうすることです」
















　ピアニィの姿をした〝誰か〟は、口元に薄うすく笑えみを浮かべたまま、フェリタニアの第一の騎士に甘あまく囁く。

「あなたとは何度も戦ってきましたし、何度も煮にえ湯ゆを飲まされてまいりました。ですが、アキナ・ブルックス……わたくしの同どう志しになりませんか？」

　それに対してアキナは……。




ヒルダ：……アキナは？

ＧＭ：……まだ八巻かんの収しゆう録ろくが終わっていないので、なんと答えたかはわかりません。

ドラン：もったいつけるなあ（笑）。これは八巻の展てん開かいが気になるナリ！

リージュ：うえ～ん、アキナちゃんがかわいそうだよぅ……！　本物のピアニィはなにをやってるのっ!!

ドラン：『無印』九巻のあとだからねぇ、何をしてるやら。

ＧＭ：本物のピアニィは三分間だけしかこの世界にはいられませんから。

リージュ：ああもうっ！　この役立たずめーっ!!　ばーんばーん!!（←テーブルを叩く動作）
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ヒルダ：リージュ、どうどう（笑）。

リージュ：ぜー！　ぜー！

ギィ：大竹さんのリアクションがいちいち面おも白しろい。

ＧＭ：この演説を受け、大いに盛り上がったフェリタニア合衆国軍は、アガルタ公国へ向け出陣して行きます。この戦いには合衆国に従った諸国も参加します。

ギィ：どういった構成だ？

ＧＭ：ゴルフォード軍、レイウォール中央政せい権けん軍、レイウォールアライアンス軍、メルトランド軍、そして神しん聖せいアンリ帝てい国こく軍なども参加しているとのこと。

ドラン：こりゃアガルタ公国じゃ支え切れないナリ。

ギィ：ヤバそうな国が多いな……。

リージュ：よくそんな混こん成せい軍をまとめられますねぇ～。

ヒルダ：そのあたりは、マルセル殿の手腕だろうな。

ドラン：そんなとこだけ無む駄だに有ゆう能のうナリ！　というか、【知力】担当の軍師が偽ピアニィにしてやられてるんだから、無能ナリ!?

ヒルダ：やはり、何か事情があるのだろう……。

ギィ：マルセルのことだから、また、策が裏目に出てるのかもな。

ヒルダ：それにしてもこれは本当にまずいぞ！　チコぉ～っ！　ギデオン～！　無事でいてくれ～っ！

ＧＭ：ではこの辺で、マスターシーンを終了します。







◆Middle 08◆予言者は語る




　帰還した統一帝ピアニィは、各国へ服ふく従じゆうを求める布ふ告こくを発した。

　突とつ然ぜんの出来事をいぶかしむ四人に、未来への展望は見えない。

　そんな彼らの前に、現われたひとりの少年。彼は皮肉げに笑って予言の言葉を紡つむぐ……。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはギィ、場所は前のシーンから引き続き、領主の館やかたの応おう接せつ室しつとなります。全員登場です。

ギィ：前のシーンのような情報をビルとベリィが説明してくれたというわけだ。

ＧＭ：そういうことになります。

ヒルダ：思わず、フェリタニアの人たちの顔を見てしまう……。

ギィ：（渋しぶい顔で）そんな顔で見られても困る。こっちもまるで蚊か帳やの外だったんでな。

ＧＭ：で、さっきのシーンの演説は何日か前の話。合衆国と同調する諸国の軍は現在アガルタ公国を包ほう囲いしてしまいます。以後、この軍をピアニィ軍と呼こ称しようします

一同：なんだってぇ！




　各かく軍ぐん勢ぜいとアガルタ公国の状況は次の地図を参照していただきたい。
















ドラン：くっ、やはりマルセルは無駄に有能ナリ！

ギィ：ああ、さっき名前が出なかったグラスウェルズとかの動きはどうなんだ？

ＧＭ：「グラスウェルズ王国、アガルタ公国、バウエス公こう領りよう、ベルリールは、同調していないようです」

ヒルダ：なるほど。

ＧＭ：そしてピアニィの帰還と、〝統一帝〟による大陸統一の動きを受け、大だい統とう領りよう選挙は無期延えん期きとなってしまいます。

ドラン：……ギィ、我々はいったんフェリタニア軍の方へ向かうナリか？

ギィ：そうだな。ともかく、マルセルに会いに行こう。

リージュ：あの、どうかお気をつけて……。

ドラン：世話になったナリ！　じゃあここで、親友の証あかしとして……ワタシの形のストラップをあげよう（一同爆ばく笑しよう）。
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リージュ：わーい♪（笑）

ＧＭ：そこに「おやおや？　ここで帰っちゃってもいいのかい？」という声がします。

ドラン：へ？　誰かいるナリか？

ＧＭ：いつの間にか、フードをかぶった生意気そうな少年が部屋の中に立っています。

ヒルダ：……ここでマーリンか！




マーリン

『ゲッタウェイ』シリーズに登場する旅の予言者。ＰＣたちが困こまっているときに現あらわれ、予言を残していく謎なぞの少年である。予言はもちろん、今日のラッキーカラーも教えてくれる。
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ギィ：お？　あんたたちの知り合いか？

ヒルダ：ああ、えっと……（リージュを見る）。

リージュ：知り合いといいますか……（ヒルダを見る）。

ヒルダ：（ものすごく微び妙みような表情で）えーと……たまにやって来る……よ、予言、者……？

ギィ：はぁ？　予言者ぁ？

ヒルダ：くっ、分かってはいたけど、口に出すとあまりにも胡う散さん臭くさすぎる……!!（笑）

リージュ：えっと、知り合いと言えば知り合いですよねっ。何度か助けてもらいました。

ギィ：へぇー。

ヒルダ：さすがに今までのことがあるから、もうムゲにできない……。で、今回は何だ？

ＧＭ：「ふふふ、ここはこのボク。偉い大だいな予言者様であるマーリンの出番かと思ってね！」

ドラン：なんか、藤ふじ井いさんと比くらべてかわたなが演えんじるマーリンは……すごくうさんくさい！

ＧＭ：ほっとけ!!

リージュ：お話を聞いて損はないと思いますよ？　よく当たりますから～。

ドラン：じゃ、ひとつ予言とやらをお願いするナリ。

ＧＭ：「そうだねぇ、ボクの予言によれば……このまま帰れば、君たち、捕つかまるよ？」

ギィ：そりゃまた、なぜだ？

ＧＭ：「そこまで詳しよう細さいなビジョンは見えなかったよ。ただひとつ言えることは、君たちの存そん在ざいは、今ノルウィッチにいる〝ピアニィ〟にとっては邪魔だろうってこと」

ドラン：ワタシたちがピアニィ陛下に捕まる？

リージュ：だからそのピアニィは何者なのぉっ!?

ギィ：……へ。根拠があやふやで、細かいことは不明と来たか。じゃあ、はいそうですか、とは言えないぜ。

ドラン：フ、それに仲間のもとに帰らずに後こう悔かいするならば、帰って後悔するのがワタシたちエンジェルファイヤーの生き方ナリ。とキュピーンと目を輝かせて言おう。
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一同：おお！

リージュ：ドランさん、かっこいいです！

ドラン：……でも、まんまと捕まっちゃったら、ワタシたちはどうすればいいナリかねぇ？

一同：ダイナシだぁ――っ!!（一同爆笑）

リージュ：いい話かと思ったのに～（笑）。

ヒルダ：菊池さん、そのオチを付けるために格かつ好こうつけたでしょ！（笑）

ＧＭ：はっはっは。それは「予言を聞いたうえで、自ら窮きゆう地ちに陥おちいるなら、それはその人の運命さ」とマーリンは部屋の出口に向かおうとしますが……最後に――。

一同：おや？

ＧＭ：「あ、ラッキーカラーは紫だから」と言って、マーリンは去っていきます。

ギィ：紫ねぇ……。さて、オレたちも行くか……。なにはなくとも、アキナたちと合流しないとな……。

ドラン：そうナリね。イヤな予感がしようとも、帰還せねばならんナリ…………が。

ヒルダ：……が？

ドラン：…………（チラっとヒルダとリージュの方を見る）。

ギィ：…………（チラっとヒルダとリージュの方を見る）。

ヒルダ＆リージュ：…………？

ドラン：こんな時は…………引きとめてくれてもいいナリよ？

ヒルダ＆リージュ：なんですとぉ――っ!?（一同爆笑）

ギィ：ほら（笑）。オレたち立場的には仲間のもとに行かなきゃならんのだが。出された情報を検証するに、残った方が良さそうじゃん？（笑）

ＧＭ：すごいぶっちゃけが出た！（笑）

リージュ：ギ、ギィさん！（笑）

ヒルダ：実は私も、ふたりになんとか協力を求めたいと思案していたのだ（笑）。

ドラン：おお、それは好都合ナリ。

ヒルダ：では……。（真面目な表情になって）改めてお願いしよう。今回の件はあなたたち、エンジェルファイヤーだけの問題ではない。私たちにも関係があることなのだ。

ギィ：ヒルダたちにも関係がある……か。

リージュ：ええ。アガルタ公国には、あたしたちの仲間、チコとギデオンがいるんです。

ドラン：先ほどもその名が出ていたが、アガルタに仲間が取り残されているナリか。

ヒルダ：そうだ。そして、おふたりは今回の合衆国の軍事行動に不審な点を感じないか？

ギィ：確かに、合衆国の急な方針の転換は異常だ。

ヒルダ：私はその真相をつかみ、仲間を助けたいと思う。一緒に協力してくれないか？

ギィ：（ドランの方を向いて）ギルドマスターさんよ、ここはヒルダたちに協力し、状況を見極めて動いたほうが良さそうじゃねぇか？

ドラン：確かに、うかつに合衆国に戻っても、いいことはなさそうナリ。うむ……（大きく頷く）。ここは〝ゲッタウェイ〟と協力するナリ。

ヒルダ：ありがとう。ドランにギィ。

ドラン：礼を言うのはこっちナリ。出会って間もないワタシたちを信用してくれるとは、中々できることではない。

ギィ：そうだな。この町はいい領主をもったもんだ。

リージュ：当然です！　ヒルダお姉様なんですから。

ヒルダ：こらリージュ！（笑）　共に戦い、話し合ってみて初めて分かった。あなたたちは信頼に値する人物だ。この苦境を乗り切るため、協力願いたい。

ドラン：分かったナリ――！　とヒルダと握手をしよう。

ヒルダ：私もその手を握り返す。




[image: ]




リージュ：お姉様！　ドランさん！

ＧＭ：では、協力が正式に決まったところで、シーンを終了します。







◆Middle 09◆マルセルからの使者




　合衆国軍に包囲され、アガルタ公国は絶体絶命の危機に陥った。

　その渦か中ちゆうに取り残されたチコとギデオンもまた、同様の窮きゆう地ちにある。

　ふたりの安否を気遣うヒルダとリージュの前に訪れた人物は……。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはリージュ。場所は相変わらず領主の館の応接室。全員登場です。このシーンで今後の方ほう針しんを立ててください。

ドラン：簡かん単たんに言ってくれるナリ。

ギィ：まず状じよう況きようを整理しようぜ。




　地図を広げて相談をはじめるプレイヤー一同。




ヒルダ：方針を決める前に今何が問題なのかを整理しよう。正直色々な事じ態たいが一度に押おし寄よせてきていて整理が追いついていないんだ。

リージュ：では今はこんな感じですよね（←と紙にペンを走らす）。




・統一帝ピアニィが復帰、フェリタニアの実じつ権けんを握にぎった。

・アキナとマルセルによって指揮された合衆国と諸国の軍が、アガルタ公国を包囲している。

・アガルタ公国にはチコとギデオンが取り残されている。

・ピアニィに従う国は今のところ、ゴルフォード王国、レイウォール中央政権、レイウォールアライアンス、メルトランド王国、神聖アンリ帝国。




ギィ：ふむ。このまま放ほうっておくと、ピアニィ（おそらく偽にせ者もの）によって、大戦争が起こされかねないことだな。

ヒルダ：なるほど。合衆国の横暴がすぎれば、グラスウェルズ王国やバウエストンなどの勢力による対ピアニィ大同盟の動きが出ても不思議はない……か。

ギィ：へぇ。さすがはゴーダ伯の養女だな。大陸全体を見る視野があるじゃねぇか。

ヒルダ：私の視野などお義と父うさまの足下にも及ばないさ。

ドラン：ともかくそうなれば、大陸をふたつに割っての大戦争の勃ぼつ発ぱつというわけナリね。

ヒルダ：我々にとっても対岸の火事ではすまされない問題だな。

リージュ：そ、そうですね。アキナちゃんとかチコちゃんとかの心配ばかりしてました。

ドラン：原げん因いんと結果だからあながち的外れでもないナリ。

ヒルダ：問題を放置しないなら取り得る方針は大おお雑ざつ把ぱにふたつ、か。

ドラン：ノルウィッチの方を何とかするか、アガルタ公国に向かうかどちらかナリね。

ＧＭ：さて、そのような話し合いをしている中、ヒルダの応接室のドアがノックされます。

ヒルダ：はい、どうぞ。

ＧＭ：するとベリィがドアを開けて部屋に入ってきて、ヒルダに尋たずねます。「フェリタニア軍ぐん師し、マルセルの使いだと名乗る者がビルベリに立ち入る許きよ可かを求めています」

ドラン：マルセルの使い！

ＧＭ：「エンジェルファイヤーのギィ、ドランの両名に会いたい、と言っております」

ギィ：ああ、マルセルに報ほう告こくを出していたな。

ドラン：使者はいったい誰ナリか？

ＧＭ：使者は、リーニャ・パフェットという、軍でマルセルのサポートをしていた女性です。読者投とう稿こうキャラですね。彼かの女じよは町の下から「の、乗せてくださーい！　ここで乗せてもらわないと、わたくし、い、行いき倒だおれです～！」と叫さけんでいます（笑）。




リーニャ・パフェット（16歳さい／女／ヒューリン　投稿者：埼玉県　びんさん）

　旧アヴェルシア出身の女じよ性せい。アヴェルシアの服ふく属ぞくの際さいに両親を失い、ブルックス家に引き取られる。引ひっ込こみ思じ案あんな性せい格かくであるが、事じ務む仕事を得意としている。そんな彼女をエルゼリエは政せい務むに忙ぼう殺さつされるマルセルに紹しよう介かいした。その結果、フェリタニア軍の補ほ給きゆう・経けい理り仕事を担たん当とうするようになった。
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ギィ：オレたちそいつの顔知ってる？

ＧＭ：はい、顔見知り程てい度どですが。

ヒルダ：知り合いか？　ならば、すぐに許可を出すぞ。

ギィ：ああ、頼たのむ。

ＧＭ：するとリーニャは「眼鏡めがね、眼鏡～」と言いながらビルベリに乗ってきます。

リージュ：リーニャさん、眼鏡はおでこにありますよ（笑）。

ＧＭ：「はっ！　ほ、本当だ！　助かりました～」（笑）そしてリーニャは、「フェリタニア軍師マルセル様から……」と言いかけたところで、リージュの容姿に気づき「えっ!?　ぴ、ピアニィ陛へい下か!?　……ではなくて、もしやリージュさん？」と驚おどろきます。

リージュ：ふぇ？　そ、そうですけど。どうしてご存じなんですか？
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ヒルダ：……（ポンと手を打つ）ああ！　合衆国軍は、ピアニィそっくりのリージュを確保しようと軍を動かしていたからな。マルセルの部下ならリージュを知っている者もいるか。

ＧＭ：そんなところです。リージュの存在は微妙な案件なので、マルセルの周囲や合衆国軍の上層部だけしか知りませんが……。さて、彼女は用件を続けます。「マルセル様からドラン様、ギィ様宛の手紙を預あずかってまいりました」

ドラン：なるほど。だが本当にマルセルからの手紙という証しよう拠こはあるナリか？

ヒルダ：私わたしが《インサイト》を使おう。リーニャの様子を横から見て、ウソかどうか判はん断だんしようと思うが……。




《インサイト》

　洞どう察さつ力りよくに優すぐれていることを表ひよう現げんするスキル。はったりや噓うそを見み抜ぬく【精せい神しん】の判はん定ていに＋１Ｄする。ただし、噓で隠かくしている内ない容ようやなぜ噓をついたのかまでは分からない。




ＧＭ：了りよう解かいしました。では判定してみてくださいな。

ヒルダ：（ダイスを振ふる）ど、どうしよう、出目がいい……（笑）。




　……そこは、動どう揺ようするところなのだろうか？




ヒルダ：13、合計で22だ。

ドラン：すばらしい！　エクセレント、ナリ。

ＧＭ：ではヒルダはリーニャがウソをついていないことが確かく信しんできます。

ギィ：ならひと安心だ。さーて、手紙を開けるか！

ＧＭ：手紙には「前ぜん略りやく。ギィ様、ドラン様。無事にお過すごしでしょうか？」

ギィ：マルセル！　何を悠ゆう長ちように前置きを書いてるんだよ！（笑）

ＧＭ：「ノルウィッチ城じようで人ひと質じちになっているスリス様とイザベラ様を救出してほしい」
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ギィ：何だとっ!?

ＧＭ：「おふたりを人質にされているため、私とアキナは、バルムンク・ノヴァのグリンダに協力せざるを得ないのだ」
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ギィ：これでピアニィ陛下はグリンダの変へん装そうと確かく定ていしたか……。

リージュ：そうだと思っていました！（笑）

ＧＭ：続けますね。「スリス様とイザベラ様は、ノルウィッチ城で秘密裏に監かん禁きんされている。おふたりを救出してくれれば、アガルタ公国への攻こう撃げきを回避できるだろう」

ドラン：人質さえなければ、総司令官のアキナの意志で軍を統率できるナリね。

ＧＭ：「だが、早く事態を打開しなければ、アルディオン大陸が遠からず大戦争につつまれるだろう」と書いてあります。

ヒルダ：なるほど。

ギィ：要するに、スリスたちを助け出せば、マルセル殿どのとアキナ殿が、グリンダの言うことを聞く必要がなくなり、アガルタ公国を攻せめるのをやめさせることもできるんだな。では、いつものように手紙に火をつけて燃もやす。

ヒルダ：証しよう拠こ品ひんは残さない、ってことか。

リージュ：かっこいいですねぇ。

ＧＭ：ああっ、まだ焼かないで！　まだ、ふたつ情じよう報ほうが残ってます！

ギィ：慌あわてて手紙の火を消すぞ！

リージュ：かっこ悪いですねぇ（笑）。

ギィ：何だよ！　恥はずかしいよ！　早く読み終われよ、オレ！（一同笑）
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ＧＭ：「グリンダの部下、〝甘い罠ハニートラップ〟のイーハというバルムンク・ノヴァがいる」

一同：ハニートラップ!!（笑）

リージュ：すごい名前ですね！（笑）

ドラン：思いっきり、人を操る能力を持ってそうナリ。

ギィ：ありそうだぜ（笑）。

ＧＭ：「そいつが、ノルウィッチ城にいるグリンダの下について、城を取り仕切っている。くれぐれも気をつけるように」

ギィ：あとひとつは？

ＧＭ：「やつらはコントロール・ロッドを再さい奪だつ取しゆし、巨大ロボット・ノルウィッチ城をコントロールすることが可か能のうな状じよう態たいにある」

ヒルダ：ということは……下手をすれば、キャッスル・ノルウィッチがアガルタ公国に攻め込む、みたいな展開もあるのか！

ドラン：それは、凄まじい絵え面づらナリ！（笑）

リージュ：楽しそうですね～♪（笑）

ギィ：いやいやお嬢じようちゃん、そうなったら真ま面じ目めにやばいからな？（笑）

ＧＭ：「伝えたいことは以上だ。最後に言っておきたいことがある……」

ヒルダ：ちょ、ま、待つんだ……！（笑）

ＧＭ：最後はこう締しめくくられています。「お前たちなら、必ずなんとかしてくれる。と信じている！」

ドラン：そんなこと言うなぁぁぁぁぁぁナリ！（一同笑）
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ギィ：こいつはヤバくなってきたぜ（笑）。

ヒルダ：制止も間に合わなかった（笑）。

リージュ：そ、そうなんですか？

ギィ：ああ、あの男の裏目はあなどれねぇ！（一同笑）

ヒルダ：お約束というヤツだな（笑）。




　ともあれ情報は伝わった。

　ノルウィッチに戻もどり、スリスとイザベラ救出を主張するギィとドラン。

　だが……。




ヒルダ：待って欲ほしい。人質を救出したとして、その後はどうするんだ？

ＧＭ：基き本ほん的てきには八巻かんに続く、ということになる予定ですが。

ヒルダ：だとすると、人質を助け出すだけでは事態の根本的な解決にはならないんじゃないだろうか？

ギィ：根本的解決？

ヒルダ：人質を救出してアガルタ公国への包ほう囲いを解といたとしても、ノルウィッチには偽者のピアニィが残るだろう？

ドラン：人質を救い出せばグリンダは逃にげ出だすかもしれないナリ。




　ＧＭとしてはそのつもりであったが……。




ヒルダ：だとしても、偽統一帝としてあちこちに出しゆつ没ぼつされたら面めん倒どうだ。きっちりその可か能のう性せいを潰つぶさないと事じ件けん解決とは言えない。

ギィ：そうだな。そのとおりだ。

ドラン：でも、具体的にどうするナリ？

ヒルダ：実はさっきのリーニャのリアクションを見て思いついたんだが……。




　ここで自らの思いつきを披ひ露ろうする渋しぶ沢さわさん。




一同：そ……それは面おも白しろいっ!!

ドラン：それが実じつ現げんできたら確かに完全勝利ナリよ！

ギィ：グリンダに吠ほえ面づらかかせてやろうぜ！

リージュ：さすがはお姉様！　名案です。




　盛もり上あがるプレイヤーのみなさん。

　……実はＧＭとしてはかなり焦あせっていたのだが……。

　しかし……。




ＧＭ：とはいえ、その案を実現するにはスリスたちを救い出して、かつノルウィッチを解かい放ほうする必要がありますよ？　それはどうするんですか？

ギィ：それについてはオレにアイデアがある！（良い笑顔）
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ドラン：ワタシにもあるナリ！（良い笑顔）

ＧＭ：…………。嫌いやな予感しかしません（笑）。




　というわけで、「アイデア」を語るギィとドラン。

　それに対して……。




ヒルダ：さすがに……それは逡しゆん巡じゆんするな。ビルベリの領主としてすぐには同意しかねる。

リージュ：お姉様……。

ギィ：……まあ、確かにヒルダたちはそう言わざるを得ないだろうな。

ドラン：確かに。

ヒルダ：いえ、プレイヤー的にはとても面白いと思うんですよ。このビルベリをノルウィッチにぶつけるというのは。




　そうなのだ――。

　ギィとドランの提てい案あんはビルベリを動かしてノルウィッチにぶつけ、その混こん乱らんに乗じてスリスとイザベラを救い出し、さらにとある作戦も実じつ施ししようというもの。




ヒルダ：そもそも、この町は動かせるようになってるのかな？

ＧＭ：方向などはコントロールできるようになっています。オズモッドＫ７がアンバーの面倒を見てあげれば、ある程てい度どは操そう縦じゆう可能です。

リージュ：ビルベリをぶつければ、ノルウィッチに乗り込める？

ＧＭ：（少し考えて）…………乗り込めます。古代の超技術で作られた移動都市ビルベリを止めるには、焰硝石爆弾のような超破壊兵器が必要です。その堅けん牢ろうさを考えれば、少なくともノルウィッチに到着はできるでしょう。

ギィ：ふむ。

ＧＭ：もちろん、変装して侵入といった手段もあります。まあ、これは判定の可能性が生じるとお考えください。

ドラン：ようは、目立ちまくるけど、確実にノルウィッチに乗り込める手段ナリね。

ヒルダ：なるほど……。だが、やはり領主として町の人たちを危き険けんな目に遭わせるわけにはいかない。

リージュ：お姉様……。

一同：うーん。

ドラン：……でも町の人たち自身の意い志しはどうナリかね？

ヒルダ：ビルベリ住人の意志？

ドラン：このままだと敬けい愛あいするギデオンや、メルトランドの人たちが信しん仰こうするチコに生えているヒースの芽もピンチなり。

ヒルダ：それはそうだけど……。

ギィ：ＮＰＣである町の住人の意志を俺たちが勝かつ手てに想像しても始まらないだろ。ＧＭ、そのあたりはどうなんだ？

ＧＭ：ではこうしましょう。もし、ビルベリをノルウィッチ城にぶつけようというのなら、次のシーンでみなさんは町の人々と話し合ってください。そもそも多くの住民たちは、今現在、合衆国で起きている事件の詳細を知りませんし、チコとギデオンの危機も知りません。

ギィ：さっきのビルとベリィの報告は、入ったばかりの情報だろうからな。

ドラン：町の住民にまで拡がってはいなさそうナリ。

ＧＭ：そして。適てき当とうな修しゆう正せいを付けてヒルダに判定してもらいます。誰がどんなことを言い出すかわからない以上、それ以上は現げん時じ点てんで決められません。

一同：なるほど。

ギィ：あんまり酷ひどいことを言うと判定なしで失敗する可能性もある、と（笑）。

ＧＭ：その判定に成功すれば、町の住民はみなさんの作戦を受け入れるでしょう。

ヒルダ：（しばし考えて）……私はその案でいい。住民と対話することで見えてくることもあるだろう。

リージュ：あたしも賛さん成せいです。

ドラン：なら、決まりナリね。

ＧＭ：それではここで一度シーンを切りたいと思います。







◆Middle 10◆いざ、ノルウィッチへ




　ヒルダは、住民を一箇か所しよに集めた。

　かつて、ビルベリの方針を決めたときと同様に都市の住民と話し合うためである。




ＧＭ：さて、では次のシーンです。町のみなさんと話し合ってください。

ヒルダ：了解。うう、いきなり緊きん張ちようしてきた……（笑）。

ＧＭ：というわけで、シーンプレイヤーはヒルダ、全員登場です。場所は領主の館やかたの前の広場。可能な限り多くの町民に集まってもらったイメージです。

ギィ：そんなに緊張するな。大体結果は出たも同然だしな。

リージュ：えっ？　そうなんですか？

ギィ：ああ。見てればわかる。

ヒルダ：うわー。なんか怖こわいなあ（笑）。

リージュ：とにかくお姉様、がんばって～！

ＧＭ：やがて町の主だった人たちが集まってきました。「領主様が何を話すのか」と待っています。

リージュ：お姉様、準じゆん備びができたみたいです。

ヒルダ：あーうー、みんなのいる前で演えん説ぜつするのは、これで二回目だけど……慣なれないなあ……（笑）。

ＧＭ：覚かく悟ごは決まりましたか？（笑）

ヒルダ：ええい、行くぞーっ！（笑）




　凛りんと背せ筋すじを伸のばした年とし若わかき女領主は、都市の住民たちの前へと立った。
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「みんな、大事な話がある！」

　広場が静せい寂じやくに包まれ、集まった人々は固かた唾ずを呑のんで次の言葉を待つ。

　人々の顔を静かに見回し、ヒルダは深く息を吸すって、声を放った。

「統とう一いつ帝ていピアニィが、フェリタニア合がつ衆しゆう国こくに帰き還かんした、という知らせがあった！」

　小さざ波なみのように、どよめきが広がっていく。目を見み張はる人々を手で制せいし、さらにヒルダは声を張はった。




ヒルダ：だが！　そのピアニィは……偽者なんだ！

ＧＭ：「何だって!?」「どういうことだ!?」あまりにも信じがたい言葉に、町の人々もひどく驚おどろいています。

ドラン：そうナリ、そうナリ（←うなずいている）。

ギィ：（民みん衆しゆうになって）「偽者なのか？」「なぜ偽者が？」

リージュ：（民衆になって）「よくわからないけど」「ヒルダ様がそう言うなら、そうに違ちがいない！」どよどよっ。

ヒルダ：まだ納なつ得とくするには早いんじゃない!?（笑）

ＧＭ：確かに、「いったいヒルダ様は何を言い出すんだろう」と、困こん惑わくしている人もいます。

ヒルダ：にわかには信じがたいだろう。だが、その偽ピアニィによって、今まさにアガルタ公国は包囲されている！　あの場所には、チコ・Ｈ・ワトソニー、そしてギデオン・ガバドンがいる！

ドラン：「何だって!?」「チコ様が!?」「ギデオンさんが!?」（笑）

ＧＭ：そう言うと人々は騒さわぎ出します。チコもギデオンも、町の住人にとって大切な仲間ですから。

ヒルダ：だから、偽ピアニィの陰いん謀ぼうを食い止めないといけない。そしてそのために……。




　「ビルベリをノルウィッチにぶつけようと思う」

　ヒルダが言い切ると、さすがに町の住人は沈ちん黙もくした。

　重い空気が部屋一いつ杯ぱいに広がる。




リージュ：そりゃ黙だまりますよね。

ヒルダ：下手をすれば、町ごと全ぜん滅めつだからな。そりゃ慎しん重ちようになるさ。

ギィ：（にやにやと笑いながら）すると、町の住人のハンスがこう質しつ問もんをするんだ。

ヒルダ：ハンス？　誰？

ギィ：今思いついたＮＰＣの名前だ（笑）。とにかくハンスは言うぞ。「もし我々が反対したら、ヒルダ様はどうするおつもりですか？」

ヒルダ：別にどうもしない。そのときは町はここに残して、私とリージュで…………。

ヒルダ＆リージュ：あっ！

ＧＭ：なるほど。そういう話なら町の人たちはこう言いますね。「ヒルダ様とリージュ様だけを危険な目には遭わせません！」「俺おれたちもお供ともします！」

ドラン：（町の住民になって）「水くさいですぜ姐あねさん！」「偽ピアニィの命たま殺とったる！」

ヒルダ：ヤクザの出入りかっ!!（笑）　くっ、だがちょっと泣ける！

ギィ：まあ、決まりだな。ヒルダとリージュだけをノルウィッチに行かせるなんて、町の住人が賛成するはずがない（にやにや）。

ヒルダ：ううっ！　嵌はめられた気がする……。

リージュ：この辺はプレイヤーの年季の違ちがいですね。

ヒルダ：……ええい！　もう言葉を取とり繕つくろっても仕方ない。




　ヒルダはまっすぐに、町の人々を見つめた。

　「ビルベリはこれよりノルウィッチへと進路を取る！」
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ＧＭ：再ふたたび。しん、と静まり返ります。そのあと、ひとつふたつと拍はく手しゆが鳴り、やがて大きな拍手となります。「やりましょう、ヒルダ様！」「どこまでもついていきますぜ、ヒルダ様！」「みんなのために戦いましょう！」という歓かん声せいも聞こえます。

ギィ：それで、判定は？

ＧＭ：この展てん開かいなら判定は不要だと判断します。確かに、この町の住人がヒルダとリージュを見み捨すてるわけがなかった。

ヒルダ：みんな、ありがとう……諸しよ君くんらの勇気に、思いに、感かん謝しやする。

ギィ：やっぱりヒルダは、市民に慕われてるな。日頃の行ないが良かったんだろ？（笑）

ドラン：（ギデオン風に）これが、この町の領主さまなのさ（笑）。

リージュ：ドランさん、キャラがぶれてます（笑）。

ヒルダ：（素すに戻もどって）あ、あまり褒ほめないでください、恥ずかしいから……（笑）。

ＧＭ：それはそれとして、領主として町のみなさんに声を掛かけてください。

ヒルダ：わかりました。じゃあ、非ひ戦せん闘とう員いんを降おろして近くの村に預あずけたりして……。

ドラン：それはフェリタニアの将軍ドランが手伝うナリ。

ヒルダ：じゃあ、準備がすんだら号令を掛かけます。

ＧＭ：了解です。ヒルダが号令を掛けたところでシーンが変わります。それではどうぞ。

ヒルダ：では言います……。




「いざ！　ノルウィッチへ!!」







◆Middle 11◆恐るべき陥かん穽せい




ＧＭ：ではここでマスターシーンです。

一同：おっ？




　グラスウェルズ王都ベルクシーレ。

　その王城で、若き国王フィリップが命令を下す。

「アンソン伯、直ただちに動員可能な全兵力をもって、シャールズベリの救援に向かえ！」

　グラスウェルズ王国軍師アンソン伯はひざまずき受命した。

「アンリ軍の動きに合わせ、既に幻げん竜りゆう騎き士し団だんと白はく竜りゆう騎士団をアガルタ公国領付近に展開済みにございます」
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ドラン：さすがアンソン。有能ナリ！

リージュ：本当にＮＰＣのアンソンさんは有能ですよねぇ。

ヒルダ：うん。さすがはＮＰＣのアンソン伯だ。

ドラン：しくしくナリ……。

ＧＭ：そして一方……。

一同：おおっ？




　波を蹴けたてて艦隊が南下していた。

　目指すはシャールズベリ。




ギィ：艦隊？

ドラン：なるほど！　オープニングでＧＭが大した意味もなく話題にしていたのはこのためだったナリね!!

ギィ：あの手紙の件だな。

ヒルダ：……あ！

リージュ：もしかして！　リディルさんが!?

ＧＭ：はいはい。描写を進めますからね。




「なあ、兵隊クン。なんで俺たち船に乗ってるんだ？」

　顔を蒼そう白はくにして船ふな酔よいに耐えているらしい偉い丈じよう夫ふに、眼鏡にベレー帽を被った生き真ま面じ目めそうな男が面倒くさそうに答える。

「何度も説明したろ、シャールズベリに補ほ給きゆう物ぶつ資しを送り込むため制せい海かい権けんを確保するんだと」




ギィ：このふたりは……バヤンとカルロスか。
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ドラン：制海権を押さえてシャールズベリを援護するナリね。

ヒルダ：なるほど。そういう目的か。

ギィ：日本の戦国時代の石いし山やま本ほん願がん寺じや、ビザンチン帝国の帝都コンスタンチノープルがそうだけど、海上補給を受けた港こう湾わん都と市しはなかなか落ちないからなあ。

ＧＭ：……と、バウエス公領の軍師、グレイ・ウォーデンが言います。
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ヒルダ：うぉっとー！

ギィ：おお！　これはグレイの策か。

リージュ：きくたけさんと社長のＰＣがどちらも軍師をやってるんですね（笑）。

ＧＭ：各勢力の指導者に偽ピアニィが連絡を取ったときに、グレイが先回りしてバウエス公領の艦隊を派遣したのです。

リージュ：なーるほどーっ!!

ＧＭ：というわけで、状況を整理してみましょう。




　読者の皆さまも、状況整理のために次の図を見ながらお読みいただきたい。




ＧＭ：……フェリタニア軍、というかピアニィ連合軍は勢力ごとに分かれてシャールズベリを包囲しています。

一同：ふんふん。

ＧＭ：そして、その包囲の北にグラスウェルズ軍が展開し、海側はバウエス公領軍の艦かん艇ていが制せい圧あつしています。

ドラン：つまり……どういうこと？

ＧＭ：ピアニィ軍の立場で考えると、城攻めを選択する場合、相当の被害が予想されます。

ギィ：城は攻める側が三倍以上の戦力をそろえないと落とせない、ってよく言われるもんな。

ＧＭ：しかし、持久戦に持ち込もうとしても、海上から物資を搬はん入にゆうできて、さらに援軍もあるという状態です。つまり……。

リージュ：……それって、お互いに決着をつける方法がないってことでは？

ＧＭ：そのとおりです。

ギィ：なるほど！　それこそがグリンダの狙ねらいか!!
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ヒルダ：な、なんだってーっ!!


ドラン：そ、そうか！　……これで大陸中の軍勢が疲ひ弊へいしたら……。

リージュ：戦争が泥沼化します！




　はい。ご名答。
















ギィ：そうなる前に人質を奪だつ還かんしないと、グリンダの思う壺つぼだ！

ドラン：まあ、あんまり悲観的に考えすぎてもしかたない。ここは、ノルウィッチを攻めるだけの時間が確保できたと前向きに考えるナリ！

リージュ：頑張りどころですね。

ヒルダ：これ、『デスマーチ』八巻でどうやって描かれるんでしょうね。

ギィ：確かにそれを想像するとワクワクするな（笑）。

ＧＭ：さあ？　どうなるか想像もつきませんが個人的には楽しみです。




　と、いうわけで本書を読み終えたらぜひ続編となる『デスマーチ』八巻を読んで確認してみてください（←宣伝）。




ドラン：きっとマルセルが酷い目にあっているナリ（笑）。

ヒルダ：それは予想でもなんでもない！（笑）

リージュ：信頼されてますね、マルセルさん（笑）。

ＧＭ：……というところでこのマスターシーンは終了です。







◆Middle 12◆ノルウィッチ強きよう襲しゆう！




　フェリタニアの首都ノルウィッチ。

　近年何度となく戦場となったこの都市は、新たな混乱の中にあった。

　全長一〇〇〇メートルの巨大ゴーレム、ビルベリが突進してきたからである。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはドラン。ビルベリが移い動どうを開始してから大体一日後、ノルウィッチから巨大なゴーレムが移動するのが見えたところからスタートです。

一同：展開早っ！（笑）

リージュ：わーい、進め進めーっ♪（笑）

ヒルダ：にしても、ノルウィッチ側から見たら騒そう然ぜんとなるよなぁ……（笑）。

ドラン：ビルベリ警けい報ほう！　ビルベリ警報！（笑）

ギィ：（突然一いつ般ぱん人になって）「わー、逃にげろーっ！」（笑）

ドラン：（突然一般人）「ビルベリが出たぞぉ――っ!!」（笑）

ヒルダ：ああっ、ノルウィッチのみなさん！　本当にすまない！　でも仕方がないんだ、すまんっ！（笑）




　必死に平ひら謝あやまりするヒルダであった。




ＧＭ：一般市民たちは指を差して「何だあれは！」「逃げろ！」と口々に叫さけび、ノルウィッチは大おお騒さわぎとなります。

ギィ：どけどけー、ビルベリ様のおとおりだー！（笑）

ヒルダ：あぁ～！　早く、早く逃にげてぇ～！（笑）

ＧＭ：ノルウィッチのみなさんは都市がやられ慣なれているので、ビルベリ接せつ近きんの報を聞くと我われ先さきにと逃げ出してしまいます。

ヒルダ：よかった……！　みなさん、ご協力ありがとうございます！（笑）

ＧＭ：さて、ここでちょっと視し点てんは切きり替かわります。大だい混こん乱らんのノルウィッチですが、その様子を城の司令室から、ピアニィが見ています。

ドラン：（部下になって）「陛下！　緊きん急きゆう事態です！」

ＧＭ：は、そんな感じです。ノルウィッチ城の司令室を取り仕切る副官も慌てた様子で、「移動都市ビルベリが、このノルウィッチに突つっ込こんでまいります！　いかが致しましょう!?」と報告します。ちなみに、この副官はダブリスという名で投稿キャラクターです。




ダブリス・ガノーヴス

（35歳／男／ドゥアン（天翼族オルニス）　投稿者：東京都　町田ゼータさん）

　イザベラの部下で、彼女に忠ちゆう節せつを尽つくす騎き士し。暴ぼう走そうするイザベラをいさめることが最大の仕事、とノルウィッチ城では同どう情じようの視し線せんを集めていた。イザベラが監かん禁きんされた現げん在ざいも、ノルウィッチ城の司令室を取り仕切っている。
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ＧＭ：ダブリスの報告を受けたピアニィは、「あらあら、面おも白しろいですねぇ」と楽しそうに笑います。

リージュ：むぅ～っ!!　くぅ～っ!!（一同笑）

ヒルダ：リージュ、ここはぐっと抑えて！（笑）

ＧＭ：「このノルウィッチに直ちよく接せつ乗り込んでくるとは……おろかな方たちですね。ならば、そのおろかさを思い知らせてあげましょう！　主しゆ砲ほうを開け！」と言います（笑）。

ヒルダ：しゅ、主砲だと!?


ドラン：ピアニィも、なりふり構ってないナリ！（笑）

ＧＭ：ピアニィの言葉と同時に、ダブリスが叫びます！「ノルウィッチ城、主砲発はつ射しや態たい勢せいを取れ!!」　その号令とともにノルウィッチ城は巨大ロボ形態に変形していきます。

ドラン：ウィンウィンウィンと城が直立していくワケナリね。

ＧＭ：そのとおり、そして胴どう部ぶから突つき出だす巨大な砲ほう身しん！　かつてベルフトをなぎ払はらった、あのビームが発射されるのです！

ヒルダ：「ベルフトをなぎ払った」って言うとすごいね！（一同笑）

ギィ：ベルフトには効きかなかったんだよな（笑）。

ドラン：返り討ちにされた、の間ま違ちがいじゃないナリ？（笑）




『無印』第六巻参照である。




ＧＭ：ええいっ！　細かいことは気にしない！　さて。ビームが放たれた瞬しゆん間かんに閃せん光こうが走り、ビルベリの防ぼう護ご壁へきに命中します！　あわや焼き切られるか……！　と誰もが思ったそのとき、コントロールルームにいたアンバーが、きゅっと目を閉とじて念をこめます。それと同時に、ビルベリが防ぼう御ぎよバリアを展開！　ビームはバリアに弾はじかれ、次々と軌き道どうが逸それていく！（一同笑）
















ヒルダ：マジでー!?（笑）

リージュ：すごいすごーい！（笑）

ヒルダ：ベルフト並なみの防御結界とか、もうどないやねん！（笑）

リージュ：もうびっくりですよ～！　お姉様、今のは何でしょうっ？　アンバーちゃんがやったんでしょうかっ？（笑）

ヒルダ：あ、ああ……本当に、今のはいったい……（笑）。

ＧＭ：「わっはっはっは！　こんなこともあろうかと、防御バリア機き能のうを修しゆう理りしておったのだ！　役に立ってよかった！」と、オズモッドＫ７が高らかに笑います（一同笑）。

ギィ：オズモッドＫ７のキャラが違ちがうだろ！　お前誰だよっ!?（一同笑）

ヒルダ：遺い跡せき専せん門もんの研究家じゃなかったの、あなた!?（笑）

ＧＭ：どうやら、あまりにもビルベリに興きよう味みを持ちすぎて、ちょっと深入りしすぎてしまったようですね。ついにこんなことまでできるようになってしまいました。……うーむ、スゴイ才能を持った方ですね（笑）。

ギィ：他ひ人と事ごとみたいに言ってるがな、全部お前の演えん出しゆつだろ！（笑）

ＧＭ：は、ごもっともです（笑）。

ドラン：……イザベラ様と組ませたらいけない気がする人物ナリ（笑）。

リージュ：すご～い！　お姉様、すごいですね～っ！（笑）

ヒルダ：う……うん、そうだな（笑）。
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　アンバーの展開した防御バリアは、ノルウィッチ城の放ったビームをものともせず。

　猛もう然ぜんとノルウィッチ城へ迫せまるビルベリは――その勢いきおいを殺さぬまま、ノルウィッチ城の脚部の装甲の一部を突つき破やぶった！




ヒルダ：は、ははは……（笑）。

ＧＭ：というわけで、ビルベリはノルウィッチ城に激げき突とつ。ノルウィッチ城の足元に、突とつ破ぱ口こうを開きました。

ヒルダ：は、はい……（笑）。

ギィ：ヒルダが呆ぼう然ぜんとしてるぞ（笑）。

ヒルダ：主砲が来たときに、「やばい」と思ったんだが……その瞬間に弾いたから、すごくびっくりした（笑）。

ＧＭ：ビルベリを使えば、ノルウィッチ城まで到達できると言ったじゃないですか。本番はこれからですよ？　「呆然としている暇ひまはないぞ！」と、オズモッドＫ７も声をかけます。

リージュ：お姉様、急ぎましょう！

ヒルダ：はっ、そ、そうだった！（笑）

ＧＭ：「さあ、行くのだ！　ヒルダ殿、リージュ君！　そしてギィ殿、ドラン殿よ！　この防御バリアが持つのは……あと２ラウンドだ！　ＦＳ判定における２ラウンド以内に解決しなければ、バリアが保もたんぞ！」（一同笑）

ヒルダ：メタなこと言ったぁー!!（笑）

リージュ：オズモッドＫ７先生……！（笑）

ＧＭ：オズモッドＫ７は一旦ビルベリをノルウッチ城から離脱させるようです。完全に変形されて格闘戦に持ち込まれたら叶わないという判断ですね。

ヒルダ：なるほど、現在起動準備中なんだな。

ＧＭ：なにせ、ノルウィッチ城の方がでかいですからね、起動には時間がかかります（笑）。なお、無事にスリスたちを助けたら、後でビルベリと合流できます。

ドラン：もう完全に、とんでもファンタジーになっているナリ（笑）。




　菊きく池ちさんに言われたくはない（笑）。




ヒルダ：どれだけでかい城だろうがやるべきことはひとつだ！

ギィ：よし、それじゃあ乗のり込こむぜ！

ドラン：フッフッフ。一か八かの大勝負ナリ！

ＧＭ：さて、それではここからＦＳ判定に移うつりましょう！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ＦＳ判定にまいりましょう！　挑ちよう戦せんしていただくＦＳ判定の内容はこちらになります。




名めい称しよう：スリスとイザベラを救出せよ！

制せい限げん人数：なし

終しゆう了りよう条じよう件けん：２ラウンド経けい過か

支し援えん判定：任にん意い

判定：【感知】

難なん易い度ど：13

完かん了りよう値ち：15
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ドラン：２ラウンドで完了値15か……。かなり難むずかしそうナリね。

ＧＭ：はい、難しいです。頑がん張ばってください。

ドラン：頑張ってくださいじゃないナリよ！（笑）

ヒルダ：まあ、私たちが頑張る以外の方法はないけどさ……（笑）。

ＧＭ：まずは最初の描びよう写しやをします。皆みなさんは衝しよう突とつの衝しよう撃げきで裂さけた穴あなからノルウィッチ城内部へ侵しん入にゆうしました。

ギィ：全員、中へ飛とび移うつることはできたのか。

ＧＭ：はい。まずはノルウィッチ城のどこかに監かん禁きんされているはずの、スリスとイザベラを捜そう索さくする必要があります。

リージュ：それを【感知】で探さがすわけですね。

ＧＭ：ええ。兵士たちの配置や、ギィとドランの城に関する知ち識しきなどを駆く使しする、というイメージですね。

ヒルダ：じゃあ、「どこに捕つかまっているか、見当はつくか？」と聞く。

ギィ：ああ、いくつか候こう補ほがある。そこを当たろう。

ドラン：そういえば、ワタシたちは《天てん啓けい》を持ってきてるが、これを使って成功できるナリか？

ＧＭ：そうですね……（少し考え）……ＦＳ判定を成功にはできませんが、進行判定の代わりに使用することで、進行値を３上じよう昇しようさせる、としましょう。

ギィ：なるほど、振ふらずに３上がるのか……。

リージュ：使い所を考えればかなり強力ですね。

ドラン：そうナリね。使えそうなら使っていくナリ。

ＧＭ：では、ラウンド進行を開始しましょう！




●第一ラウンド

行動値

ギィ　　　　　20

リージュ　　　15

ドラン　　　　14

ヒルダ　　　　２




ＧＭ：まずはセットアッププロセスですが、何か宣言をする人はいますか？

ヒルダ：…………とりあえずはなしだな。

ＧＭ：ではメインプロセスへ……まずはギィからです。

ギィ：進行判定をする。進行値を４上昇させるにはダイス目で９必要か……フェイトを１点使う。

ドラン：期き待たい値ち10だから９は出ますね。

ギィ：今日の俺は絶ぜつ好こう調ちようだし、失敗するはずがない。よく見ておけ、そら！（ダイスを振る）ほら見ろ！　……出目８だ（一同爆ばく笑しよう）。

リージュ：９出なかった（笑）。

ヒルダ：社長ー！（笑）

ギィ：くそ、自信満々で判定しておいてこれかっ！（笑）　＋５だから、進行値３上昇か。

ＧＭ：では、イベントが発生します。捜索の結果、皆さんはスリスとイザベラが居きよ住じゆう区くの一室に監禁されているのを突つき止とめました。

ギィ：自分たちがいた城だからな。監禁場所に見当を付けるぐらいは朝あさ飯めし前まえだ！

ヒルダ：わーい！

ＧＭ：しかし、監禁されている部屋の前でギィとドランの顔なじみ、ゴノレゴ14世が警けい備びに当たっています。
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ドラン＆ギィ：何だって――!?（笑）

ＧＭ：彼はふたりを見ると、表ひよう情じようを変えず「……ドラン、ギィ、お前たちこんなところで何をやっている？」と尋たずねてきます。

ドラン：それはこっちの言葉ナリよ！　ゴノレゴの方こそ、スリス陛下たちをこんなところに閉とじこめて何をやっているナリか。

ＧＭ：それには冷静に「ピアニィ陛下の命令で、ふたりの護ご衛えいだ」と答えます。

ヒルダ：なるほど、次は説得か。

ＧＭ：はい。ゴノレゴを説得して、ピアニィが偽にせ者ものであることを信じてもらう必要があります。進行判定は難易度15の【精神】判定に変へん更こうされます。

リージュ：それならこのあたしの出番で説得ですね！　進行判定します！　すみません、話を聞いてほしいんです！

ＧＭ：「むっ、ピアニィ陛下……ではないな。いったい何者だ？」

リージュ：あの人はピアニィじゃありません、偽者なんです！　信じてください!!（ダイスを振る）……達成値23！

ヒルダ：＋８で成功だから、進行値が４上昇だな。

ＧＭ：ほう、では次のイベントが発生。ゴノレゴは、すべてを見透かすような鋭い視線をリージュに向けた後「……入れ」と、スリスとイザベラの部屋にみなさんを導みちびいてくれます。

ドラン：おお、ゴノレゴ！

リージュ：ありがとうございます～っ！

ヒルダ：すまないな。信じてくれてありがとう。

ＧＭ：「俺も、今のピアニィ様の言動には疑問を持っていてな」と、ぼそりと言います。で、部屋の中には……。




　……そこには、蒼あおい髪と強い意志を感じさせる瞳の輝きを持った妙齢の女性がいた。

　そして、その女性の後ろに庇われるように立っている少女。

　幼いながらも不思議な威厳を持って立つ彼女こそ――。

　フェリタニア合衆国統一帝、スリス・ロイドスであった。




ヒルダ：スリス殿と……蒼い髪の女性はイザベラ殿か。

ＧＭ：はい。そうです。ふたりとも、ちょっと憔しよう悴すいしていますが、怪け我がはないようですね。

ドラン：スリス陛下、ご無事ナリか～。

ギィ：さあ、とっととここから逃げ出すぜ。

ＧＭ：「ドラン、ギィ。それに、ピアニィ様？　いえ……あなたが噂うわさの〝ビルベリにいるピアニィ陛下にそっくりな少女〟ですね……」とスリスは戸惑ったように皆さんを、そしてリージュを見て言います。
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ヒルダ：このような状況ゆえ、挨拶は省略させていただく。ビルベリの領主、ヒルデガルド・ゴーダだ。

リージュ：リージュ・フェア・リースです。助けにまいりました～。

ＧＭ：スリスはその言葉を聞くと、戸惑いを消して「分かりました。案内、よろしくお願いします」と答え、イザベラは「私の城ぉ～……（泣）。だが、逃にげるしかないか。頼むぞ」と悔くやしげに言います。

ギィ：ああ、任まかせてくれ。必ず安全な場所へ逃がす。

ＧＭ：「はい……信じています。エンジェルファイヤー」

リージュ：それじゃ、スリス様たちと一いつ緒しよに外へ出ましょう。

ＧＭ：皆さんが部屋の外に出ると、そこで「見つけたぞ！　あそこだ、スリス様が連れ去られるぞ!!」と声が上がり、兵がやって来ます。

ドラン：なっ、追っ手ナリかっ!?

ＧＭ：ゴノレゴ14世は「ここは任せて先に行け」と言って兵のもとへ走っていきます。

ドラン：足止めをさせて済まんナリ。ゴノレゴ！

ＧＭ：さらに、「こっちだ！」と女の声がしてそちらを振ふり向むくと、通路の先でエクスマキナのニンジャ、イルファが手て招まねきをしています。




イルファ

『アリアンロッド・サガ・ノベル・デスマーチ』第二巻に登場した。かつてエクスマキナの隠れ里を守っていたエクスマキナのニンジャ。エクスマキナを迫害してきたメルトランドを敵視していたが、アキナとの交流のすえに心を開いた。その後にフェリタニア合衆国軍に志願した。
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ギィ：オレたちはイルファについていくぜ！

ヒルダ：スリス様はワタシが背せ負おっていこう。

ＧＭ：では、「アキナの仲間だったな、私についてこい！」というイルファとともに、城からの脱だつ出しゆつを目指します。進行判定を難易度13の【敏びん捷しよう】判定に変更します。

ギィ：【敏捷】か……。

ＧＭ：ええ、イルファが導いてくれるルートは、屋根伝いで移動するという意表をついたものです。衛兵をうまく回避できるのはいいのですが、そのぶん平衡感覚が要求されまです。

ドラン：ところで、次のワタシの【敏捷】は４ナリよ？

ヒルダ：私も６しかないよー？（笑）

リージュ：やばい！　【敏捷】の低いふたりが残っちゃった！（笑）

ヒルダ：【敏捷】は私の方がわずかに高い。私が進行判定をしよう。

ドラン：それじゃ、頼たのんだナリよ。ワタシは待機！

ＧＭ：了解しました。ドランが待機して、ヒルダさんが【敏捷】で判定ですね。

ヒルダ：ああ。出目７で成功か。よし、フェイト１点使用。２Ｄで７なんて出るわけないからな！（一同笑）




　自分のダイス目にどこまでもシビアな渋沢さんであった。




ヒルダ：……達成値は高い方がいいので、どちらにしろフェイトは使う（笑）。ほいっと！（ダイスを振る）達成値17、＋４で成功です。

ギィ：それだと進行値が２点上昇。９まで行ったな。

ＧＭ：それだとイベント発生。またまた進行判定が変わります。

ドラン：さあ、次は【筋力】か【知力】か!?

ＧＭ：【筋力】です。

ヒルダ＆ドラン：あっはっはっはっは!!（笑）

ギィ：はずれー！（笑）

ＧＭ：皆さんはイルファの先せん導どうで、城の屋根を伝い、隠し通路を抜け、居住区から離はなれることができました。「ここまで来れば、出口まで迷まようことはないだろう。あとはお前たちだけで行け」とイルファ。

リージュ：ありがとうございました～♪

ドラン：で、イルファはどうするナリか？

ＧＭ：「私はここに残り、脱出を援えん護ごする。エンジェルファイヤーが動いていることを知れば、今の状況に疑問を持つ者たちを味方に引ひき込こむこともできるだろう」

ギィ：分かった。よろしく頼むぜ。

ＧＭ：「ああ……そっちも幸運を祈る」




　イルファはそう言うと、迫り来る衛兵たちに向かって走り、その中に身を躍おどらせた。

　剣撃と兵たちの怒号が、城内に響き渡る。

　優れた体術とニンジャの技を持つイルファは、兵たちを巧みに翻弄し時間を稼ぐ――。
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ヒルダ：すまん。イルファ殿。このスキに脱出させてもらう。

ＧＭ：とまあ、あとは逃げるだけというところまで来たわけですが、その途と中ちゆう、運悪く兵士の一いち団だんに見つかってしまいます。

ドラン：げげっ!?

ＧＭ：で、その一団に追われながら皆さんは出口を目指すことになります。進行判定を難易度12の【筋力】判定に変更します。さ・ら・に！

ギィ：まだなんかあるのかっ！

ＧＭ：皆さんを一エンゲージとして、その10メートル離れた場所にボウマスター二体が未行動で登場。皆さんを攻撃してきます。
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ドラン：何っ!?　戦せん闘とうになるナリか!?

ＧＭ：はい、兵士の攻撃をしのぎながら駆かけ抜ぬけるという戦闘とＦＳ判定を組み合わせた状況になります。なので、エネミーとの距きよ離りは相対的なものですね。

ヒルダ：あはは～、た、たのしいな～（棒ぼう読よみで）。

ギィ：これ、エネミーを倒たおさなくても、ＦＳ判定に成功すれば、いいんだよな？

ＧＭ：ですね。ＦＳ判定に成功さえすれば、戦闘も終了します。なお、兵士たちは「侵しん入にゆう者しやを捕とらえろ！　スリス様とイザベラ様には傷きずをつけるなよ！」と言っており、ふたりを攻撃する気はないようです。

ドラン：ワタシたちも侵入者扱あつかいナリね……。

ギィ：切ねえ話だぜ。

ＧＭ：さて、状況を再さい開かいしましょう。こちらの行動値は14。まずはボウマスターＡから。マイナーアクションで《トリックショット》、メジャーアクションで《アローレイン》。ＰＣ全員を攻撃です！

ドラン：そいつは面めん倒どう臭くさいナリ！

ギィ：《インターフィアレンス》で消しておくか？

ヒルダ：じゃ、まずは様子を見よう。ダメージが大きかったら、Ｂの攻撃を《インターフィアレンス》してくれ。

ギィ：了解だ。

ＧＭ：命中判定いきますよ。（ダイスを振る）25！　《トリックショット》でリアクション不ふ可か＋貫かん通つうダメージ。さらに《ダイレクトヒット》でカバー不可に！

ヒルダ：うわ、かばえなくなった！

ＧＭ：では、ダメージ。（ダイスを振る）61点貫通ダメージ！

ヒルダ：リージュ、《プロテクション》をお願い！

リージュ：分かりました、お姉様。《プロテクション》《ワイドプロテクション》！　みんなを、守る……っ！（ダイスを振る）22点軽けい減げんです！

ヒルダ：ということは、全員39点ダメージ。【ＨＰ】[image: 158]点になっちゃった。痛いたい痛い。

ドラン：…………（笑）。

ＧＭ：全然痛くないでしょう、それ！　くそう、もう一いち撃げきだ!!　《トリックショット》から《アローレイン》！　（ダイスを振る）クリティカルせず、達成値27！

ギィ：うーん、あの程度のダメージだと止めなくてもいいかなあ……どうします、ギルドマスター？　あなたの意見にしたがうぜ？（笑）

ドラン：う、うーんーっ！（笑）

ヒルダ：責せき任にんのある立場というのはつらいなぁ（笑）。

ドラン：いや、ここはもう一発受けたほうがいいナリ。

ギィ：了解。リージュ、《ワイドプロテクション》だけ頼むぜ。

リージュ：はいっ！

ＧＭ：ダメージ前に《ダイレクトヒット》。いきます！（ダイスを振る）62点ですね。

リージュ：《ワイドプロテクション》！（ダイスを振る）おっ、結けつ構こういいですね。27点止めました！

ヒルダ：ダメージは35点。合わせて74点か……。

ドラン：それなりに痛かったナリ。

ヒルダ：……そういえば今回、ＨＰロスと貫通ダメージしか受けてない気がする。




　それはヒルダがとても堅いだけである。




ＧＭ：で、これでボウマスターの行動は終わり。次は待機していたドラン。

ドラン：進行判定をするナリよ。難易度12で、ワタシの【筋力】は４。まだ敵てきがいることを考えれば、フェイトは１点で十分ナリ。

ギィ：期待値なら、達成値14か……。

ドラン：……ワタシは自分のダイス目を信じないナリ！　もう１点フェイトを使う（一同笑）。

ヒルダ：菊池さんとは仲良くできそうだー（笑）。

ドラン：これで合計４Ｄ。かつて騎士だった時代を思い出し、筋きん肉にくフル稼か働どう!!

リージュ：筋肉、どこにあるんでしょうか……（笑）。

ヒルダ：シッ、黙だまっておくんだリージュ（笑）。

ドラン：せーの！（ダイスを振る）わお、思い出した甲斐があった、達成値21！

ギィ：それだと、進行値が４進むぞ。

ドラン：こんなこともあろうかと、使つかい捨すて型筋肉強化パーツをつけておいたナリ！　みんなを抱かかえて走るナリよー!!（一同笑）
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ギィ：なんだよ、使い捨て型筋肉強化パーツってっ！（笑）

リージュ：だから、筋肉はどこに……（笑）。

ＧＭ：ドランの走りで、進行値13。イベントが発生し。皆さんが走っていると、非ひ常じよう用よう出入り口が見えてきます。ただし、扉が閉しまっており開放する必要があります。

リージュ：ところで、入ってきたところは使えなかったんでしょうか？

ＧＭ：ビルベリの町は皆さんの突とつ入にゆう後にいったん後こう退たいしてますし、そっちの方面には兵が多数集まっていて危険です。皆さんは、警備が比ひ較かく的てき手て薄うすな方面へやって来たわけです。

ヒルダ：なるほど。ま、ビルベリが同じ場所で待っていたら、攻撃されまくりだろうしな。

リージュ：ちなみに、判定はどういうものですか？

ＧＭ：次は難易度15のトラップ解かい除じよとなります。で、特とく殊しゆ処しよ理りと致いたしまして進行値が12に下がります。これは扉を突とつ破ぱするまで、逃げることができないためです。

ギィ：了解。……オレがやれば一回で行ける範はん囲いだな。

ＧＭ：さらに、皆さんと同じエンゲージにソードマスターが一体、未行動で登場。非常口には二刀流の剣けん士しが皆さんを待まち構かまえています。
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ギィ：おおっと、それは予想してなかったぜ！

ＧＭ：未行動はエネミーしかいないので早速行動。「悪いがここで終わりだ。大人しくしといたほうが痛いたみはすくないぜ！」と、《ファストセット》《アルティメットボディ》《ブレイクダウン》《クロススラッシュ》で攻撃！

ヒルダ：白兵二回攻撃か！

ギィ：しまった、読みが外れた。《インターフィアレンス》の効こう果かが薄うすいぜ！

リージュ：温おん存ぞんしておいたのが裏うら目めに出ちゃいましたね。

ドラン：ついでに言えば、ワタシが気合い入れて判定したのも裏目ナリよ……。

ヒルダ：もう何から何まで裏目だな（笑）。




　マルセルが不在だというのに……。




ギィ：ふーむ……ここは《インタラプト》を使うところか？

リージュ：いや、《インタラプト》は取っておいてください！　それを切るぐらいなら、あたしがどうにかしてみます！

ギィ：……分かった。信用するぜ、リージュ。

ＧＭ：では一撃目行きますよ。対象はリージュ。（ダイスを振る）クリティカル！

ドラン：いきなりナリかっ！

リージュ：一応避よけてみます。（ダイスを振る）駄だ目めでした～。

ヒルダ：では《カバーリング》。ダメージこい！

ＧＭ：（ダイスを振る）む、それほど。36だから、[image: 130]点の物理ダメージです。《ブレイクダウン》の効果で【物理防ぼう御ぎよ力りよく】をマイナス50して、ダメージを出してください。

ヒルダ：《アイアンクラッド》《スティールクラッド》。（ダイスを振る）27点軽減で、80点抜ぬけ。ギリギリ立ってる！

ＧＭ：お、おお……これでもか……！（笑）

リージュ：《プロテクション》は……二回目の攻撃までとっておきます。

ヒルダ：ああ。それがいいだろう。

ＧＭ：では、二撃目。これも対象はリージュ。「スリス様とイザベラ様を誘ゆう拐かいするなど、許ゆるすか！」（ダイスを振る）達成値25。

リージュ：くらえば確かく実じつにあたしは倒たおれる。お姉様、ここは《蘇そ生せい》でしょうか？

ヒルダ：そうだな。私もかなりギリギリだし、《蘇生》を使ってもいいと思う。

ギィ：《インターフィアレンス》は……温存でいいか？

ヒルダ：ですね。最後にスリスとイザベラを巻まき込こんで自じ爆ばく、とかあったら怖いですし。

リージュ：では、一応回かい避ひ。（ダイスを振る）……失敗！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは[image: 118]点の物理ダメージです。

ヒルダ：それじゃゲッタウェイ側の《蘇生》を使用する！

リージュ：さらに《プロテクション》！　21点ダメージ軽減。これで立ってる！

ＧＭ：くっ、倒たおしきれませんか。ここで全員行動済ずみとなったのでクリンナッププロセス。

ヒルダ：特にこちらはないな。

ＧＭ：では、次のラウンドへ！




●第二ラウンド

行動値

ギィ　　　　　　　　　　　　　　20

ソードマスター　　　　　　　　　16

リージュ　　　　　　　　　　　　15

ドラン、ボウマスターＡ、Ｂ　　　14

ヒルダ　　　　　　　　　　　　　２
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ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアップですね。




　このセットアッププロセスでは、ＰＣ側の宣言はなし。ボウマスターＡ、Ｂともに《デスペラード》を用いて、【物理防御力】マイナス50点、ダメージ＋25点となった。




ＧＭ：それではギィのメインプロセスになります。進行判定は難易度15のトラップ解かい除じよで、鍵の閉まっている非常用の入り口を開けるという行動になります。

ギィ：よーし！　ここはオレがやるしかないな。進行判定をするぞ。楽勝だけど、手は抜ぬかないぜ。《フィールドワーク》を使う。これでファンブルじゃなきゃオッケー！（一同笑）

ヒルダ：またフラグになりそうな（笑）。

ギィ：……よ、よせよ！（←少し焦って）




　期待値10でのところで８を出してしまった先ほどの判定を思い出したようである。




ギィ：こんな鍵ぐらい……ほらよ！（ダイスを振る）……達成値は……26！

一同：おおっ!!





　厳げん重じゆうに閉しめられていた、ノルウィッチの非常用の通用門が軋きしみをあげつつ開いていく――。




ギィ：４点上昇だから、これでクリアだ！

ヒルダ：よし、開いた！

一同：やった――――っ!!

ドラン：みんなダッシュで外に出るナリよ！

ＧＭ：というところで、ＦＳ判定は終了となり……。

ヒルダ：あ、ちょっと待って。リージュは念のため《クイックヒール》で自分を回かい復ふくしておくといい。まだ使ってなかっただろ？

リージュ：あ、そうですね。《蘇生》も使っちゃいましたし。できます？

ＧＭ：ええ、いいですよ。

リージュ：それじゃ《クイックヒール》《ヒール》《グレイスフォース》。（ダイスを振る）88点回復しました！

ドラン：じゃあ、改めて城外へ飛び出すナリ。




　大混乱に陥る城内の喧けん騒そうを後に、城壁の外へ駆かけ出だす〝エンジェルファイヤー〟＆〝ゲッタウェイ〟。

　一同は、ここにスリスとイザベラの奪だつ還かん作戦を見事に完かん遂すいさせたのであった。




ＧＭ：では、皆さんは無事に城の外へ脱出、ＦＳ判定終了となります。これで、このシーンは終了。次はクライマックスです！











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆仮か面めんの姉し妹まい




　ノルウィッチ城じようを脱だつ出しゆつした一行はビルベリとの合流を目指し、道を急ぐ。

　城しろからの追っ手はない。だが、これで逃にげ切きれたとは思えない。

　ピアニィの偽にせ者ものがヤツであれば、このまま逃にがしてくれるはずはなかった。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズです。皆みなさんは無事にノルウィッチ城を脱出することができました。今はノルウィッチからちょっとだけ離はなれた民家の陰で一息ついています。現げん状じよう、追っ手の姿すがたはありません。が、うかうかしている暇もありません。

ドラン：味方に追われるってのは、あまりいい気分じゃないナリね。




　ひとまず、一行はビルベリとの合流ポイントまで向かう。

　その間にＧＭはメインプロセス一回分の休憩を許可していた。クライマックスの戦闘に備えて粛々と回復処理を行なうＰＣたち。

　そして……。




ＧＭ：では、シーンの描びよう写しやを再さい開かいします。皆さんが回復を終えたところで「こんなところにいましたのね」と声が聞こえたかと思うと、複ふく数すうの人ひと影かげが転てん移いしてきます。

ヒルダ：皆を守るように一歩前に出て、槍やりを構かまえる。「何者だっ！」

ＧＭ：転移してきたのは、四人。まずはピアニィ。そして、ギィとドランには見知った顔がふたつ、そして初対面がひとりです。

ギィ：オレたちが知ってるっていうと、ノルウィッチの人間か？

ＧＭ：ですね。ひとりは朱しゆ色いろの髪かみをしたヒューリンの青年クルス・コルトバル。もうひとりはアキナを尊そん敬けいするエクスマキナの少年フィンレイ・ロンウェー。読者投稿キャラです。

ドラン：クルスとフィンレイ！　なんでここに……！

ＧＭ：ドランの声にふたりは反はん応のうしません。よく見ると、目の焦しよう点てんが合ってませんね。

リージュ：何かで操あやつられてるのでしょうか？

ヒルダ：もうひとりは？

ＧＭ：無数の蜂はちをしたがえた女じよ性せいですね。皆さんをしっかりと見み据すえて、警けい戒かい態たい勢せいです。

ギィ：……こっちは正気か。バルムンク・ノヴァだな。

ＧＭ：で、そんな三人を引き連れたピアニィですが。にっこりと笑って「スリスちゃん、イザベラさん。助けに来ましたよ。さあ、こちらに」と声をかけてきます。

リージュ：スリス様、そちらにいってはダメです。あれは偽にせ者ものです！

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ、私は騙だまされたりしない」とスリスはリージュの手を摑つかんで言います。

ドラン：フ、さすがスリス様ナリよ（笑）。

ギィ：まあ、変装だろうな……ってことで。ここにアキナが居いないから、代わりに言うぜ。正体はばれてるんだ。とっととその変へん装そうを解ときやがれ、〝仮面マスク〟のグリンダ！

ＧＭ：「さすがは我わが宿しゆく敵てきエンジェルファイヤー。既にばれていましたか。ですが、その言葉は半分正せい解かいで半分不ふ正せい解かいでございます」

一同：……。

ヒルダ：半分正解？

ドラン：どういうことナリか？

ＧＭ：「たしかにわたくしの名は〝仮面マスク〟のグリンダ。ただし、この姿は能のう力りよくを使った変装ではございません」

ヒルダ：……？　ギィ、どういうことなんだ？

ギィ：まあ、ギィもなんのことか分からないって顔をする。お前が何を言ってるかわからねえぞ。

ＧＭ：「つまり、わたくしはそこのリージュと同様、ピアニィと同じ顔を持つ〝姉妹〟なんですよ」

リージュ：…………。

ヒルダ：……リージュの姉妹だと？　どういうことだ？

ＧＭ：では解説しましょう……。




　まず、グリンダというＮＰＣである。『デスマーチ』第三巻で登場したグリンダはもう少し早く倒される予定であった。しかし、妙にキャラが立ったおかげもあり、ＧＭは彼女をシリーズを通じての敵に昇格させることにした。『デスマーチ』第五巻で、新勢力バルムンク・ノヴァの幹部として登場させ、独自の論理で活動するヒューバードの腹心的な立場に置いたのもその流れである（この時点でＧＭは、グリンダの正体について色々妄想中であった）。




ＧＭ：ところが『無印』七巻ですよ。

ドラン：なんだと！




　問題はリージュの姉妹の設定であった。『無印』第七巻で登場したピアニィのクローンたち（リージュもこのクローンのひとりである）。この設定により、グリンダはピアニィのクローンのひとりであると色々な辻つじ褄つまがきれいに合うことになった。




ヒルダ：（少し考えて）……なるほどな。それなら仕方ない。

ドラン：（素になって）俺のせいか！




「なぜ、ヒューバードにグリンダは心しん酔すいしているのか？」

「なぜ彼女は常に仮面をつけているのか？」

　ヒューバードに忠実で、ピアニィと同じ顔を持つ〝姉妹〟なら、これらの設定に明快な回答が与えられるからだ。




ヒルダ：し……知らなかった。

リージュ：あたしもです……。

ドラン：説明を聞けば、納得だな。そりゃグリンダはピアニィの姉妹だよ。

ＧＭ：なんで、そんな人ごとみたいな言い方なんですか！

ドラン：あまりに設定にスポッとはまったんで、驚いてるんだよ！（笑）

ＧＭ：まったく（笑）　本筋に戻しますよ？　「リージュ……わたくしを覚えていますか？」

リージュ：……そ、その声は……グリちゃん。一緒におままごとをしたグリちゃんですね。とても演えん技ぎが上手で、いろんな役をやってくれた！（笑）




　……新たな設せつ定ていが誕生してしまった。




ＧＭ：ああ、グリンダと研究所時代、一緒に遊んだんですね。では、そういうことで（笑）。

ヒルダ：おお、設定が増えてきた！（笑）

ＧＭ：では懐なつかしげに目を細めて「そんな過か去こもございましたね」と、呟つぶやいたあと、リージュへ手を差さし伸のべて。「同じ時を過ごした姉妹へ、あなたは銃じゆうを向けるのですか？　さあ、ヒューバード様のもとへ、お帰りなさい。そこはあなたのいるべき場所ではございません」

リージュ：…………。

ドラン：騙されちゃいけない。あの女ほど人を謀はかることに長たけた女はいないナリ！

ヒルダ：ああ、わかってる。『デスマーチ』は読んでるからな（笑）。

リージュ：グリちゃんは、お兄様の目的を知っているのですか？

ＧＭ：「ええ、神も魔まもいない世界の創そう造ぞう。それがヒューバード様の目的です。そしてリージュ、あなたはその新世界で生きる人々を導みちびくための存そん在ざいなのです」

ドラン：まあつまり、新たな世界の王になれ、ってことナリね。

リージュ：そう言われてもリージュは理り解かいできないなあ……。

ヒルダ：ことが大きすぎてイメージできない感じ？

リージュ：そうですね。リージュの生きてきた世界は本当に小さかったから。今、世界の色々なことを勉強中で……。王になれと言われても、それは戸と惑まどいしか感じません。

ＧＭ：「あなたはまだ、本当の自分に気づいていないだけ。あなたの中には力がある。そう、新たな世界に住む者を導くに相応ふさわしい力が」

リージュ：そんな力があたしの中に？　それはそうと、今、グリちゃんはヒューバード兄様のお手伝いをしているってこと？

ＧＭ：「ええ。偉い大だいなる計画のお手伝いをさせていただいております」

ギィ：じゃあ、そこで口を挟はさもう。ケッ、何が偉大なる計画のお手伝いだ、各地で意味もなく戦争を起こしてるだけじゃねぇか。

ＧＭ：「それも偉大なる計画の一部。戦いの中でこそ、人はもっとも輝かがやきを放ち、成長するのでございます。あなた方にもこの戦せん乱らんが生んだ強つわ者ものに心当たりがあるでしょう」

ドラン：そういわれると、真っ先にピアニィの顔が思おもい浮うかぶな。

ＧＭ：「あなたたち、エンジェルファイヤーやゲッタウェイも戦乱が生んだ強者です。激はげしい戦いを勝かち抜ぬき、身につけた力は、素す晴ばらしい輝きがある。そのような人々こそ、新世界に相応しいのです」

ギィ：……理解できねえよ。

リージュ：グリちゃん。あたし、旅をして思いました。この世界は竜りゆう輝き石せきの存在に振ふり回まわされているって。

ＧＭ：「さすがですね、リージュ。この大陸は神しん竜りゆうの作り出した石に縛しばられている。そして、竜輝石のような事例は他にもあります。だからこそ神も魔もいない人間だけの新世界が必要なのです！」

リージュ：違ちがいます。この世界は竜輝石に振り回されているけど、でもビルベリの町は違いました。竜輝石じゃなく、そこに住む人たちとあたしたちの手で変わりました！　だから……変われると思うんです。

ＧＭ：「なにが、でしょうか？」

リージュ：新世界なんてなくても、人の手で世界は変わっていける。だから、新しい世界なんて必要ないと思うのです。

ＧＭ：「リージュ、あなたは人を過か信しんしすぎている。多くの人間は弱く、神や魔の狡こう猾かつさに踊らされるのみ」

リージュ：…………。

ＧＭ：「だから選ばれた人間による、人間のためだけの新世界が必要なのです！」

ヒルダ：くだらない。この世界を変えられない者が、神と魔のいない新世界で何を変えることができる？　神と魔がいなくなった後に、ヒューバードという新しい神を戴いただくことになる。

ＧＭ：「そうならぬ強い者を生むための戦乱なのですよ」

リージュ：リージュはちょっと悲しそうな顔をして「あたしには分かりません」と言います。

ＧＭ：「…………リージュ？」

リージュ：グリちゃんやヒューバード兄様の考えていることはきっと偉大なことなのでしょう。そのために戦乱が必要なのかもしれません……でも、あたしは嫌いやです。

ＧＭ：「嫌、ですか？」

リージュ：はい。あたしは今いる自分の居い場ば所しよを守りたいです。やっと見つけた居場所だから。それを壊こわす戦乱を起こすグリちゃんとは一いつ緒しよに行けません。

ＧＭ：「リージュ……。それが、あなたの見つけた道だというのですね」
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リージュ：はい。
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　そう頷うなずいて、リージュは笑った。

　優しさと強さを兼ね備えたその笑えみには、仲間を守る強い意志が宿っていた。




ＧＭ：グリンダは悲しそうに溜ため息いきをつきます。

リージュ：…………。

ＧＭ：「仕方ありません。手て荒あらになりますが、あなたの目を覚ましてあげることにしましょう。あなたの友人が死ぬことになりますが……必要な犠ぎ牲せいです。喜ぶべきでしょう」

リージュ：……グリちゃん。悲しいけど……戦います。そう言って銃を構かまえます。

ヒルダ：そうだな。ここでお前に殺されるわけにも、リージュを渡わたすわけにもいかない。やるっていうなら……倒たおす。私わたしも槍を構かまえる。

ＧＭ：「……なら、始めましょうか」というところで、ちょっと長くなったのでシーンを変えて、戦せん闘とうを開始しましょう！

一同：了解！







◆Climax 02◆追撃を振り払え！




　リージュとグリンダの決けつ別べつ――それは、闘とう争そうの始まりを意味していた。

　ビルベリ突入の喧けん騒そうさめやらぬノルウィッチの一角が、ただならぬ緊張に張り詰めていく。




ＧＭ：では、戦闘を開始しましょう。まずはグリンダが「イーハ」と隣となりの女性に呼よびかけると、彼かの女じよは何ごとか呟つぶやく。すると、皆さんの前に蜂の群むれが現あらわれます。

ヒルダ：その女、蜂使いなのか。

ＧＭ：その女は丁てい寧ねいに頭を下げて名乗ります。「私は〝甘い罠ハニートラツプ〟のイーハ・セルヴィース。短い間ですが、よろしくお願いしますわ」ちなみにこの人も読者キャラです。




イーハ・セルヴィース

（25歳さい／女／ヒューリン　投とう稿こう者しや：埼さい玉たま県けん　木き場ば椰や子しさん）

　バルムンク・ノヴァ一六魔ま将しようのひとり。生物を操あやつる魔ま術じゆつを得意とする。その美び貌ぼうと魔術により人材を籠ろう絡らくし、組そ織しきを内部から侵しん蝕しよくしていくエージェント。個人的な趣味で、強いヒューリンの男性をターゲットにすることを好む。
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ドラン：人を籠絡する魔術を使うからハニートラップナリね（笑）。

ＧＭ：配置を説明しましょう。皆さんの５メートル前に、クルスとフィンレイ、そしてイーハが呼よび出だした蜂の群れ、デンジャラスハニービー（以下ハニービー）がいます。
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リージュ：クルスさんとフィンレイさんは、イーハさんに操られているんでしょうね。




クルス・コルトバル

（22歳／男／ヒューリン　投稿者：神か奈な川がわ県けん　安あん藤どうさん）

　元レイウォールに所しよ属ぞくしていたかつてのピアニィの近衛このえ隊隊員。ピアニィの出しゆつ奔つぽんの後、ロスベルク島へ配はい属ぞくされる。が、紆う余よ曲きよく折せつの果て、ロスベルク解かい放ほう軍ぐんに協力した後、独どく立りつを果たしたフェリタニアにやってくる。胸むねの奥おくにピアニィへの厚あつい忠ちゆう節せつを秘ひめた騎き士しだ。
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フィンレイ・ロンウェー

（16歳／男／エクスマキナ　投稿者：大おお阪さか府ふ　シオン君さん）

　ゼフォン山にあるエクスマキナの隠かくれ里ざと出身のエクスマキナ。隠れ里を救ったアキナに憧あこがれ、フェリタニア軍に志し願がんした少年。錬れん金きん術じゆつにも明るく、その知ち識しきを活いかした戦闘術で戦う槍の使い手である。
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ヒルダ：申もうし訳わけないが、襲おそいかかってくるなら攻こう撃げきして戦闘不ふ能のうにするしかないな。

ＧＭ：そのさらに５メートル奥にイーハ、さらに10メートル奥、ＰＣたちから20メートルの位置にグリンダがいます。

ドラン：グリンダが遠い。また逃にげられそうナリね……。

ギィ：だが……しかたないか。




●第一ラウンド

行動値ち

グリンダ　　　　　　　　　　22

ギィ　　　　　　　　　　　　20

イーハ　　　　　　　　　　　19

リージュ　　　　　　　　　　15

ドラン　　　　　　　　　　　14

デンジャラスハニービー　　　10

フィンレイ　　　　　　　　　８

クルス　　　　　　　　　　　６

ヒルダ　　　　　　　　　　　２
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ＧＭ：はい、まずはセットアッププロセス。【行動値】トップは22のグリンダから。《福音の調べ》。対象はエネミー全員。心ここ地ちよい音楽が流れたかとおもうと、エネミーたちが奮ふるい立たちます。次に行なうメジャーアクションの判はん定ていの際さい、６の目が１個こでもあればクリティカルになります。

ギィ：全体に《ダンスマカブル》か！

ドラン：敵てきがみんなクリティカルしてくると思った方がいいナリね……。

ＧＭ：次は20のギィ。

ギィ：俺おれ自身のセットアップはないんだが。……ドランが前に突つっ込こむのはアリか。

ドラン：そうナリね。今回はヒルダが居いるから、前に出た方が安全かもしれないナリ。

ギィ：じゃあ《陣形》。そして《限げん界かい突とつ破ぱ》も使用するぜ。

ドラン：ふたつとも承しよう認にん！　ワタシはハニービーのエンゲージに移い動どうナリ。

ＧＭ：では、ハニービーが《脚あし止め》を持っているので、封ふう鎖さ状じよう態たいとなります。ブンブンとドランにまとわりつき、移動を阻そ害がいするイメージで。なおこいつは飛行状態です。

ギィ：オレはこの《陣形》で５メートル後こう退たいしておくぜ。

ＧＭ：次はイーハ。オリジナルエネミースキルの《甘あまく危き険けんな女じよ王おう蜂ばち》をハニービーに使用。

ヒルダ：蜂を支し援えんするのか。

ＧＭ：いえ、逆ぎやくです。このスキルの効こう果か中はイーハへのＨＰダメージが０になります。その代わり、ハニービーがダメージと同じ分だけＨＰロスを受けます。

ギィ：なるほど、ダメージを移うつし替かえるのか。

ヒルダ：つまりハニービーの【ＨＰ】が０になって初めて、イーハにダメージが入るのか？

ＧＭ：はい、ハニービーが戦闘不能になると、このスキルの効果は消えます。なお、一シーンに一回しか使えないので、ハニービーが倒たおれたら、それで終わりです。

リージュ：次はあたしですね。……《陣形》と《限界突破》？

ヒルダ：そうだな。ふたつとも承認。私はドランと合流するように移動。

リージュ：あたしも前進してエンゲージします。そのあと《インペレイティブ》から《シャインストライク》、《ホーリーアタック》で《ホーリーウェポン》を使い、そこに《グレイスフォース》。（ダイスを振ふる）……よし、成功しました。

ドラン：次はワタシナリが、特になし。




　続くハニービーはセットアッププロセスでは特になし。フィンレイは《クイックフォージ》を使用。《ウェポンフォージ》で、構かまえた槍を強化し、ダメージが16点上じよう昇しよう。クルスは《グランディア》を使用し、ダメージが３Ｄ上昇。

ＧＭ：「ピアニィ様は私が守る。騎士の誇ほこりにかけて！」とクルスは気合い十分。

ドラン：そいつはピアニィ様じゃないナリよ！　イーハめ、許せんナリ！　人をたぶらかしおって！

ヒルダ：最後は私だな。《グランディア》と《アグランダイズ》を宣言。命中判定が１Ｄ増ふえ、ダメージも５Ｄ＋12も上昇だ。

ＧＭ：では、これでセットアッププロセス終しゆう了りよう。イニシアチブプロセスへ。まずはグリンダからですが……。

リージュ：特にないので、お先にどうぞ。




　ここでグリンダはパワー《戦神の祝福》を使用。

　このラウンド中、エネミー全員の判定に＋１Ｄされることに。




リージュ：これ、場面（選択）への《ブレッシング》なんですよね。強ーい。

ＧＭ：次はギィの番です。

ギィ：ムーブアクションで《ホークアイ》、マイナーアクションで《ホロウショット》だな。で、メジャーアクションは《アローシャワー》《アローレイン》。対象はエネミー全員だ。

ヒルダ：ギィも場面攻撃できるのか。

ギィ：いや、これは六体の対象に攻撃するものだ。事実上、場面攻撃みたいなもんだけどな。命中判定の前に《デュアルアロー》を使ってリンメルの矢を二発。くらえ！　（ダイスを振る）……ぐえ、なんだこれ!?　六個こ振って五個が１！（一同笑）

一同：社長ぉ――っ！（笑）




　結局ギィはこれをフェイト１点使って振り直し。６が一個でたので、《ハードラック》でクリティカルにする。




ＧＭ：おへーっ。最初はグリンダ。（ダイスを振る）……失敗、命中。イーハは《ハニートラップ》を使用。

ドラン：効果は？

ＧＭ：回かい避ひ判定に成功すると、攻撃を回避した上にＨＰロス20点と［放心］を与あたえるオリジナルエネミースキルです。（ダイスを振る）でも、失敗。続いて、ハニービー。（ダイスを振る）……よし、クリティカル！

ギィ：げっ！

ドラン：《ニゲイト》……は微び妙みようナリね。何もなし。

ＧＭ：次はフィンレイ。（ダイスを振る）……あ、コイツもクリティカルで回避！

一同：うっそ――!?
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ギィ：ちょっと避よけすぎだよ、かわたなー！　くそ、せっかくのクリティカルなのに！

ドラン：がんばりすぎナリー！




　ダイス目は無情なのである。

　なお、続くクルスは回避に失敗している。




ギィ：さて、ダメージの前に《ピアシングストライク》。フェイトは……使わない。（ダイスを振る）[image: 135]点物理ダメージ、防ぼう御ぎよ力りよく無む視し。

ＧＭ：結けつ構こう痛いたい。が、この程てい度どでは誰だれも倒たおれません。

ギィ：いいさ、オレはこの中で一番弱いからな。

ＧＭ：では、続いてイーハ。ムーブアクションに《ランニングセット》でマイナーアクションで《クラッシュバリア》と《カーススペル》。メジャーアクションは《ファミリアコンビネーション》と《ダブルキャスト》。

ドラン：うわ、三回行動ナリか！

ＧＭ：まずは一回目の魔術はオリジナルエネミースキルの《ハニーのお願い》をギィに使用。この魔術が命中した場合そのＰＣは、メジャーアクションを１回、ＧＭが指定した行動内容を即そく座ざに行なわせます。

ドラン：ギィがターゲットなのは、イーハの好みナリね！（笑）

ＧＭ：ええ（笑）。（ダイスを振る）なんと！　６が一個も出ない！　だが《シークレットアーツ》を使用して、三個振り直す。（ダイスを振る）よし、一個出たのでクリティカル！

ヒルダ：やっぱり持ってたか《シークレットアーツ》。

ギィ：（ダイスを振る）ぐ、回避できねえ。そう、オレは美人に弱いって設定があったんだったー。イーハちゃーん、オレに命令してくれ～（一同笑）。
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リージュ：ああ、ギィさんがメロメロに～（笑）。

ヒルダ：ば、ばかー!!（笑）




　というわけで味方三人への攻撃を強制されるギィ。

　ヒルダ決死の《カバーリング》のおかげでドランとヒルダは無傷。しかし、リージュに42点のダメージが及ぶ。

リージュ：あいたたた……。

ＧＭ：と、ここで、ギィは正気に戻り、ギィの足あし元もとにぽとりと一匹ぴきの蜂が落ちます。

ギィ：この蜂で操られたってことか。はっ、みんなすまん！

ヒルダ：目が覚めたならけっこう。もうあの女にでれでれするなよ！（笑）

ＧＭ：「あら残念。この戦いに勝ったら念入りに魅み了りようしてあげますわ」ということで、二回目《サモン・リヴァイアサン》で前の三人を攻撃。（ダイスを振る）35。

リージュ：これ、《クラッシュバリア》で防御力無視なんですよね……。

ヒルダ：そうだ、さっき《カバーリング》したからこっちは誰もかばえない。

リージュ：……止めた方がよさそうですね。《カウンターショット》を使用します。（ダイスを振る）達成値40。成功です！




　イーハが魔ま力りよくを込こめて、動物の王へ呼よびかける。

　その声に応こたえ、動物の王が顕けん現げんするその瞬しゆん間かん、銃じゆう弾だんがイーハのこめかみをかすめた。

　衝しよう撃げきがイーハの脳のうを揺ゆらし、魔法を中断させてしまった。




ＧＭ：「くっ、やりますわね。ならば、蜂よ……いきなさい！」で、最後に《ファミリアアタック》を使用。対象は……これはヒルダを狙ねらおう。

ヒルダ：《ファミリアアタック》は貫かん通つうダメージだよね。対たい処しよしづらい……。

ＧＭ：イーハの指し示じに従い、ヒルダにハニービーが殺さつ到とうする。（ダイスを振る）23。低いがヒルダなら当たるはず。

ヒルダ：む、的てき確かくな判断です。（ダイスを振る）……命中！

ＧＭ：でも、ダメージはそんなに高くない。７Ｄ＋20。（ダイスを振る）41。

ヒルダ：それくらいか。これで残り【ＨＰ】[image: 156]点だ。

ギィ：まだまだ余よ裕ゆうそうだな。

ＧＭ：ちぃ、本当にヒルダは厄やつ介かいですね……。これでイーハは終わり。次はリージュです。

リージュ：目の前の三体を一いつ掃そうしましょう。ムーブアクションは《ハイスピード》《ソウルブレイド》で５点消費、マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーアクションで《ファニング》、判定直前に《ギガンティックブロウ》。（ダイスを振る）……よし、クリティカルです！
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ギィ：おー、さすが！




　この攻撃をハニービー、フィンレイ、クルスたちは全員喰らってしまう。

　なんとか仲間を守ろうと、クルスはフィンレイを《カバーリング》する。




リージュ：ダメージ前に《パニッシャー》を使用します。フェイトは《プロテクション》のために温おん存ぞん。（ダイスを振る）[image: 162]点物理ダメージ！




　動き回りながら銃弾をばらまくリージュ。

　それは爆ばく音おんをＢＧＭにした戦いの舞まい。

　必死で堪えようとするクルスだった……その圧あつ力りよくに耐たえきれず、大地に倒たおれた。




ＧＭ：クルスのダメージが[image: 112]点。倍にして[image: 224]点。さすがに、これは耐えきれない。「……ピアニィ様……私は、いったい何を……」とリージュを見ながら言います。

リージュ：えー……（ちょっと悩なやんでから）……大丈夫、今はゆっくり休んで。

ＧＭ：「ありがたきお言葉……」と、彼はばたりと倒れます。で、彼の口から一匹の蜂が飛び出し、空中でいきなり燃もえ上あがって消しよう滅めつします。

ドラン：これで解かい放ほうされたナリね。

ＧＭ：ハニービーもダメージをくらいましたが、群れの一部が吹ふき飛とんだくらいで、まだまだ。次はドラン。

ドラン：ムーブアクションで《ランニングセット》《クラッシュバリア》。マイナーアクションは《ファストドロウ》、メジャーアクションは《エアリアルスラッシュ》を二回使うナリ。まずは一いち撃げき目！




[image: ]




　ドランはエネミー全員を対象としたこの攻撃の判定前に《エイミングフォージ》を使用。加えてフェイトを２点使って11Ｄで判定！　強引にクリティカルを狙う。そして６を五つ出し、見事にクリティカル！




ＧＭ：（エネミー全員分の回避のダイスを振り終えて）……全エネミー回避失敗！

ドラン：（ダイスを振る）ダメージのダイスもいい。[image: 162]点、〈風〉の防御力無視ナリ！

ＧＭ：げぇ!?　倒れはしませんがすごく痛い!!　特にハニービーは二倍ダメージがキツイ！

ドラン：さらにもう一撃！　今度は真理の書を使用。さらに《バリアントマジック》も使うナリよ。（ダイスを振る）……クリティカルしない。６が一個出ているから、《シークレットアーツ》で三個振り直し。（ダイスを振る）……良し出た！　クリティカル！

ＧＭ：イーハのリアクション、《ハニートラップ》。クリティカルすれば良いのだが……。（ダイスを振る）回避は失敗。次はグリンダ。（ダイスを振る）……やった、クリティカル！

ギィ：ちぃ、回避されたか。

ドラン：まあ、グリンダはとりあえず放置するナリ。

ＧＭ：他のふたりは回避失敗。ダメージを。

ドラン：（ダイスを振る）……おろ、さっきとダメージが同じナリ。[image: 162]点。

ＧＭ：イーハはスキルの効果で無む傷きずですが、ハニービーはもうボロボロ。群れの数が半分くらいになっています。

ドラン：コレでも半分ナリか！

ギィ：イーハの分と合わせると、１０００点くらいダメージを与あたえてるはずだが……。

ＧＭ：一方、フィンレイはもうフラフラになっています。

リージュ：こちらはあと一撃くらいでしょうか。

ＧＭ：さて、次はハニービーの攻撃になります。ムーブアクションなし、マイナーアクションでオリジナルのエネミースキル《ヴェスパインアタック》。命中判定がクリティカルした場合、そのダメージは【物理防御力】【魔ま法ほう防御力】を０としてダメージを算出することになります。

ヒルダ：ぶっ、どっちの防御も０!?　それはつらいっ!!

ＧＭ：はっはっは。では、凶きよう悪あくなまでに鋭するどくなった針はりで、ハニービーが襲いかかってきます。メジャーアクションで《群れの一ひと刺さし》を使い、ドラン、リージュ、ヒルダに範はん囲い攻撃！

ヒルダ：範囲攻撃かっ！

ＧＭ：６が一個でも出ればクリティカル。（ダイスを振る）……よし、クリティカル。これで防御力無視、さらに《マーダースキル》があるのでダメージ＋５Ｄ！

ドラン：これは強きよう烈れつナリね！

ギィ：クリティカルで回避すれば問題ない！　クリティカルを出すんだ!!




　と、言ってもそう簡かん単たんにクリティカルするはずもなく、全員命中。




ヒルダ：全員命中か……よし、《アラウンドカバー》を使おう。

ＧＭ：うーん、これでヒルダひとりか。（ダイスを振る）[image: 114]点の物理。

ヒルダ：《フォーチュンガード》を使用。これで【物理防御力】が有ゆう効こうになる。

リージュ：さらに《プロテクション》です。（ダイスを振る）25点軽減です！

ＧＭ：ぐう、鉄壁ヒルダ城じようは堅いでごわす。

ヒルダ：はっはっはっ～、《フォーチュンガード》のおかげだな！

ＧＭ：ええい、では次。フィンレイだ。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》でドランを攻撃！

ヒルダ：一発目避ければ、二発目はない。頑がん張ばって避けろ、ドラン！

ドラン：ワタシに回避なんて無理ナリよっ！

ＧＭ：「ドラン様、なんでフェリタニアを裏うら切ぎったんですかっ!!」と目をぐるぐるさせながら鋭く槍を突つき出だすフィンレイ。（ダイスを振る）……28！

ドラン：クリティカルのみ。（ダイスを振る）……おっ!!
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　諦あきらめた調子で呟つぶやきながら振ったダイスが、テーブルを転がる。

　止まった時、ダイスの上の面に書かれていた数字は……。




ドラン：６・６・５!!

ヒルダ：出た！　クリティカル!!

ＧＭ：ナニィ!?

ギィ：今日、ホントすごいね菊きく池ちさん。クリティカルしまくり。

リージュ：大丈夫？　帰り、気をつけてくださいね？

ドラン：うむ、自分でも怖こわくなってきた（笑）。とにかく回避成功ナリ！

ヒルダ：最後は私。フィンレイがもうすぐ倒たおせそうだけど、どっちを攻撃するべきか？

ギィ：そうだな……フィンレイは行動遅おそいから、誰だれかの範囲攻撃で倒す方がいいかな。

ヒルダ：なるほど。それじゃマイナーアクションで《ヘビーアタック》、メジャーアクションで《バッシュ》。対象はハニービー。《ボルテクスアタック》は取っておこう。とりゃぁ――っ！　……（ダイスを振る）41です。
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ＧＭ：高いなあ。（ダイスを振る）……うむ、達成値22で失敗。

ヒルダ：ダメージは（ダイスを振る）[image: 125]点の物理ダメージ。

ＧＭ：ヒルダの攻撃も、けっこう痛いな。蜂の群れがヒルダの槍によって一部吹ふき飛とび、ポコッと空間が空くんですけど、あっという間に沢たく山さんの蜂がその空間を埋うめる。

ギィ：ちっ、きりがねえ！

ＧＭ：さて、これで全員行動済ずみ。《再さい行こう動どう》を使用できますが。

ヒルダ：もちろん使うぞ、《再行動》だ。

ドラン：『デスマーチ』組も《再行動》を使うナリ！

ＧＭ：こちらはグリンダ、イーハ、ハニービーが《二回行動》を使用します！

ギィ：ここは一番やっかいそうな、グリンダの《二回行動》を《インタラプト》だ！

ＧＭ：じゃあ、グリンダはギィの威嚇射撃に牽制され動きが止まります。

ヒルダ：これで、こっち四人と、イーハ、ハニービーが未行動か。

ＧＭ：で、そのなかで【行動値】トップはギィ。

ギィ：トップっていうのは気分がいいね。ムーブアクションはなし。マイナーアクションは《ホロウショット》、メジャーアクションに《ダブルショット》でイーハを攻撃だ！




　このギィの《ダブルショット》は二発ともイーハに命中する。しかし、これまで同様、矢がイーハに突つき刺ささる瞬間、ハニービーが集まって盾たてになる。

　結局、この攻撃で、蜂の群れが尽つきることはなかった……。




ドラン：まだ死なないのか！　どれだけ【ＨＰ】あるナリか、この蜂っ!!

ＧＭ：ふふふ、数は力ですよ。次はイーハ。《ランニングセット》《クラッシュバリア》《カーススペル》で《ダブルキャスト》《ファミリアコンビネーション》。

リージュ：来ましたね、三回攻撃！

ＧＭ：まず《ダブルキャスト》一回目は《サモン・リヴァイアサン》を前の三人に。（ダイスを振る）クリティカルしないので、《シークレットアーツ》を使用。（ダイスを振る）それでもクリティカルは出ない、達成値39。




　だが……ヒルダ、リージュ、ドランはこの攻撃を回避失敗。




ヒルダ：……ここで《カバーリング》する？

ギィ：次は《インターフィアレンス》で止める。ここはカバーしてくれ。オレは《カバーリング》、《カバームーブ》でドランをカバーしよう。

ヒルダ：なら、私がリージュを《カバーリング》だ。




　その結果、ヒルダが22点、ギィが21点ダメージ。さらに両名［スリップ］を受ける。




ＧＭ：ではイーハの二撃目《サモン・フェンリル》！　氷りつくがいいっ！

リージュ：今度は［威い圧あつ］ですか！

ＧＭ：対象はやっぱり前三人。（ダイスを振る）クリティカルしないので《シークレットアーツ》。（ダイスを振る）よし、クリティカル。で、《マーダースキル》発動。

ドラン：これは使い時！　《ニゲイト》でそのクリティカル打ち消すナリ！

ＧＭ：ちぃ！　達成値は37です。

ギィ：そいつは軽いな。《インターフィアレンス》。（ダイスを振る）……………………げぇ!?　クリティカルした!!（一同笑）

ヒルダ：また裏うら目めだ（笑）。

ドラン：ワタシの《ニゲイト》……意味なかったナリィ～（しょぼーん）。

ギィ：ド……ドラン、すまねぇ（笑）。

ドラン：こんな日もある……。いや、これはマルセルがいないせいナリよ！（笑）




　それはただの責せき任にん転てん嫁かである。




ＧＭ：さて、最後。《ファミリアアタック》が飛びます。これはヒルダへ。

ヒルダ：だよなー、私しかいないよなー。

ＧＭ：貫通ダメージじゃないと、ヒルダにろくなダメージ与あたえられないですからね。イーハの周りに浮うかんでいた蜂がヒルダに襲おそいかかる。（ダイスを振る）６が１個出た。《シークレットアーツ》（ダイスを振る）く、それでもクリティカルしない！　26です。

ヒルダ：クリティカルのみ。（ダイスを振る）だめー。出目が１と２（笑）。

ＧＭ：それじゃダメージ。（ダイスを振る）46点貫通ダメージです！

ヒルダ：貫通ダメージは何もできずに受ける。残り【ＨＰ】56点。

リージュ：じゃあイニシアチブで《クイックヒール》をお姉様へ！

ＧＭ：こっちは何もしないのでどうぞ。

リージュ：（ダイスを振る）《ヒール》は発動して76点回復です。

ヒルダ：[image: 132]点まで回復しました、やったー！　ありがとう、リージュ。

リージュ：で、次はあたしのメインプロセス。……これはどうしよう。待機して、ドランおじさまとお姉様が前衛をなぎ払はらうのを待った方がいいのかな？

ギィ：そうか、リージュは《ホーリーヒット》で二回攻撃できるんだよな。

ドラン：ただ、フィンレイは倒たおせるかもしれないナリが、蜂がどうなるか……。

ヒルダ：けっこう、底が知れないんだよなあ……。

一同：うーん…………。




　ここでプレイヤーはのちの展てん開かいについて長考に入る。

　その原げん因いんは、ハニービーの残り【ＨＰ】が読み切れないこと。

　累るい計けいダメージは概がい算さんで１０００点を越え、なお立っているのだからさぞ不気味であろう。

　しかし、実はハニービーもかなりギリギリな状じよう況きようであった。




ギィ：……うん、結けつ論ろん。分からん！（一同笑）

ドラン：なので、リージュの好きにしていいナリよ。

リージュ：分かりました。なら、ここは待機で。ドランさん、お姉様、あとはお任まかせします。

ドラン：了解。次はワタシの行動ナリ。《ランニングセット》、《クラッシュバリア》、《マジックブラスト》。《ダブルキャスト》は温存して《エアリアルスラッシュ》でハニービーとフィンレイをなぎ払うナリ！
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ＧＭ：命中判定前に何か使いますか？

ドラン：真理の書を使って命中を上げるナリ。（ダイスを振る）……むう、６は一個出てる。《シークレットアーツ》。

ＧＭ：ではダイスを三個振り直してください。

ドラン：６出ろ～……えい！（ダイスを振る）　……６なし。しくしくしく……達成値は47ナリ。

ＧＭ：（ダイスを振る）うーん、避けられない。ふたりとも当たりました。

ドラン：クリティカルしないと、ダメージを出せないナリ。（ダイスを振る）まあ、平へい均きん値ちくらい？　[image: 101]点の防御無視ナリ。

ＧＭ：ハニービーはまだ倒たおれませんが、さすがにさすがにフィンレイは落ちました。「……ど、ドラン様……ごめんなさい……僕ぼくは……」

ドラン：気にすることはないナリ。ワタシも気にしていないナリよ。

ＧＭ：「ありがとうございます……修しゆ業ぎようのやり直し……だな……」と言って、ばたりと倒たおれるフィンレイ。クルスと同じく、口から蜂が飛び出し、空中で燃もえ上あがります。

ギィ：今はクルスと一緒にゆっくり寝ねておけ。

ヒルダ：次はハニービーだな。

ＧＭ：ですね。前回と同じく《ヴェスパインアタック》と《群れの一刺し》で、リージュ、ヒルダ、ドランの三人を怒濤の蜂の群れが攻撃。（ダイスを振る）……よし、クリティカル！

ヒルダ：またかあっ!?


リージュ：（ダイスを振る）……ダメ、回避失敗！

ドラン：コレを避よけないとワタシが死ぬナリ。（ダイスを振る）おおっ、クリティカル!!


ＧＭ：マジで!?

リージュ：ドランおじ様、すごーい!!

ヒルダ：本当に今日はすごいですね菊池さん！

ドラン：出目がよすぎで、自分でも怖こわいくらいナリ（笑）。

ヒルダ：（ダイスを振る）……私は失敗。《カバーリング》でリージュをかばおう。

ＧＭ：ヒルダは［スリップ］を受けてましたよね。ならオリジナルエネミースキル《泣きっ面つらに蜂》を使用。

リージュ：何となく効果が想そう像ぞうできる（笑）。

ヒルダ：バッドステータスを受けてると、ダメージが上がる？

ＧＭ：正解です。受けているバッドステータスの数×10点、ダメージが増ふえます。

ギィ：なるほど。イーハがバッドステータスを与えハニービーのダメージを上げる作戦か。




　そのとおりであったが、流れもよくなくあまり機き能のうしなかったのである。残念。





ＧＭ：さて、ダメージは……（ダイスを振る）[image: 121]点なんで、《泣きっ面に蜂》の効果を足して[image: 131]点物理の防御力無視！

ヒルダ：《フォーチュンガード》！　これで48点抜け。

リージュ：《プロテクション》をお姉様に。（ダイスを振る）出目がいい！　25点軽減です。

ヒルダ：23点になって、倍で46点。残り【ＨＰ】86！

ＧＭ：ここで畳たたみかけよう。グリンダが《アデンダム》を宣言します。

ギィ：そういえば、前回も使ってきたな。

ドラン：たしか前回はそこから《ジョイフルジョイフル》を使用したナリね。

ＧＭ：今回もそれは同じ。ムーブ、マイナーアクションなしで、《ジョイフルジョイフル》をハニービーへ。（ダイスを振る）無駄にクリティカルして、成功です。

ドラン：次はヤバイそうなりよ！

ＧＭ：ふっふっふ。マイナーアクションで《ヴェスパインアタック》、メジャーアクションで《爆ばく発はつする群れ》。イーハが何ごとか叫ぶと、ハニービーが爆発するように拡散します。




　一瞬にして、上空で黒雲のように拡がる蜂の群れ。

　その巨大な雲を構成する、蜂のひとつひとつが決死の勢いで、大地に立つ四人をめがけて急降下攻撃を敢行する。




ギィ：切り札をきってきたか。効果は？

ＧＭ：メインプロセス終了時に、ハニービーが死し亡ぼうしますが、場面（選せん択たく）への攻撃となり、ダメージも増えます。

ヒルダ：最後の一撃というやつか！

ＧＭ：ははは、怯おびえろ、すくめぇ!!（ダイスを振る）……ぎゃー、クリティカルしない、というか出目が低いっ!?　５Ｄ振って12しか出てないィ!!　達成値は……に、20。




　その結果、ドランとヒルダに命中。ギィとリージュは回避に成功した。なお、ギィはこの回避にフェイトを三点投入している。




ＧＭ：うぉー!!　追い詰めたと思ったのにぃー!!　この程度の結果かよ！

ヒルダ：よし。ドランを《カバーリング》しますね。イーハの攻撃をきっちり止めるぞ！
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ＧＭ：《泣きっ面に蜂》を使用して、ダメージ上昇。（ダイスを振る）[image: 155]点の物理。クリティカルしてないので【物理防御力】が有効です。

ヒルダ：じゃあ、《アイアンクラッド》《スティールクラッド》。（ダイスを振る）32点軽減した。これで[image: 105]点止めるから、[image: 100]点ダメージか。




　さらにギィが《ディフェンストリック》を使い、リージュが《プロテクション》を使用した結果……。




ヒルダ：ありがとう、ギィ、リージュ。これで15点抜け、倍で30点ダメージ。【ＨＰ】56だ。

ＧＭ：ここまで止められたか！　すべての力を費やして飛んだハニービーの群れは、ボトボトと大地に落ちていく。これでハニービーは死亡。
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リージュ：これで蜂はいなくなりました！

ＧＭ：くぅ～っ!!　この攻撃は切り札のひとつだったのに！　そして壁のハニービーも消滅。




　次の行動はヒルダ。

［スリップ］を受けているため移動できず、ムーブアクションで［スリップ］を回復し、マイナーアクションでハイＨＰポーションを使用。【ＨＰ】29点回復して、行動を終了した。




ＧＭ：蜂たちが命がけで与あたえたダメージがポーションひとつでほぼ回復されてしまった……。

ヒルダ：《ＧＨ：テンプル》のおかげだな。本当に取ってよかった！

ＧＭ：これで全員回りましたので、最後に待機中のリージュ。

リージュ：お姉様に《ヒール》かなあ……。

ヒルダ：いや、私はまだ耐えられる。攻撃した方がいい。

リージュ：分かりました。それならムーブでイーハとエンゲージ。で、【ＭＰ】がキツイので《祝福》をいただきたいのですが……。

ヒルダ：ならここでゲッタウェイ側の《祝福》を使う。【ＭＰ】全ぜん快かいだ。

リージュ：では、マイナーで《デスターゲット》、メジャーで《ホーリーヒット》でイーハを攻撃。一撃目、《ギガンティックブロウ》を使用。（ダイスを振る）……41！

ＧＭ：《ハニートラップ》。《ブレットレイブ》でダイスが減へるのが痛い。（ダイスを振る）12で回避失敗！

リージュ：ダメージロール直前に《パニッシャー》。……ここはフェイトも１点使おう。（ダイスを振る）[image: 156]点の物理ダメージ！

ＧＭ：これが初ダメージか。いまや蜂の盾はなく、リージュのキャリバーを使った近きん接せつ打だ撃げきが直ちよく接せつイーハの体に叩たたき込こまれる。が、まだ倒れません。

リージュ：二撃目。《ギガンティックブロウ》は打ち止めだけど……（ダイスを振る）32！

ＧＭ：《ハニートラップ》。さすがに避けられる気がしない。（ダイスを振る）命中です。

リージュ：もう一回、《パニッシャー》を使う。（ダイスを振る）[image: 148]点。

ＧＭ：リージュの流れるようなキャリバーによる二連撃を受け、よろりと後退するイーハ。「久ひさしぶりですわ……。この私自身が攻撃を受けるなんて……」とリージュをにらみ付ける。

リージュ：立たち塞ふさがるなら、あなたも倒します。あたしの守りたいもののために！
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ＧＭ：これで全員行動済。クリンナッププロセスへ……。

ギィ：いや、待った。最後のイニシアチブプロセスでオレが《アデンダム》を使う。

ＧＭ：むむ、それは止められない。どうぞ。

ギィ：まずはムーブアクションで［スリップ］を回復。移動はしていないから《ホークアイ》の効果はきれない。

ヒルダ：それは重要だな。

ギィ：マイナーは《ホロウショット》が無くなったので、《ブルズアイ》。で《ダブルショット》をグリンダへ。

ＧＭ：ほう、グリンダですか。ギィが自分を狙ねらっていると気がつくけど、余裕の笑えみを浮うかべる。

ギィ：一撃目、リンメルの矢を使う。（ダイスを振る）よし、クリティカルした。

ヒルダ：やった！

ＧＭ：（ダイスを振る）……回避失敗で、命中！

ギィ：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）[image: 132]点物理ダメージ！

ＧＭ：では矢は命中しますが、グリンダはわずかに体が揺ゆらいだのみ。

ギィ：さすがにまだ平気みたいだな。だが二撃目行くぜ。




　この攻撃もクリティカルでグリンダに命中させるギィだったが……。




ＧＭ：ぜんぜん平気ですね。こんなものかと、グリンダは冷たい目をギィに向ける。

ギィ：ま、オレは前ぜん座ざだ。これで行動終了。

ＧＭ：では、全員行動終了。クリンナッププロセスですが、スキルを使用する方は？　特にないようなので、ここで一ラウンド目終了。次のラウンドへ！




●第二ラウンド

行動値

グリンダ　　　22

ギィ　　　　　20

イーハ　　　　19

リージュ　　　15

ドラン　　　　14

ヒルダ　　　　２
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ＧＭ：では、二ラウンド目のセットアッププロセス。まずグリンダですが、やることは変わらないんですよね。《福音の調べ》。

ギィ：次のオレのところで《陣形》！　全員でイーハのエンゲージに集まろうぜ。

リージュ：でも、相手の攻撃は召しよう喚かん魔法ですから範囲攻撃ですよ。集まると、余よ計けいな被ひ害がいが出ませんか？

ギィ：いや、かわたなのことだ。シーン全体攻撃を持っていて、次は使ってくるはず。それなら、集まっていた方が《カバーリング》しやすい！

ＧＭ：ギ、ギク……そんな予想しないでくださいっ!!

ドラン：あー、あれは持ってる顔ナリよ。《陣形》承しよう認にんナリ。

ヒルダ：とはいっても、このレベルのサモナーがシーン全体攻撃を持ってないわけはないからなー（笑）。

ギィ：オレは後退してるから、イーハのエンゲージまで届とどかない。10メートル前進で終了。

ドラン：ワタシはイーハのエンゲージへ移動ナリよ。

ＧＭ：次はイーハのセットアッププロセスですが、彼女は今回何もしません。

リージュ：それじゃお姉様、あたしたちも《陣形》ですね？

ヒルダ：ああ。承認して、私がイーハのエンゲージに移動して、終わり。

リージュ：あたしは自分の番で《シャインストライク》を使って終了。

ドラン：ワタシとヒルダは何もないので、セットアッププロセスは終了。イニシアチブプロセスでグリンダからの行動ナリ。

ＧＭ：それじゃ、前のラウンドと同じく《戦せん陣じんの祝福》でエネミー全員の判定に＋１Ｄ。（ダイスを振る）……発動しました。次はギィ。

ギィ：まずは宣言どおりムーブアクションでイーハとエンゲージ。マイナーアクションは《クローズショット》で、メジャーアクションで《ダブルショット》。今度は目の前のイーハを攻撃しよう。一撃目にリンメルの矢を使う。（ダイスを振る）……クリティカルした。すごいよ、オレ!!
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ドラン：これで三連続クリティカル!!

ＧＭ：《ハニートラップ》で対抗！　（ダイスを振る）……失敗です。

ギィ：ダメージ……の前にオレたちも《祝福》がほしい。

ドラン：ワタシもそろそろ心こころ許もとない。承認ナリよ。

ギィ：では《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）[image: 101]点の物理ダメージ。さすがにダメージが低い。

ＧＭ：至し近きん距きよ離りから放たれた矢に撃うたれ、うっと息が詰つまるが、まだ倒れません！

ギィ：二撃目！　リンメルの矢を使用。（ダイスを振る）またクリティカルぅ!?

リージュ：これで四連続です!!

ヒルダ：今回はエンジェルファイヤーのダイス目がすごいな。

ギィ：ははは、もう何が来ても怖くねえ！

ＧＭ：《ハニートラップ》！（ダイスを振る）よしよしよし、来たぞクリティカル!!


ギィ：ぶぅ――っ!?（一同笑）

ＧＭ：ではギィがイーハを撃うち抜ぬいた、と思った瞬間その姿がかき消え、同時に蜂による反撃が行なわれます。20点のＨＰロスと［放心］をプレゼント。

ギィ：ぐお、幻げん覚かくかよ！　いや、一いつ瞬しゆんだけ操られたってことか、やってくれる！

ＧＭ：で、次の行動はイーハ。《ランニングセット》《クラッシュバリア》、マイナーアクションは《アニマルパクト》。

ヒルダ：やっぱりシーン全体攻撃を持っていたな！

ドラン：でも、ワタシたちは一エンゲージに集まっているナリ。意味はある？

ＧＭ：《ファミリアアタック》が皆さんに当たるので意味はあります！

ギィ：ああ、それがあったかっ！

ＧＭ：なので、メジャーアクションは《ファミリアコンビネーション》《ダブルキャスト》。一撃目の《サモン・リヴァイアサン》に《バリアントマジック》を同時使用！

ドラン：うわ、コレが本気ってワケナリね！

ＧＭ：そのとおり。「ここで滅ほろびるがいい！」と全ぜん魔ま力りよくを注そそぎ込こんでリヴァイアサンを召喚します！（ダイスを振る）６が一個も出てないので最後の《シークレットアーツ》。（ダイスを振る）よし、一個出た。《福音の調べ》のおかげでクリティカル!!

ギィ：執しゆう念ねんのクリティカルだな。

リージュ：このクリティカルはちょっと危あぶないですね……。




　さすがにクリティカルを出されただけあって、ドラン、リージュ、ヒルダが次々とイーハの攻撃からの回避に失敗していく……が。




ギィ：オレが避けておけば、【ＨＰ】が心許ないリージュをカバーできる……。フェイトを４点使用。クリティカルに賭かけるぜ！（ダイスを振る）……よし、クリティカルだ!!

ＧＭ：またですかっ!!

ギィ：これで五連続だよ、五連続。これ、ギィは次回あたり死ぬわ（笑）。

ＧＭ：それじゃ、命中したのはドランとリージュ、ヒルダですね。

ギィ：で、オレがリージュを《カバーリング》！

ヒルダ：ドランはいるか？

ドラン：いや、ここは《蘇生》があるワタシが受けた方がいいナリ。

ＧＭ：ではダメージ。（ダイスを振る）平へい均きん的てきか。82点魔法ダメージの防御力無視！

リージュ：まずは《プロテクション》と《ワイドプロテクション》です。（ダイスを振る）28点軽減！

ヒルダ：さらに最後の《フォーチュンガード》。これで私はダメージなしだ。

ドラン：そのままくらうとワタシが倒れるナリが《蘇生》してもいいナリか？

ギィ：いいぜ、オレもけっこうギリギリだしな。

ドラン：それじゃ《蘇生》で【ＨＰ】全ぜん回かい復ふく。そこから、54点ダメージ。

ギィ：オレも54点くらったが立ってるぜ。

ＧＭ：凌しのぎましたか。けっこうキツそうですが、攻撃はあと二回ありますよ？

ドラン：いいから来るナリ！

ＧＭ：言い覚悟です！　では二撃目。《サモン・フェンリル》とさらに《バリアントマジック》。

リージュ：もう一回あった！

ヒルダ：こう手数で押おしてこられると、かなりキツイ！

ＧＭ：（ダイスを振る）……達成値が30。クリティカルはしませんでした。

ドラン：それでも達成値は高いナリね……。（ダイスを振る）失敗ナリ！

ギィ：さすがにもう無理だぜ（ダイスを振る）命中だ。

リージュ：お願いクリティカル……（ダイスを振る）無理かぁ。

ヒルダ：私は回避不ふ可か能のう。とりあえず現状を確かく認にんしよう。これで60点くらい来る？

ギィ：そうだな。それくらいならオレは立ってる。

ドラン：ワタシも立ってると思うナリが、《ファミリアアタック》は耐えきれないナリ。

リージュ：あたしもドランさんと同じです～。

ヒルダ：すると、どちらかをカバーする必要があるか……。

リージュ：ならドランさんを。まだ《リゼントメント》を残してますし、あたしは次の攻撃を避よける可か能のう性せいもありますから。

ヒルダ：じゃあドランを《カバーリング》だ。

ドラン：すまないナリ、ふたりとも。

ＧＭ：ではダメージ！　（ダイスを振る）くっ、思ったよりも低い。54点ダメージ！

ギィ：それならなんとか立ってるぜ。

リージュ：あたしも限界が近いですが、まだ立ってます！

ヒルダ：私はそのままくらうと、二倍ダメージで死ぬ。《インバルネラブル》……いや、次の貫通ダメージに備そなえて《アイアンクラッド》と《スティールクラッド》だ。（ダイスを振る）33点軽減。21点抜けで42点ダメージ。43点で立ってる！

ＧＭ：うおー、みなさん粘ねばりますね！

ギィ：なんとか崖がけの縁ふちで耐えてる感じだがな。

ドラン：あとのこり一撃。コレを耐えきれば……っ！

ＧＭ：ではラスト。《ファミリアアタック》を全員に。（ダイスを振る）23！
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ドラン：ワタシは避けられないナリよ。（ダイスを振る）命中。でも、さっきカバーしてもらったし、クリティカルもしてないので大だい丈じよう夫ぶなはずナリ。

リージュ：あたしは避けないと倒れる……。フェイトを２点使用！（ダイスを振る）……やった出た。25で回避しました!!

ギィ：オレは……。（ダイスを振る）うわ、５・６かよ！惜おしかったが、当たったぜ。

ヒルダ：私は回避不能。さあ、ダメージを！

ＧＭ：（ダイスを振る）うわっ、出目がすごい！　３以下が、一個もない!!　ダメージは52点貫通ダメージですね。

ヒルダ：予想どおり耐えられない。《インバルネラブル》だ。

ドラン：私はなんとか立ってるナリよ。

ギィ：ぶっ、……さすがにそれは無理だ。【ＨＰ】０で倒れるぜ。

リージュ：ギィさん!!　《アフェクション》でダメージを……。

ギィ：そいつはあとのために取っておけ。オレは切り札全部切ったから、ここで倒れても構かまわねえ。

リージュ：えっ、いらないんですかっ!?

ヒルダ：それがエンジェルファイヤーの戦せん術じゆつなのだろう。素す直なおにしたがった方がいい。

リージュ：……分かりました。ギィさんがそう言うなら。

ドラン：まあ、戦闘後半にギィが倒れることはいつものことナリよ（笑）。

ギィ：これでオレは戦闘不能……確かに、いつもどおりだぜ……（笑）。




[image: ]




ヒルダ：……が、三人は立ってる。凌ぎきったぞっ!!




　大おお津つ波なみと咆ほう吼こうの衝しよう撃げき波は、そして大量の蜂。

　三み度たびにわたる攻撃が、目に見える範囲すべてを蹂じゆう躙りんする。

　イーハはたしかに手て応ごたえを感じていた。

　しかし破は壊かいの嵐が吹ふき荒あれたあとの大地で、イーハは見る。

　満まん身しん創そう痍いながらも己おのれの脚あしで立つ三人の姿を。




ＧＭ：「噓うそ、でしょう……これだけ叩たたき込こんでやっても、倒せたのはたったひとりだなんて……」と驚きよう愕がくするイーハ。一方、グリンダは静かにあなた方を見ています。

ヒルダ：まあ、実をいえば我々も限界が近いけどな。

リージュ：だけど、あなた方を倒すくらいの力は残しています！

ＧＭ：「くっ……」気け圧おされて、じりっと後じさるイーハ。というところで、次はリージュです。

リージュ：……一応、待機しておきます。状況によっては回復させますから。

ドラン：次はワタシだけど……ヒルダの攻撃の成果を見てから、攻撃を決めた方が良さそうナリね。

ヒルダ：私が［スリップ］を受けていて、このラウンドはイーハしか攻撃できないからな。

ドラン：というわけで待機ナリ。

ヒルダ：では、私の番だ。ムーブで［スリップ］を回復。マイナーで［威圧］を回復。メジャーで《バッシュ》。さらに《ボルテクスアタック》！

ＧＭ：この期ごにおよんでは対たい抗こう手しゆ段だんなどない！

ヒルダ：いくぞ!!（ダイスを振る）クリティカルはしないか。35!!

ＧＭ：《ハニートラップ》を宣言しておく。こい、クリティカル!!（ダイスを振る）……はあ、無理でしたー。回避は失敗。

ヒルダ：よかったー。（ダイスを振る）……ダメージは[image: 227]点の物理!!





　満身創痍のヒルダから繰くり出だされた槍の一撃。

　全力を込めて突つき出されたその一撃を、イーハは残り少なくなった僕しもべたる蜂をかき集め、盾として受け止める。

　一瞬の均きん衡こう。

　受けきった。イーハが己の勝利を確かく信しんしたその瞬間、蜂の盾は吹き飛び、槍はイーハの体を貫つらぬいた。
















ＧＭ：だめっ、イーハはそれで終わりです。「……なぜ、こんなところで……私が……」と虚うつろに呟き、地面に倒れます。

一同：やったぁぁぁぁぁっ!!


ヒルダ：強かったよ、お前は。僕の蜂も、お前自身も。

ドラン：この手のジリジリ削けずっていく敵は心しん臓ぞうに悪いナリ。もう二度と戦いたくないナリよ。

ＧＭ：で、次はドランなんですが、その前のイニシアチブに……。

ギィ：なんだ、また逃にげるのか？

ＧＭ：ええ、グリンダは《転移の靴くつ》を使用。このシーンから退たい場じようしていきます。

ヒルダ：それを止める術すべはないな……。

リージュ：あたしたちにこれ以上の戦闘は無理です。逆に助かったかも……。

ドラン：そうナリね。いくつか切り札は残ってるけど、ここからグリンダとガチバトルは厳しいナリ。

ＧＭ：では最後にリージュに向かって一言。

リージュ：はい、なんでしょう？

ＧＭ：「あくまでわたくしたちの理想の実現を拒こばむのならば、あなたの好きに生きなさい。その先にどのような地じ獄ごくが待つとしても、わたくしが手を差さし伸のべることはございません」

リージュ：……大丈夫です。わたしはわたしの答えが出るまで自分の道を進みます。

ＧＭ：「そう……なら、もう二度と会うことはないでしょう。さようなら、リージュ」

リージュ：………ばいばい、グリちゃん。またね。

ＧＭ：それにはほんのちょっと苦くし笑ようを浮かべて。「では、ごきげんよう」と言って、かかとをカンカンとならし、グリンダは転移します。

リージュ：じゃあ、消えたあとを見つめながら「いつか……あなたと同じ道が交わることを、わたしは願ってますから」と、一言呟きます。

ヒルダ：私は無言でリージュの肩かたに手を置こう。

ドラン：そんなふたりの姿を見て、ワタシはちょっと複ふく雑ざつナリよ。ワタシたちはグリンダと決着をつけなければならないナリから……。

ギィ：まあ、そいつはアキナとマルセルと合流してから考えようぜ。とりあえず、今日は勝ったんだ。

ＧＭ：というところで、クライマックスフェイズを終了しましょう！











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆時代の終しゆう焉えん




　グリンダは逃とう亡ぼうした。捕ほ縛ばくはできなかったが、これ以上陰謀を進めることはできまい。

　事じ件けんはひとまず収束に向かっていくことになるだろう。

　だが、その前にひとつ……終わらせておかねばならぬことがあった。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに入ります。グリンダが脱だつ出しゆつしたタイミングで、ビルベリがヒルダたちを迎むかえにやってきました。

ヒルダ：やれやれ。何とか勝ったか。……ところで、リージュ。

リージュ：はい。

ヒルダ：ついに、〝あのアイデア〟を実行に移す時が来たな。




　……果たしてその〝アイデア〟とは？

ギィ：しかし、よく思いついたな。ピアニィの身み代がわりをリージュにやらせるなんて。

ドラン：リージュサンとピアニィ陛下は、容よう姿しも声もそっくりだから。よほど親しい人間でない限かぎり、簡かん単たんには見分けがつかないナリ。まさに名案。

ヒルダ：声がそっくりなのはプレイヤーが同じだからのような気もするけど（笑）。

ドラン：トドメにエンジェルファイヤーの《偽ぎ装そう情じよう報ほう》をつかえば、完かん璧ぺきナリ。




　そう。ヒルダが先せん立だつってのシーンで思いついた根本的解決を図るアイデアがこれだ。

　偽者のピアニィを倒した後、リージュがピアニィの影かげ武む者しやとして、人々の前に立ち、アガルタ公国侵攻の撤てつ回かいを布ふ告こくする、というものであった……。




リージュ：はい。でも、やっぱりあたしがピアニィさんのふりをしたりしていいのでしょうか？　プレイヤーはいいと思ってもリージュはちょっと戸惑うと思うんです。

ヒルダ：そう言われるとなんだか罪の意識が……。これって世界中の人を騙だますことになるからな……。

ＧＭ：まあ確かに。

ギィ：ただ、ヒルダのこのアイデアには秀しゆう逸いつなところがあるんだよなあ。

ドラン：誰が言ったとしても、ノルウィッチの人々に「ピアニィが偽物に入れ替わっていた」と言って納得してもらうのは難しいと思うナリ。

ギィ：だが、ピアニィ本人の言葉なら、話は別ってことになる。こいつは決けつ定てい的てきだ。

リージュ：……でも。それって、考えようによってはグリンダのやろうとしたのと同じことなんですよね。




　アルディオン大陸の常じよう識しきに照らせば、ピアニィの名を騙かたることは大たい罪ざいだ。

　現代人であるプレイヤーの意識としても、民衆にウソをつくのには心理的な抵抗があって当然である。

　しかし……。




ヒルダ：ここで改めて確認したいんだが……。ピアニィは自分から言ったんだろう？　「退たい位いする」と。そして「あとのことは、頼たのんだぞ」と。

ギィ：厳密には「頼んだぞ」と言ったのはナヴァールだけどな。

ドラン：つまり社長が言ったナリ（笑）。

ヒルダ：だとしたら、その言葉をこの大陸の人たちに伝えるという行為にウソはない。

ドラン：……ちょっと詭き弁べんっぽいナリ（笑）。

ヒルダ：言葉にはウソがなくても、それをリージュが言うのにウソがあることは認める。だから……。




　一拍おいて息を吸いなおしたヒルダ。

　強い決意を瞳ひとみに宿し、言葉をつむぐ。




　「その罪つみは私が背負っていこう。それでこの争いを止めることができるなら、代だい償しようとしてはむしろ安いくらいだ」




リージュ：……ヒルダお姉様。

ヒルダ：……ああ。もし、リージュがやりたくないのならば、無理にやる必要はないが。

リージュ：あたし……やってみます。

ヒルダ：いいのか？　無理は、してないか？

リージュ：してません。もともとそのつもりでここに来たんですし。あたしも、ビルベリがフェリタニア合衆国に混こん乱らんをもたらしたのなら、その借りは返すべきだと思っていました。




「――だから、あたしもお姉様と一緒に罪を背負います！」




一同：おおっ！

ギィ：よし、決まりだな！

リージュ：（ギィとドランに向けて）ついでに、ビルベリとフェリタニアが協力体たい制せいを結びましたって、言ってもいいですか？

ギィ＆ドラン：ちゃっかりしてるううう――っ!!（笑）

ドラン：まあ、実じつ際さいに共きよう闘とうしたし、いいと思うナリ。ＧＭ、場所をセッティングしたいが？

ＧＭ：分かりました。では、少し時間を進めましょう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：場所はノルウィッチ城じようのバルコニー。ピアニィの衣い装しようを着たリージュが、国民に向かって演説をする……でいいですか？

リージュ：はいっ！

ドラン：民みん衆しゆうが「ピアニィ陛下だ！」「戻もどっておられたのか！」とざわめくナリね。

リージュ：では、スリスちゃんとバルコニーの中央に立って、ピアニィさんになったつもりで演説を始めます。

ドラン：そういえば、スリスとイザベラは説せつ得とくできたナリか？

ＧＭ：ＧＭ的にはちょっと迷ったんですが、おそらくイザベラが反対してもスリスが認めるだろうと。なにせ、ノルウィッチの件が解決しない限り、アキナとアキナが率いているフェリタニアの兵士たちがピンチなので。

ギィ：言われてみればそのとおりだ（笑）。

ＧＭ：『デスマーチ』六巻以来続いている一連の出来事で、スリスも覚悟はできているでしょうしね。

ドラン：うーん。ちょっとスリスが可哀想な気もするナリ。

リージュ：行きます……。（凛り々りしい声で）「みなさん、あたしの話を聞いてください！」

ＧＭ：民衆はシンと静まり返ります。

リージュ：各国に帰順を迫せまり、スリス陛下とイザベラ殿どのを幽ゆう閉へいしたピアニィは、あたしではありません。あれは、偽にせ者ものだったのです！

ギィ：（民衆になり）「何だって!?」

ヒルダ：（民衆になり）「なるほど、陛下があんなことを言うわけがない」

ギィ：ここでオレが合いの手を入れるぞ。「な、だから言ったろ。ピアニィ陛下はスリス様のもとへ戻もどってきて、統とう一いつ帝ていの座ざを譲ゆずると言ったって！」

ＧＭ：ギィの発言を受けても、人々の動どう揺ようは収まりません。ザワザワという不安気な声がいつまでも続いています。

ヒルダ：リージュ、がんばれ！

リージュ：はい。では、屈んでスリス様の手を取って言います。
















ＧＭ：「リージュ、いえピアニィ様……」スリスはリージュの目を真っ直ぐ見つめます。

リージュ：スリスちゃんに頷いてから言いましょう。今、再ふたたび宣せん言げんします……。




　「あたし、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアは、スリス・ロイドスに統一帝の座を譲じよう位いします！」




ＧＭ：民衆は大きくどよめきます。

ギィ：まあ、当然だろうな。

リージュ：あたしはこの世界を守るための戦いに赴おもむくために、この場から去らねばなりません。ですが、心は、いつもみなさんと共にあります……。

ＧＭ：ピアニィを慕したうフェリタニアの兵士たちが「私たちも共に行かせてください！」「どこまでもついて行きます！」と口々に言い始めますが？

ドラン：ズイっと前に出て、兵士たちを一いつ喝かつするナリ。「ピアニィ陛下のお心を汲くむナリ！これ以上、陛下に辛つらい言葉を言わせるつもりナリか!?」

ＧＭ：「陛下の、胸むねの、うち？」と兵士たちが静まり始めます。

ドラン：我われ々われまでこの地を離はなれてしまっては、陛下の愛した国を守ることはできないナリ！

ギィ：「ピアニィ陛下たちが、世界を守る戦いのため、旅立たねばならないならば、オレらが、ピアニィ陛下が帰ってくる場所を守るべきだろ」とドランを援えん護ご。

ドラン：そうナリ！　陛下が戦いを終えて帰ってくる場所を守り抜く……これ以上の務つとめが、我々にあるナリか？　って、ＧＭ！　ここで《偽装情報》を使うナリ！

ＧＭ：了解です。民衆はギィやドランの発言を信じ、〝ピアニィ〟の言葉を受け入れます。

ギィ：よーし、これでなんとかなったな。

リージュ：（優やさしい声になって）「あたしたちは、必ず帰ってきます。だから……今は、あたしを信じて、送り出してください。そして、この地を守り抜ぬいてください」

ヒルダ：リージュ、すごいじゃないか。よく台詞せりふが出てくるな。

リージュ：ピアニィのプレイヤーですから。でも、リージュの視点だと、無理がある気もするので、ドランさんやギィさんたちと打ち合わせしておいたってということで！（笑）

ドラン：それがイイナリね（笑）。

リージュ：ちょっとだけ、リージュっぽい台詞せりふを言ってもいいですか？

ギィ：ちょっとくらいならいいぜ（笑）。

リージュ：「フェリタニア合がつ衆しゆう国こくは、これからも力ちから尽ずくで何かを奪うばったり、従じゆう属ぞくさせたりは、決してしません。あたしは側そばにはいられませんが、共に、みなさんの理想の国、理想の未来を、守っていきましょうね？」って言います。ビルベリがそうであるように、きっと、フェリタニアもそうなんだろうなって……。

ＧＭ：では、しばらく黙だまり込こんでいた兵士たちでしたが、やがて「分かりました。陛下のおっしゃるとおり、スリス様を支ささえ、フェリタニアを守っていきます」「陛下、早く戻ってきてください」と言い始めます。

リージュ：それから……ここで、ヒルダお姉様を呼よびます。「ヒルダ……いえ、ヒルデガルド・ゴーダ殿。こちらへ」

一同：な、なんだって！

リージュ：一緒に……背負ってもらいますよ、お姉様（笑）。




[image: ]




ヒルダ：ここで呼よばれると思わなかった（笑）。「……何だ？」と、バルコニーに出よう。

リージュ：「今回の事じ件けん、ビルベリ領りよう主しゆ、ヒルデガルド・ゴーダ殿どのから助力を受けました。ここで、感かん謝しやの意を表しておきたいと思います」と民衆の前に紹しよう介かいします。

ＧＭ：「もしや、グラスウェルズの前王国軍ぐん師しゴーダ伯はくの養女、ヒルデガルド殿なのか？」「将しよう来らいを嘱しよく望ぼうされていた女騎き士しだったはずだが……よもや、陛下をお助けになるとは」

ギィ：おい、なんか無む駄だに情じよう報ほうに詳くわしいな、フェリタニアの兵士（笑）。

ヒルダ：（ちょっと考えてから）今回のことは、ビルベリとフェリタニアが友ゆう情じようで結ばれている証あかし。友が困こまっているならば、助けるのが当然。礼には及およびません。




[image: ]




リージュ：ではここで、みんなの前で友好の握あく手しゆをしてみせます！

ＧＭ：すると、集まっていた民衆から地じ鳴なりのような歓声があがります。ピアニィ、スリス、そして、ヒルダに対する歓かん声せいですね。

ギィ：「……頃ころ合あいだな。ボロが出ないうちに、さっさとトンズラしようぜ」とリージュに耳打ちする（笑）。

リージュ：はい、そうですね！

ドラン：あとはスリス陛下に場を収しゆう拾しゆうしてもらうことにして、我々は去るナリ。

リージュ：じゃあ、バルコニーから離はなれて、ほっと息を漏もらします。




　プレイヤー自身としても、ほっとひと安心した表情の大竹さんであった。




ヒルダ：やれやれ、まさか私まで引ひっ張ぱり出だされるとは思わなかったぞ、リージュ（笑）。

リージュ：でも、あそこはただあたしが一方的に言うよりは、ヒルダお姉様にも出てきてもらった方が、説得力があるかと思って……。

ドラン：そうナリ。良かったと思うナリよ。

ＧＭ：バルコニーでは、残ったスリスが人々に話しかけています。決して大きくもなく、ところどころ、つっかえたりもしますが、誠せい心しん誠せい意い懸けん命めいに語る言葉を、民衆は熱心に聞いています。

リージュ：良かった……。

ヒルダ：さすがは本物の王族だな。

ギィ：んじゃ、この辺でオレはアニマルメッセンジャーを放はなっておくか。

ＧＭ：誰だれにどんなメッセージを届とどけるんですか？

ギィ：アキナとマルセルに、「スリス陛下とイザベラは無事に救出した。安心しろ」ってな。

ＧＭ：では、ギィが放ったアニマルメッセンジャーがアガルタ公国へと向かっていったところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Ending 02◆そしてもうひとつの危機へ……




　正体がバレる前に、〝ピアニィ〟は姿を隠す必要があった。

　興こう奮ふんさめやらぬノルウィッチ城をそっと抜ぬけ出だし、ノルウッチの近郊で停止しているビルベリへと戻るリージュとヒルダ。

　ドランとギィはふたりを護ご衛えいするため、同道することにした。




ＧＭ：では、最後のシーンですね。演説のあとの落ち着いたタイミングで、今回の件についての語らいや、今後のお話の展てん望ぼうをするというイメージで。

ギィ：なら、とりあえずヒルダとリージュはビルベリに戻ってもらおう。問題なければ警護の意味で、オレたちもついていく。

ヒルダ：なるほど、そうだな。人々にリージュの姿は当面隠しておきたいしな。

リージュ：ボロがでちゃいますからね（笑）。

ヒルダ：では、ビルベリ領主の館の応接室でまた会話することでどうだろう？

ドラン：いいナリね。

ＧＭ：では、そういうことで。皆さんは応接室に腰を落ち着けました。

ヒルダ：今回は本当に助かった。おかげで、アガルタ公国への攻撃の件もどうにかできそうだ。チコやギデオンなら、あとはなんとか生き延びるだろう。

ドラン：とんでもない！　こちらこそ、お世話になったナリ。ふたりとビルベリの協力がなければ、グリンダを追い出すことはできなかったはず……。

リージュ：ギィさん、たくさん守ってくださって、ありがとうございました。

ギィ：しかめっ面をして、そっぽを向く。「オレはそういうのが仕事だからな」

ドラン：ふ～む、ギィ、照れてるナリな？　案外……。

ギィ：余よ計けいなことを言うなっ！　ドランの口を塞ふさぐ（笑）。

ドラン：むぐぐ～！（笑）




　ドランの口は、どこにあるんだろうか。




ギィ：……ま、リージュにはいっぱい癒いやしてもらったし、お互たがい様さまだろ。

リージュ：はい！（嬉うれしそう）

ギィ：だからさ、一度〝ハニートラップ〟のまやかしに引っかかったのは、忘わすれておいてくれ（一同笑）。

リージュ：秘ひ密みつはお互たがい様さま、ですよ♪

ドラン：ところでリージュ。

リージュ：はい？

ドラン：手を差し出すナリ。「ビルベリの未来に、祝福があらんことを、ナリ」

リージュ：！　……では、手を握にぎりかえします。




　輪っかのようなドランの手を、リージュの柔やわらかい手が包つつみ込こんだ。




ドラン：ワタシたちの未来も、アナタたちの未来も、ともに明るきものであるように祈いのっているナリ。

リージュ：……。

ＧＭ：どうしました？

リージュ：菊きく池ちさんから、素す敵てきな台詞をもらえると思わなかったです！（一同笑）

ドラン：（素すに戻って）ここはいいシーンなんだから、オチをつけるなよっ！（笑）

リージュ：ご、ごめんなさい（笑）。でも嬉しかったです！

ギィ：んじゃ、オレはじっとヒルダを見つめたあと、ニヤリと笑う。「志こころざしが違ちがう以上、先々は共きよう闘とうできるとは限らねぇ。もし、敵てき同どう士しだったとしたら、容よう赦しやはしねぇぜ？」

ヒルダ：では、「その時は、手て加か減げん無用だ。こちらも、全力で行く」と返そう。




　ギィがつきだした拳こぶしに、ヒルダはコツンと軽く拳をぶつけた。

　そして笑顔で続けた……。




ヒルダ：ただし、困こまった状じよう態たいになったら声をかけてくれ、今回の借りもあるから、一回は手を差さし伸のべよう。それは、忘わすれないでおいてくれ。

ギィ：……お人ひと好よしだな。

ヒルダ：悪いか？

ギィ：いや、いいんじゃねぇか？　青あお臭くさいが、アンタには似に合あってる。いい領主様になってくれ。

ヒルダ：ありがとう。

リージュ：今ごろ、シャールズベリに行った、チコちゃんとギデオンおじ様はどうしてるでしょうかね？

ヒルダ：……。ま、まあ、あのふたりのサバイバル能力なら、大おお事ごとにはなっていないと思うが……。

リージュ：おじさま、たくましいですからね。

ドラン：そういえば、アキナたちは今どの辺にいるナリか？　アガルタ公国はどうなっているナリ？

ギィ：おいおい。マルセルがついてるんだぜ……。

ヒルダ：（ぼそり）……う、裏目。

一同：…………。
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　すごく安心できない。――全員の顔がそう言っていた。




ヒルダ：そうだな。第八巻の方のＧＭは藤井さんだったな。

リージュ：ただでは済みそうもありませんね！（←なぜか笑顔）

ドラン：そのあたりはどうナリ!?

ＧＭ：はっはっは……アキナたちや、チコたちの今後に関しては……。

一同：関しては？

ＧＭ：藤ふじ井いさんがＧＭを担たん当とうする、『デスマーチ』八巻かんを読んでのお楽しみ！（一同笑）

一同：ですよねぇ――！（一同爆笑）




　帝紀八一五年八月。




　行方ゆくえ不明になっていたはずのピアニィ・ルティナベール・フェリタニアがノルウィッチに帰き還かんを果たし、民たみの前で、正式にスリス・ロイドスへ統一帝の譲じよう位いを宣言したという。




　しかし、その裏うらで繰り広げられた激闘について、知る者は少ない――。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第一二話「錯さく綜そうのバトルフィールド」

―ＦＩＮ―








































あとがき






　今回は、記念すべき特別な巻となりました。

　過か酷こくなデスマーチの荒こう野やを共に走る、頼れる相あい棒ぼうが参戦してくれたのです。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』シリーズの著ちよ者しや、藤井忍ふじい・しのぶさんがその相棒でございます。




　本書を既すでにお読みの方は、ご存ぞんじのことでしょう。

　この『デスマーチ』第七巻と第八巻は、田中信二と藤井忍の共著でお届けしています。

　今回、藤井さんとセッションの始し動どう段階から、アイデアを出し合ってリプレイを制作したわけです。共同で今回のシナリオをつめていく中で思ったのですが、やはり藤井さんの発はつ想そうはスゴイ。おかげさまで、今回のＰＣの皆さんは、自分の立っている大地がひっくり返ったような酩めい酊てい感かんを覚えたのではないでしょうか？

　もともとは、二話で一冊の計画だったこのエピソードですが、制作の過か程ていでボリュームが膨ふくららみ、一挙に二冊同時発売という大型プロジェクトになったことも印象深い点です。

　お互たがいに繰くり出すアイデアの応おう酬しゆうが、ついふたりを熱くさせてしまったのかもしれません。

　そのうえで、その苦労の甲か斐いに見合ったスケール感を持つお話になったと思います。

　未み読どくの方は、早速お読みいただければ、幸いです。

　続いて、本書の物語の具ぐ体たい的てきな内容について踏ふみ込こんで行きます。

　ネタバレに類るいする記き述じゆつもあります。ご注意ください。




●錯綜のバトルフィールドについて

　というわけで、藤井先生とともに話し合いながら作りあげた、『デスマーチ』七、八巻の大きなテーマが〝Ｄ〟と〝Ｇ〟の合流でした。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ③邂かい逅こう★ロマンティック』や『アリアンロッド・サガ・ファンブック Kind of Magic』からの流れで、少しずつその下準備はなされていました。

　一時は休戦し、ひとつの目標のためにこのふたつのギルドが協力したという経けい緯いもあります。

　しかし、本来は敵同士の間あい柄だがら。

　〝エンジェルファイヤー〟はピアニィに後こう事じを託たくされ、合がつ衆しゆう国こくを支えていくことが目的のギルド。

　〝ゲッタウェイ〟は元々は、合衆国とは相あい容いれない人々が集つどったギルド。その存在は、まさに合衆国に対するアンチテーゼと言えましょう。

　今回はこのふたつのギルドが呉ご越えつ同どう舟しゆうの状況に立たされるわけです。

　実際に本編で、双方のギルドが邂逅した時、互いのＰＣの間に緊きん迫ぱくした空気が流れた瞬間もありました。

　それがどういう経緯で共きよう闘とうへと流れていったのか、ぜひ本書で見ていただきたいと、私が考えているポイントのひとつです。

　特に、このあたりのお互いの背はい景けいを大事にしつつ、ＰＣの心情や状況を加味しながら、共きよう同どう戦せん線せんへの道みち筋すじを探っていく両ギルドの面々。

　さすがＴＲＰＧの魅み力りよくを知り尽くしているプレイヤー同士。それぞれのキャラクターを主張しながら、自然と問題の解決へ向けて集約していく様子はＧＭをしながら感心するばかりでした。




　そしてもうひとつのテーマは〝大どんでん返し〟！

　本書をお読みの方はご存じのことでしょう。

　〝大崩壊グレート・デイストラクシヨン〟以来、アキナやマルセルが奮ふん闘とうして構こう築ちくしてきた新しい合衆国体制。選挙によって大統領を選せん出しゆつし、様々な勢力がより納なつ得とくいく形で、平和な大陸を作りあげようというビジョンが、一夜にしてふっとびます。

　それをなしたのは、宿しゆく敵てき〝仮面マスク〟のグリンダ。

　ついに明かされるグリンダの正体と、それを利用した政せい権けん強ごう奪だつ劇げき。その結果、合衆国の実権はバルムンク・ノヴァに握られてしまいます。

　冒頭にも書きましたが、演出藤井忍によるこのスペクタクルはなかなかの見み物ものかと。

　さすがは革命を標ひよう榜ぼうしてきた『ゲッタウェイ』の著者というところでしょうか？（笑）

　そして、アキナとマルセルは人質を取られ、アガルタ公国への侵攻軍を率いることを強いられる――。

　この情勢の大だい転てん換かんは『無印』でいえば、〝大崩壊〟に匹ひつ敵てきするようなターニングポイントと言えましょう。




　守るべき国は敵の手中にあり。

　仲間とも離ればなれ。

　戦火は今にも燃え上がらんばかり。

　ともに戦うのは昨日までの敵――。




　今までもたいがいなシナリオを用意してきたつもりですが、今回の〝デスマーチ〟ほどの危機はなかったのではないでしょうか？

　とそんな危機に、新しくやってきたのがヒルダ・渋しぶ沢さわさんとリージュ・大おお竹たけさん。

　過酷な情勢に萎いし縮ゆくすることなく、のびのびと各キャラを演じてくれました。

　このあたりは、ＧＭが次々と逆ぎやつ境きようを繰り出す『ゲッタウェイ』でのプレイに鍛きたえられているな……と感じてみたり（藤井先生すみません）。

　特に印象的だったのは、グリンダの構築した合衆国支配の状況を突き崩すヒルダの提案。さすがは様々なリプレイで名を馳はせた渋沢さんですね。

　また、グリンダとの過去を即そつ興きようで作りだしたり、ピアニィに扮ふんするリージュによる演説など、ここぞという見せ場では華のあるロールプレイを繰り出す大竹さん。〝サガ〟シリーズでメインヒロインを張る、さすがの力量を見せつけてくれました。




●第八巻へ……

　バルムンク・ノヴァによる合衆国強奪のエピソードは今回だけでは終わりません。

　その決けつ着ちやくは続く第八巻で描えがかれます。

　そちらで、執筆をつとめるのは藤井忍。

　彼女には私のとっておきのネタのひとつを提てい供きようしました。

　それが、うまく機能し、『デスマーチ』のヒロイン、アキナを演ずる酒井香奈子さかい・かなこさんの劇げき的てきなロールプレイを引き出すことになります。

　ぜひとも、白熱の第八巻をご覧いただければ、と存じます。




●最後に

　投とう稿こう者しやの皆なさん。どうもありがとうございます。

　今回も可能な限かぎり、読者投稿ＮＰＣの方々を採さい用ようさせていただきました。

　この第七巻、八巻を受けて大陸はさらに荒れ模も様ようになっていきます。

　まだまだこのアルディオン大陸は、読者ＮＰＣの皆さんの参戦を待っています。ぜひ素す敵てきな投稿ＮＰＣをご提供ください。




　プレイヤーの皆さんにも限りない感謝を。

『ゲッタウェイ』の華はなやかな空気を持ち込んでくれた大竹みゆさん、渋沢佳か奈なさん。どうもありがとうございます。

　鈴吹太郎すずふき・たろうさま、菊きく池ちたけしさまには、コラボ回という物語構築の難しさに苦闘するＧＭをいつも以上に支ささえていただきました。改めて、そのＲＰＧに関する蓄ちく積せきの深さを再認識したしだいです。




　イラストの猫猫猫ねこびよう・ねこさま。七巻、八巻にまたがる総勢八名が登場する表紙をありがとうございました。まさにこのコラボレーション編を象しよう徴ちようするイラストですね。ＰＣ入れ替わりがあった本編もいつも以上に、表情豊かなイラストで彩っていただきました。




　本書を最後まで読んでいただいた読者の皆さまに、最大の感謝を。

　義ぎ勇ゆう兵へいの立場から始まった『デスマーチ』。大陸の未来を巡めぐる物語はさらにＰＣたちに大きな試し練れんを与えるでしょう。

　その応おう援は作者だけでなく、登場人物たちをも支えます。

　ぜひ、皆さまも一緒に、この『デスマーチ』を駆け抜けて行きましょう！





　二〇一二年八月二〇日

田中信二
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